
資料２

令和元年度南部圏域課題解決プラン

実施結果及び評価（案）





【プラン１】すべての命を守り・つなぐソフト対策の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

40回以上 40回以上 40回以上 40回以上

53回

2市町 2市町 2市町 2市町

2市町

60箇所 60箇所 60箇所 60箇所

72箇所

'19(R1)達成度

◎

◎

◎
災害の危険性が高い山地災害危険地区の調査・点検パト
ロールの実施箇所数
〈'17〉　61箇所　→　〈'22〉　60箇所

34回

－

61箇所

１　強靱・安心を実現する地域づくり

(1) 強く・しなやかな地域社会の構築

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　地域防災を担う人材の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　関係機関との連携・協働による防災訓練等の実施
ウ　災害に備えた応援体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　災害時を見据えた健康な地域づくり
オ　要配慮者支援対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　災害医療力の強化
キ　山地災害の危険性の高い地域の調査や点検の実施　　　　　　　　　　　ク　全ての水位周知河川における「洪水浸水想定区域図」の策定
ケ　全ての水位周知河川における「洪水タイムライン」の策定　　　　　　　コ　避難行動促進のための水位情報の発信
サ　土砂災害警戒区域の指定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　地域におけるきめ細やかな雨量情報を提供
ス　ＢＣＰ（事業継続計画）の策定・実践力向上

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　　「迎え撃つ！防災減災県南プログラム」に基づき，市町との指揮機関訓練の実施などにより防災関係機関との連携強
化を図るとともに，「とくしま-０（ゼロ）作戦防災出前講座」・ワークショップ等の実施，「防災旬間事業」における「防災まつ
り」の開催などにより地域住民への防災教育・啓発に取り組み，地域防災力の強化が進んでいる。
　要配慮者支援対策としては，一般避難所運営に携わる関係者向けの研修会や福祉避難所運営に携わる施設職員等
関係機関対象の研修会，また，重症難病患者を対象とした災害避難訓練を行い，個別計画の策定数が増加するととも
に，要配慮者にやさしい避難所の設置・運営に対する理解が深まった。
　災害医療力強化のためには，南部圏域の災害時コーディネーター等を集めた研修会・調整会議を開催し，災害時コー
ディネーターを中心とした連携強化を図り，災害時医療救護体制の向上が図られた。
　また，災害から生命と財産を守るため，山地防災ヘルパーが新たに2人追加され，山地に起因する災害情報収集が迅
速化されている。
　水位周知河川（６河川）においては，「洪水浸水想定区域図」の策定，「洪水タイムライン」の策定が完了し，住民の避難
意識の醸成が進み，地域の災害対応能力が向上した。
　さらに，土砂災害警戒区域の指定が完了し，住民の土砂災害の危険性に対する認識の向上につながった。

小・中・高校生を対象にした防災講座等実施回数
〈'17〉　34回　→　〈'22〉　40回以上

医療救護活動訓練の実施市町数
〈'17〉－　→　〈'22〉　2市町
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

41人 43人 45人 45人

41人

6河川 － － －

6河川

6河川 － － －

6河川

9箇所 － － －

９箇所

100% － － －

100%

推進

推進

評価 担　　当

A
南部総合県民局
政策防災部

A
南部総合県民局
政策防災部

◎

◎

◎

◎

◎

'19(R1)達成度

－

■令和元年度取組
　南部防災館を利用した防災講座（９７講座、受講者3,892人）等を開
催した。
■成果
　防災講座等の実施により，地域住民の防災意識の高揚や防災知識の普
及につながった。

山地防災ヘルパーの認定者数（累計）
〈'17〉　36人　→　〈'22〉　45人

全ての水位周知河川における「洪水浸水想定区域図」の
策定（累計）
〈'17〉　－　→　〈'19〉　6河川

全ての水位周知河川における「洪水タイムライン」の策
定（累計）
〈'17〉　1河川　→　〈'19〉 　6河川

危機管理型水位計の整備（累計）
〈'17〉　－　→　〈'19〉　9箇所

土砂災害警戒区域の指定率（累計）
〈'17〉　53.3%　→　〈'19〉　100%

マイナンバーカード利用によるＰＨＲ（Personal
Health Record）の活用推進
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

36人

－

1河川

－

53.30%

－

令和元（'19）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業
【施策①】
   切迫する南海トラフ巨大地震や頻発・激甚化する風水害に備え
るため，これまでの教訓を踏まえながら，避難力の向上や女性・
要配慮者への配慮を含む避難生活におけるＱＯＬの向上，防災教
育・啓発，各種防災訓練など，「迎え撃つ！防災減災県南プログ
ラム」を着実に推進し，防災減災対策の強化を図る。

■令和元年度取組
　防災出前講座（実施回数119回・受講者数10,262人）や防災フィー
ルドワーク（美波町由岐地区）の実施，地域イベント等の防災ブース出
展などを防災教育・啓発の取組を行った。
　また，避難力の向上・避難生活の向上の取組として，避難所開設運営
訓練（牟岐小・中学校），防災キャンプ（那賀町等），避難所運営ゲー
ム（HUG）の実施などを行ったほか，市町と連携した市町指揮機関訓練
など防災訓練を実施した。
■成果
　防災出前講座の実施などの取組により「迎え撃つ！防災減災県南プロ
グラム」が推進され，防災減災対策の強化につながった。

【施策②】
　災害時の「防災拠点」として，また平時は防災啓発を行うな
ど，地域住民の防災意識の高揚や防災知識の普及活動の場とし
て，南部防災館の利活用を図る。

（ア，イ，ウ）

（ア）

（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
政策防災部

B
南部総合県民局
政策防災部

A
南部総合県民局
政策防災部

■令和元年度実績
　南部圏域で開催された
・Exciting Summer in WAJIKI
・ナカまつり
・阿南市こどもフェスティバル
などのイベントにおいて防災ブースを出展した。
■成果
　南部圏域で開催されたイベントにおける防災ブース出展により，地域
住民が身近に防災に触れる機会を創出することができた。

■令和元年度取組
　南部圏域内の防災関係機関と連携し，市町指揮機関訓練（図上訓練）
を阿南市・那賀町・海陽町において実施したほか，地域住民が参加した
避難訓練の開催（牟岐町），学校（阿南高専）・事業所（Ｊパワー等）
が行う防災訓練の支援などを実施した。
■成果
　防災関係機関の連携による実践的な訓練の実施等の取組により，南部
地域における防災力向上を推進できた。

【施策③】
　巨大地震による津波被害を軽減する海岸防災林について，県南
地域の住民との協働による保護・管理活動を実施する。

■令和元年度取組
　海陽町「大里松原」の海岸防災林において，海陽中学校生や地元住
民，海部森林組合などと協働･連携して，クロマツ植樹による海岸林を造
成し，保護･管理活動を実施した（R2.2.21，70人参加）。
■成果
　海岸防災林の保護・管理活動の実施により，海岸防災林の整備が推進
された。

■令和元年度取組
　防災専門家による公開講演会を開催したほか，南部圏域の小・中・高
校生を対象した防災出前講座（まなぼうさい教室）の開催（実施回数５
３回（目標４０回以上））など，学校，自主防災組織等に県職員を講師
として派遣し，防災教育・防災啓発を行った。
■成果
　防災出前講座（まなぼうさい教室）等の開催により，次世代の防災を
担う人材育成につながった。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策⑤】
　南部圏域内で開催される各種イベントにおいて，防災減災の要
素を加えるなど，様々な場を活用し，広く防災教育・防災啓発を
行う。

【施策⑥】
　防災関係機関と連携した実践的な防災訓練の展開や，市町・地
域，事業所等が実施する各種防災訓練への参加・支援を通じ，南
部地域の防災力向上を図る。

【施策④】
　専門知識を有する人材や県職員が講師となり，次世代の防災を
担う人材の育成や自主防災組織活動の活性化のため，学校や地
域，自主防災組織を対象とした，防災教育・防災啓発を実施す
る。

（ア）

（ア）

（ア）

（イ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
政策防災部

A
南部総合県民局
政策防災部

B
南部総合県民局
政策防災部

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策⑨】
　非常時における防災関係機関等との円滑な情報共有のため，衛
星携帯電話など通信端末の整備による，通信手段の複数化や，災
害時情報共有システムの有効活用など，情報連絡体制を充実させ
る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度実績
　非常時における防災関係機関との情報共有のため
・衛星携帯電話
・デジタル無線機（電話・メール）
・衛星系防災行政無線（電話・FAX・インターネット）
などを整備し，通信手段の複数化を構築している。
　また，台風等の災害発生時においては災害時情報共有システムを活用
した情報共有の取組を行うとともに，平常時においては，防災関係機関
との間で通信訓練を行うなど，情報連絡体制の充実を図っている。
■成果
　防災関係機関との通信訓練などにより連絡体制の充実につながった。

■令和元年度取組
　「防災旬間事業」においては，市町・警察・消防・自衛隊・気象台な
どの防災機関が連携し，地域住民が参加できる「災害対応車両の展
示」，「防災演奏会」，「救急救命体験」等の展示・体験型のイベント
として，牟岐町において「防災まつり」を実施した。
■成果
　「防災まつり」においては，地域住民約５００名が参加。
　様々な展示・体験により，地域住民の防災減災を考える機会の創出が
できた。

■令和元年度取組
　休日等勤務時間外の災害等の対応については，配備編成計画を策定を
行い，初期体制を構築するための幹部職員参集要領を定めている。
　また，応急対応のための「特別初動要員」として24名，市町との連絡
調整を行う市町派遣職員として40名の職員に対して指定を行い，職員に
対しては研修等を行った。
■成果
　指定職員への研修等により，職員の災害対応能力向上につながった。

【施策⑦】
　多くの地域住民にとって防災減災を考える機会となるよう，
様々な展示・体験を用意した防災イベントを防災関係機関と連携
し実施する。

【施策⑧】
　休日等勤務時間外における緊急事態や災害発生時の応急対応の
ため，配備編成計画の作成，初動要員及び市町派遣職員の指定を
行うとともに，研修の実施等，職員の災害対応力向上に努める。

【施策⑩】
　「フレイル（虚弱）予防」の観点から，避難生活における高齢
者支援について学ぶ研修会を開催するとともに，快適なトイレ環
境とエコノミークラス症候群予防等を併せた「健康避難生活」の
普及啓発を図る。

■令和元年度取組
　出前講座，イベント会場における普及啓発を実施（年5回）した。新型
コロナウイルス感染症のため，研修会は中止となった。
■成果
　普及啓発により、住民へ情報提供ができた。

（ア、イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

B Society5.0推進課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

令和元（'19）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業
【施策⑪】
　災害発生時の避難の際に配慮を要する避難行動要支援者の個別
の避難を支援する「個別計画」の策定を推進するため，管内５市
町と連携し，要配慮者対策会議等を開催し，市町の個別計画策定
を支援する。
　また，市町等との実践訓練を通じて，災害時における高齢者や
母子，障がい者などの要配慮者にやさしい避難所の設置・運営を
推進する。

■令和元年度取組
　新型コロナウイルス感染症対策のため要配慮者対策会議の開催は中止
となったが，各市町の取組状況等をそれぞれ聞き取り，「個別計画」策
定促進に向け情報提供を行った。
　また，高齢者や障がい者などの要配慮者を考慮した避難所運営を推進
するため，中学生等に高齢者疑似体験（参加者38名）やVR技術を活用
した認知症体験（参加者40名）を実施するとともに，一般避難所運営に
携わる関係者向けの研修会（参加者83名）や福祉避難所運営に携わる施
設職員等関係機関対象の研修会（参加者２2名）を開催した。
　また，重症難病患者を対象とした災害避難訓練を実施した。
■成果
・個別計画策定促進に向け管内市町間の情報共有が図られるとともに、
策定者数は対前年比19.7％増となった。
・研修や訓練等により、要配慮者にやさしい避難所の設置・運営に対す
る理解が深まり，災害対応能力の向上が図られた。

【施策⑫】
　災害発生時に被災者に適切な治療や医薬品の提供を行うため，
マイナンバーカード利用による個人の医療・健康等データ（ＰＨ
Ｒ：Personal Health Record）を活用できる仕組みの構築を推
進する。

■令和元年度取組
　令和３年３月からのマイナンバーカードの「健康保険証利用」を見据
え，さらなるカードの取得促進を図るため，
・市町村共同での「マイナンバーカード普及促進キャンペーン」
・シルバー大学校と連携した「県民向け出前講座」の開催
・「ケーブルテレビ番組」の制作・放送
に取り組んだ。
■成果
マイナンバーカード交付実績（県内）
H30年度末：78,481枚（10.4％）→R元年度末：95,920枚
（12.8％）

【施策⑬】
　災害時コーディネーターを中心に，災害拠点病院などの医療機
関と連携した訓練を実施するともに，市町に設置される医療救護
所と関係機関との医療救護活動における連携体制の強化を図る。

■令和元年度取組
　徳島県総合防災訓練に参加し，保健医療調整本部運営訓練，及び阿南
市避難所開設・運営訓練の支援を行い，災害時の医療救護体制の向上に
努めた。
　また，南部圏域の災害時コーディネーター等集めた研修会，調整会議
を開催し，連携強化を図った。
■成果
　訓練を通じ、災害対応能力の向上が図られた。

（オ）

（カ）

（オ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

■令和元年度実取組
　５月20日～６月30日の「徳島県山地災害防止キャンペーン」期間中
において，山地防災ヘルパーと共に山地災害危険地区のパトロールを実
施した。
■成果
　山地に起因する災害情報や情報収集をより迅速化し，地域に密着した
山地防災ヘルパーを新たに２名（美波管内１名・那賀管内１名）認定し
た。

【施策⑯】
　適切な避難場所の設定や円滑かつ迅速な避難のための措置を講
じ、一層効果的な住民避難を確保するため、「想定し得る最大規
模の降雨」を前提とした「洪水浸水想定区域図」の策定を推進す
る。

■令和元年度取組
　日和佐川における「洪水浸水想定区域図」を策定し，全６河川の策定
が完了した。
■成果
　想定区域図を住民へ周知する事により，避難意識の醸成が図られた。

【施策⑱】
　住民の避難行動を促し、人的被害の軽減を図る水位情報を発信
するため、最新のＩｏＴを活用した危機管理型水位計を設置し、
河川の水位監視体制の強化を推進する。

■令和元年度取組
　危機管理型水位計を9箇所設置した。（阿南管内４箇所、那賀管内１箇
所、美波管内４箇所）
■成果
　河川の水位監視体制の強化が図られた。

【施策⑰】
　平時からの洪水への備えと住民の安全かつ確実な避難を確保す
るため、防災機関が連携し、地域における防災活動の迅速化な
ど、災害対応能力の向上を図る「洪水タイムライン」の策定を推
進する。

■令和元年度取組
　桑野川、海部川、宍喰川、日和佐川における「洪水タイムライン」を
策定し，全６河川の策定が完了した。
■成果
　防災機関が活用することにより，地域における防災活動の迅速化な
ど，災害対応能力が向上した。

【施策⑭】
　台風豪雨やゲリラ豪雨による土砂災害から生命・財産を守るた
め，治山施設や地すべり防止施設等を整備するとともに，山地災
害の危険性が高い地域の調査やパトロールを実施し，人的災害ゼ
ロを目指す。

■令和元年度取組
　近年，台風による集中豪雨や線状降水帯による豪雨が頻発しているこ
とから，災害時要配慮者施設（幼稚園・老人ホーム等）に隣接する地域
や山地に起因する災害が発生した地区などを重点的に調査・点検し，併
せて地域住民への啓発活動を行った。
■成果
　山地災害危険地区等の調査を，美波管内42箇所，那賀管内30箇所，
計72箇所で実施した。

【施策⑮】
　山地災害に関する情報収集の迅速化や地域住民に対する防災啓
発を推進するため，地域に密着した山地防災ヘルパーの認定を推
進する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（キ）

（キ）

（ク）

（ケ）

（コ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

A

南部総合県民局
農林水産部
農林水産総合技術
支援センター
農山漁村振興課

A
南部総合県民局
県土整備部

A 商工政策課

【施策⑲】
　土砂災害による被害から生命・財産を守るため，土砂災害警戒
区域に関する情報を広く住民に周知し，同区域の指定を進めると
ともに，きめ細やかな雨量情報を提供するＩｏｔ雨量計の設置を
推進する。

■令和元年度取組
　土砂災害警戒区域等の説明会を実施し、警戒区域の指定を完了させ
た。（阿南管内1,289箇所、那賀管内959箇所、美波管内1,115箇所）
　また，IoT雨量計を設置する土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設等
の調査・検討を実施した。
■成果
　警戒区域に関する情報を住民に周知することにより，土砂災害の危険
性に対する認識の向上につながった。

【施策⑳】
　南海トラフ巨大地震による津波災害から農業の早期復興を図る
ため，管内土地改良区やＪＡによる「農業版ＢＣＰ」の実践力向
上の取組みを支援する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　令和元年12月11日に開催した「南部地域農業版BCP対策協議会」に
管内関係土地改良区やＪＡが参加し，農業版BCPの内容の周知を行うと
ともに，大規模施設園芸におけるBCPについて講演を行った。
■成果
　早期の営農再開に向けた知識・実践力の向上が図られた。

【施策㉑】
　大規模災害時における橘港の機能継続計画（港湾ＢＣＰ）（Ｈ
２７策定），大規模災害時における浅川港の機能継続計画（港湾
ＢＣＰ）（Ｈ３０策定）に基づき，平素から関係者相互の連絡系
統の確立や継続的な活動を行う。

■令和元年度実取組
　橘港においては，徳島小松島港と合同で協議会（R2.1）を開催すると
ともに，図上訓練を実施した。
　浅川港においては，事前対策として流出物の推定，水深確保状況把
握，被害推定等を行った。
■成果
　港湾ＢＣＰ（機能継続計画）の実効性が向上した。

【施策㉒】
　県内企業における災害時のＢＣＰ（事業継続計画）について，
大学や商工団体等と連携した研修・指導や認証制度の運用等によ
り，策定を促進する。

■令和元年度実績
　商工団体の相談支援体制（徳島経済産業会館内にある「とくしまBCP
支援センター」）を充実させるとともに，より一層の連携のもと，BCP
策定相談や防災対策のための融資制度の紹介などを行った。
　「徳島県企業BCP認定制度」について，引き続き制度の運用を行い，
県内企業におけるBCPの策定を促進した。
■成果
　３社策定

（ス）

（ス）

（シ）

（ス）
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市町名

阿南市

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●定期的に「広報あなん」へ防災情報を掲載し，情報を提供した。
地元自主防災会による防災訓練20回，防災講座11回に参加し，防災意識の高
揚を図るとともに，補助金を交付することで，地元自主防災会に対する支援を
行った。

●現在，232の自主防災会があり，組織率は98.54％になっている。また，
自主防災会連合会は10地区で結成されている。

●ハザードマップ等を活用し，津波時における緊急避難場所や想定される浸水
深に応じた避難行動等について周知し，防災知識の向上を図った。また、見能
林地区津波避難計画の作成にあたり、ワークショップを開催し、地域住民の防
災意識の高揚に努めた。

●自主防災組織の訓練を各地区毎に実施した。徳島県総合防災訓練にも参加し
活動を深めている。那賀町地域防災計画を変更し，自主防災組織の役割を具体
化したので，今後の活動，訓練に生かしたい。

●地域防災推進員養成研修の受講案内を自主防災組織に周知。

●徳島大学地域づくりセンターと連携し，地域の防災力向上に向けて，自主防
災会の活動支援や防災活動の普及などを実施した。

●防災アプリの整備を図った。

市・町関連施策
●防災に対する共通理解を深め，有事の際の避難行動などに生か
すため，「広報あなん」を活用し，様々な情報を提供する。ま
た，地元自主防災会での防災訓練，防災講座等に参加し，防災意
識の高揚を支援するとともに，訓練・講座等の実施に際し，補助
金を交付する。

●自主防災組織の組織率１００％を目指す。また，公民館を単位
とした市内14地区に自主防災会連合会を結成し，各地域の自主
防災組織間の連携を図り，地域の防災力の向上を図る。

●地域防災計画やハザードマップ等に基づき，多種多様な災害に
対応した総合的かつより有効な防災体制の確立を図る。また，社
会・経済の変化に即し，消防体制，救急・救助体制の充実強化
や，住民一人ひとりの防火・防災意識の高揚による予防対策の充
実に努め，安全・安心で災害に強いまちづくりを目指す。

●自主防災組織の活動を充実・強化させるため，広報誌に組織の
訓練等を掲載する。

●防災活動のリーダー，担い手を育成し，自主防災組織をはじめ
各種団体との連携による防災体制の強化を図る。

●自主防災会の充実，活性化の取組みに対して支援するため，徳
島大学地域づくりセンターと連携し，地域に応じた防災活動の普
及啓発を図る。

●災害発生時に気象情報や勧告等の発令、現在地から避難場所の
位置情報提供や被害状況の把握を行い住民の迅速な避難促進、二
次災害から守るための防災アプリの整備を図る。

●住民・自主防災組織等を対象にした防災講座や防災訓練の実
施，小中学校での防災教育等防災意識の高揚及び防災知識の普及
活動を行う。

●徳島県津波浸水想定を受けたハザードマップの作成，地域防災
計画，町業務継続計画（ＢＣP）の策定・運用を図る。

●住民及び自主防災組織等を対象に津波避難ワークショップ，HUG訓練，津
波避難訓練を実施した。学校での防災講座のほか，自主防災組織のリーダー対
象の防災学習会や各地域で開催された自主防災訓練に参加し，意見交換や講座
を行うことで，住民の防災意識の普及啓発を行った。
●洪水・土砂災害・津波ハザードマップの改訂を行った。また徳島県南部総合
県民局，警察等の協力のもと，BCP訓練を実施し，南海トラフ巨大地震発災初
動期の情報活動や災害対応における災害対策本部の業務や活動について，課題
や改善点などの検討を行った。
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【プラン２】あらゆる自然災害を迎え撃つハード対策の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

促進 完成

促進

完成

完成

促進

促進

評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

－

◎

－

令和元（'19）年度実施状況及び成果

ア　避難場所や避難路の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　山地災害の未然防止対策
ウ　緊急輸送道路等の整備・倒木対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　河川・海岸堤防等の地震・津波対策
オ　河川における浸水対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　海部川モデルの推進
キ　長安口ダムの本体改造の完成及び長期的堆砂対策の促進　　　　　　　　　　　　　　　ク　宍喰地区地域防災公園やそのアクセス道路の整備
ケ　IoT・AI等を活用した戦略的なインフラのメンテナンス

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

【施策①】
　津波避難困難地域解消のため，津波浸水被害の想定される沿岸
部での「がけ崩れ対策」と併せ，避難場所・避難路の整備や砂防
施設（管理道や作業ヤード等）を活用した避難場所等の創出を推
進する。また，地震や台風による災害からの避難場所を確保す
る。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

　津波浸水被害の想定される沿岸部でのがけ崩れ対策と併せ，避難路を整備したほか，生命線道路等における
事前伐採による倒木災害の未然防止，緊急輸送道路の整備等を推進した。
　長安口ダムでは，放流設備の増設が完了し，令和元年度の出水期から運用が開始され，洪水調整能力が増強
された。また，「長期的堆砂対策」については，工事着手に向け，トンネルなど構造物の設計が進められてい
る。
　豪雨による洪水被害から県民を守る予防的な治水事業として，支障樹木伐採，河道掘削により安全に洪水を
流下させる浸水対策が強化されたほか，那賀川の加茂地区と和食・土佐地区において床上浸水対策特別緊急事
業は完成間近となった。
　また，海部川においては，河川堆積土砂の撤去から活用までを図る総合対策を実施するなど，「県土強靱
化」実現に向けたハード対策が順調に進捗している。

主要施策・主要事業

那賀川加茂地区，和食・土佐地区の整備促進
〈'17〉　工事施工中　→　〈'20〉　完成

長安口ダムの本体改造の促進
〈'17〉　工事施工中　→　〈'19〉　完成

長安口ダムの長期的堆砂対策の促進
〈'17〉　事業着手　→　〈'22〉　工事促進中

工事施工中

工事施工中

事業着手

'19(R1)達成度

■令和元年度取組
　「がけ崩れ対策」と併せた避難路を5箇所整備し，６９箇所整備予定の
うち６０箇所が完成している。（美波管内5箇所）
■成果
　避難路の整備により，避難場所等が確保された。（ア）

-9-



評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　芥附海部線において，道路改良工事を実施するとともに，流路工及び
床固工を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策②】
　那賀川や海部川など上流域における森林の公益的機能の維持増
進を目的とした治山事業を推進する

【施策⑥】
　河川・海岸堤防等の地震・津波対策を推進する。

■令和元年度取組
　治山事業は，森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から地域住
民の生命・財産の保全を図る重要な国土保全政策となっていることか
ら，山地において発生した崩壊地や荒廃渓流の復旧整備などを行った。
■成果
　治山事業を美波管内６箇所，那賀管内13箇所，計19箇所において実
施し，森林の維持造成に努めた。

【施策④】
　津波迂回ルートの設計等を進め，用地取得等が完了したところ
から工事を実施する。

【施策⑤】
　救命救急や防災活動を支援する緊急輸送道路などのインフラ整
備を推進する。

【施策③】
　孤立集落の発生を防ぐため，倒木対策協議会（平成２６年度設
置）を通じ，生命線道路や緊急輸送道路において，台風や大雪等
による倒木を防ぐ事前伐採を実施する。
   また，発災時に緊急輸送路等の補完道となり得る農林道の整備
を推進する。

■令和元年度取組
　那賀川や桑野川の国管理区間において，堤防の耐震化や液状化対策を
実施した。
　また，県管理の福井川，海部川の護岸や今津坂野海岸，日和佐港海
岸，浅川港海岸などの堤防において，耐震化を実施し，日和佐港海岸の
大浜防潮堤の補強工事が完成した。
■成果
　大浜防潮堤の補強完成により，津波被害の軽減が図れるとともに，よ
り一層の安全性の確保につながった。

■令和元年度取組
　関係機関と連携し，緊急輸送道路及び生命線道路において事前伐採を
実施した。（那賀管内２路線284本，美波管内１路線49本，阿南管内2
路線12本）
■成果
　台風や大雨による気象災害による倒木災害の未然防止につながった。
　引き続き現地調査の上，優先箇所から事業実施を予定している。

■令和元年度取組
　一般国道１９３号，１９５号他の緊急輸送道路において，用地買収及
び拡幅工事等を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

（イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（ウ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　那賀川の県管理区間の和食・土佐地区の床上浸水対策特別緊急事業に
おいて，一般国道１９５号小川橋や町道南川橋の橋梁上部，築堤・盛土
や樋門工事など，県管理河川（重点対策河川）の整備を推進した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策⑨】
　平成２６年８月，平成２７年７月豪雨をはじめとする洪水被害
から県民を守る予防的な治水事業として，那賀川加茂地区，和
食・土佐地区等の県管理河川（重点対策河川）の整備を推進す
る。

【施策⑦】
　河川・海岸における，陸閘・水門・樋門の自動化や統合による
閉鎖を推進する。

【施策⑧】
　気候変動により頻発化・激甚化する水災害による被害を軽減す
るため，堤防強化，樹木伐採及び河道掘削等の安全に洪水を流下
させる浸水対策を推進する。

主要施策・主要事業

■令和元年度取組
　浅川港海岸において，自動閉鎖陸閘を１基設置し，７基のうち５基が
完成している。（H30までに中島港で６基，日和佐港海岸で１基の陸閘
を閉鎖している）
■成果
　陸閘の自動化により，操作性の向上が図れるとともに，迅速な閉鎖が
可能となった。

■令和元年度取組
　水位周知河川など，治水上支障となる箇所の樹木伐採，河道掘削を実
施した。
■成果
　安全に洪水を流下させる浸水対策の強化につながった。

【施策⑩】
　県民の生命や財産を守るため，河川の堆積土砂を撤去から活用
まで支援・管理する「海部川モデル」により，堆積土砂の総合対
策を推進する。

■令和元年度取組
　３カ年緊急対策事業を活用し、治水上支障となる箇所の樹木伐採、砂
利掘削を推進するとともに、新たな取り組みとして、「竹・樹木」の有
効活用を検討した。
【堆積土砂撤去実績】
 ・Aゾーン【下流域：公共工事での活用】　V=19,880㎥
　（河床掘削）
 ・Bゾーン【中流域：県民との協働事業】　V=  7,500㎥
　（民間に配布量）
 ・Cゾーン【上流域：民間よる砂利採取】　V=32,000㎥
　（採取量）
■成果
　「海部川モデル」を加速・進化させた。

（エ）

（オ）

（オ）

（カ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

【施策⑫】
　阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備と合わせた宍喰地区
地域防災公園へのアクセス道路の整備を推進する。

■令和元年度取組
　海部野根道路連絡調整会議を設置するとともに，アクセス道路の道路
詳細設計，用地測量を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

■令和元年度取組
　放流設備の増設が完了し，令和元年度の出水期から運用が開始され
た。また，「選択取水設備」の設置を終え，「ダム本体の新しいダム施
設の運用」に向けて取り組んだ。
　「長期的堆砂対策」については，工事着手に向け，トンネルなど構造
物の設計が進められた。
■成果
　放流設備の運用が開始され，洪水調節能力が増強された。

【施策⑪】
　直轄管理の長安口ダムにおいて，洪水調節能力の増強に向け，
放流設備の増設を促進するとともに，長期的堆砂対策を促進す
る。

【施策⑬】
　インフラの急速な老朽化による維持管理・更新費用の増大、担
い手不足の懸念から、ＩｏＴ・ＡＩ等を活用し、費用の平準化・
縮減や作業の省人化、効率化を図るため、予防保全等の計画的な
インフラのメンテナンスを推進する。

■令和元年度取組
　加速度計やビデオカメラ等を搭載した道路パトロール車による路面点
検の自動化やドローンによる橋梁点検の実証実験を実施した。
■成果
　新技術を活用した路面点検の自動化が県下全域に展開できた。

令和元（'19）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業

（キ）

（ケ）

（ク）
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市町名

各市町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
＜阿南＞
●住宅耐震化に関する広報として，阿南市ホームページ，広報あなんへの掲載
やCATVでの放送，戸別訪問による啓発を行った。
●９月と２月を耐震化啓発強化月間と定め，市役所２階に，耐震シェルター
（1/2縮尺型）を展示，耐震化の幟を掲げるなど，市民の住宅耐震化に関する
意識の高揚を図った。
●周知不足改善のため，来庁者に対してアンケートを実施し，周知方法の改善
を検討した。
●補助事業に関しては，耐震診断５０戸，補強計画１２戸，本格改修１０戸，
住替え支援１４戸，除去支援活用による空き家の解体・除却１０戸（事前調査
申込件数４７戸）を実施した。

＜那賀＞
●毎年，住宅の耐震改修補助について広報し，実施者を募っているがあまり成
果がない。令和元年度は耐震シェルターが１件あったのみ。老朽危険空き家の
除却補助については毎年需要が高く，令和元年は５件の補助を実施した。今後
も，住宅の耐震化の必要性及び支援制度を詳しく広報するとともに，耐震診断
と耐震化を支援する。また，老朽化して危険な空き家の除却を推進する。

＜牟岐＞
●耐震診断３戸、補強計画１戸、本格改修２戸、住み替え１戸、空き家除去１
６戸、空き家改修４戸を実施した。

＜美波＞
●『広報みなみ』や地域振興施策冊子での周知を図り，国及び県の補助事業に
合わせ支援制度の見直し等を行った。
また，空き家総合窓口を設置し相談体制を整備することで，利活用可能家屋は
移住者等へ紹介，危険老朽家屋については解体相談へ移管するなど行った。

＜海陽＞
●耐震化の必要性を町の広報紙により周知した。自主防災活動に参加し耐震化
事業について説明した。

市・町関連施策
●住宅の耐震化の必要性及び支援制度を詳しく広報するととも
に，耐震診断と耐震化を支援する。また，老朽化して危険な空き
家・空き建築物の除却を推進する。
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市町名

阿南市

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●新たに３カ所を津波避難ビルとして使用する協定を締結し，避難場所の確保
を図った。

●指定避難所である鷲敷中央公民館の耐震改修工事を起工し，現在も施工中。
事業を繰越し令和２年度に完了予定。

●牟岐中学校に新たに備蓄倉庫を新設。
●津波避難計画，津波避難マップを改訂。

●津波避難計画改定に伴い町内各所における看板の更新及び，緊急避難場所へ
向かう避難路に蓄電式LED避難誘導灯の新規設置及び交換を行った。
木岐地区（毛利宅裏避難場所）における，避難路を整備した。

●津波避難タワーの整備を進めた。（令和３年度完成予定）

●緊急避難場所の新設1カ所。避難路の整備5カ所。避難誘導灯の整備7カ所。
備蓄倉庫・備蓄品の整備4カ所（テント，マット，ランタン，発電機、簡易ト
イレ等）。
 

河川に堆積した土砂及び樹木については，県と協力し海部川，宍喰川で取り
除きを行った。

●小型動力ポンプ付積載車を２台更新，地域防災力が強化された。

●木造住宅耐震診断８戸，耐震改修事業２戸，耐震リフォーム支援事業１戸，
老朽危険空き家取り壊し事業10戸について支援を行った。

宍喰地区防災公園の整備については，洪水調整池の工事に着手し，国，県と
引き続き協議を行い造成工事の早期着工を目指す。

●見直した避難場所，避難路の整備の充実（看板・防犯灯）を図
るとともに，二次避難場所の整備を進める。

●避難困難地域の津波避難タワーの整備を進める。

●緊急避難場所，避難路等の整備，備蓄倉庫の充実等計画的に実
施する。

●河川氾濫の原因となる河川に堆積した土砂を取り除き，増水時
における安全性を確保できるよう県と連携して取組む。

●消防団の車両・設備等を計画的に整備・充実し，地域防災力の
強化を図る。

●住宅の耐震診断・耐震改修や老朽危険空き家の取り壊しの支援
を行う。

●津波による分断・孤立が懸念される海陽町宍喰地区において，
阿南安芸自動車道（海部道路）の整備に合わせて，防災拠点施設
となる地域防災公園を整備する。

●津波避難ビルの追加指定，避難施設・避難経路の整備充実（誘
導表示等）を図るとともに，避難計画の見直しを進める。

●民間ビル所有者等との協定締結をはじめ避難場所の確保や整備
を推進する。

●指定避難所の耐震改修を順次促進する。

市・町関連施策
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(２) 生涯健康で安全・安心できる暮らしの確保
【プラン３】「人生１００年時代」を見据えた質の高い生活の確保

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

13,500人 14,600人 15,700人 16,800人

13,957人

24店舗 26店舗 28店舗 30店舗

24店舗

6,300人 6,700人 7,100人 7,500人

6,908人

評価 担　　当

B
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

認知症サポーター数（累計）
〈'17〉　10,256人　→　〈'22〉　16,800人

栄養表示やヘルシーメニューの提供等に取り組む飲食店
等（健康づくり推奨店）の登録数（累計）
〈'17〉　20店舗　→　〈'22〉　30店舗

プラン評価（評価部会委員）

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　海部・那賀地域の各病院における現状及び課題を共有し，課題に対す
る解決策について協議する予定であったが，新型コロナウイルス感染防
止のため，協議会開催を延期している。
■成果
　「海部・那賀モデル」推進協定書に基づき，医療従事者の相互交流及
び協力等引き続き実施できている。

【施策①】
 　南部圏域の公的医療機関が一体となった医療提供体制（海
部・那賀モデル）において，医療従事者の相互交流及び協力，Ｉ
ＣＴ活用によるネットワーク構築，治療材料・医療機器の共同調
達等を推進する。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　医療提供体制の構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　地域包括ケアシステムの深化・推進
ウ　健康寿命延伸に向けた健康づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　自殺予防対策の推進

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

主要施策・主要事業

　学生実習に，災害医療体制・公衆衛生活動の講義・演習に加え，認知症サポーター養成講座のカリキュラム
を取り入れ，将来，地域の保健医療活動を担う人材を育成したほか，在宅医療･介護コーディネート事業では，
研修会や市町村支援を通じて医療と介護の連携強化を図ることで、地域包括ケアシステムの推進に寄与した。
　また，ヘルシーメニューを積極的に提供する「健康づくり推奨店」の増加により，健康的な食生活の実践に
取り組みやすい環境づくりが進みつつある。
　自殺予防対策では，自殺対策シンポジウムや出前講座で旧海部町における自殺予防因子について，広く普及
啓発に努め，自殺予防サポーターを養成するとともに，自殺予防対策会議等の開催により，関係機関と地域に
おける自殺予防対策を積極的に推進した。

10,256人

20店舗

自殺予防サポーター数（累計）
〈'17〉　5,541人　→　〈'22〉　7,500人

5,541人

'19(R1)達成度

◎

◎

◎

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A

南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課
長寿いきがい課

A

南部総合県民局
保健福祉環境部
長寿いきがい課
各市町

■令和元年度取組
　県内３大学及び富岡東高等学校専攻科・看護科等の学生実習（累計
393名）を受入れ，カリキュラムの中で，近年の地震等大規模災害の状
況や，災害医療体制・公衆衛生活動についての講義，炊き出し実習の実
施により，将来，地域の保健医療活動を担う人材育成に努めた。
■成果
　事業を通じ、将来の地域保健医療活動を担う人材の育成に繋がった。

【施策⑥】
　認知症の人やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
う，認知症サポーターを養成するとともに見守りや支援を推進す
る。

■令和元年度とりくみ
　各市町，各種団体や企業の協力のもと，認知症サポータを養成し，ま
た学生実習において認知症サポーター養成講座を実施するなど，若い世
代に対する養成講座を実施した。
■成果
　若い世代に養成講座を実施し、正しい知識を普及啓発することができ
た。目標値について、達成することができた。

■令和元年度取組
　チラシを関係機関に配布し，利用促進のための周知を行った。さら
に，令和元年９月より全相談時間帯の２回線化を実施。
■成果
　安心して子育てができる環境の整備が進んだ。

■令和元年度取組
　令和2年度末の完成を目標として，令和元年度は画像公開施設整備とし
て既存ＥＨＲのバージョンアップ，画像Gatewayの導入を行った。
■成果
　令和2年度末の完成に向け、順調に推進している。

【施策②】
　小児医療電話相談（＃８０００）の利用促進のための周知を図
り、活用していただき、保護者が安心して子育てができる環境整
備を図る。

【施策③】
　県民のさらなる健康向上や医療費の抑制を図るため、患者の診
療情報を各医療機関、介護事業所及び薬局で共有化する「阿波あ
いネット」の機能拡充を図る。

【施策⑤】
　人生の最期まで本人の生き方が尊重される医療・ケアに携わる
医療・保健・介護分野の人材育成と，多職種連携を強化すること
により，地域包括ケアシステムの推進を図る。

■令和元年度取組
　在宅医療･介護コーディネート事業にとりくみ，研修会の開催（年2
回）及び市町村支援を実施した。
■成果
　事業を通じ、医療・保健・介護分野の従事者の人材育成に繋がった。

主要施策・主要事業

【施策④】
　県内３大学等から実習生を受け入れ，他職種連携による災害医
療や地域包括ケアシステムの推進に重点をおいた臨地実習を行う
ことにより，将来の保健医療の中核を担う人材育成を図るととも
に地域医療の充実を目指す。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア）

（イ）

（イ）

（イ）

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

■令和元年度取組
 　自殺予防対策会議や自殺対策関係職員スキルアップ研修会等を開催
し，関係機関との連携強化を図った。また，旧海部町が日本で最も自殺
率の低い町であるとの研究により見い出された自殺予防因子について，
講演会や出前講座等により普及啓発を行い，自殺予防サポーターを養成
した。
■成果
　　R1年度実績　662人養成

【施策⑦】
　長期の喫煙習慣が主な原因であるCOPD（慢性閉塞性肺疾患）
について情報提供を行い，受動喫煙防止や喫煙習慣の改善など健
康づくり対策を推進する。

■令和元年度取組
  学校・事業所等への出前講座や各種イベントの機会を捉え，ハイ・
チェッカー（簡易肺年齢測定器），パンフレット等を活用した健康教育
を行い，たばこによる健康への影響やCOPDの予防・早期発見・治療に
つなげるための正しい知識の普及啓発を図った。また，地域職域連携推
進協議会等において関係者へCOPDの認知度の向上や改正健康増進法の
全面施行に向け受動喫煙防止対策に関する情報提供を行った。
■成果
　ハイ・チェッカーによる肺年齢測定の体験を通し，COPD認知度向上
につながった。

■令和元年度取組
　ヘルシーメニューのうち，特に「野菜たっぷりメニュー」を積極的に
提供する飲食店を募集・登録するとともに，外食においても健康づくり
を推進できることを情報発信した。
■成果
　地域住民の食に対する知識や意識の向上が図られた。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策⑧】
　栄養表示やヘルシーメニューの提供等に取り組む飲食店等（健
康づくり推奨店）を拡大し，「食べること」から元気で活力ある
地域づくりを推進する。

【施策⑨】
　「自殺予防サポーター」の養成に努めるとともに，関係機関と
連携した自殺予防のための生き心地の良いまちづくりを推進す
る。

（エ）

（ウ）

（ウ）
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市町名

阿南市

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●平成28年度に締結した補助金協定書に基づき，施設整備等に要した費用に
ついて補助金の支出を行った。
　また，阿南医療センターに対して，医師確保や医師事務の負担軽減について
も補助を行った。

●住民との協働のもとでの地域福祉の体制整備については，権利擁護に重点を
置き，認知症や知的障がいなどで判断能力に支援を必要とする人が，住み慣れ
た地域で安心して暮らすことができるようにするための支援及び生活に困窮し
た方への自立に向けての支援を行なっている。令和元年度においても引き続
き，下記既存事業の実施をしている。【実施主体：阿南市社会福祉協議会】
（既存事業）
　①日常生活自立支援事業　②生活福祉資金事業　③心配事相談等　④法
    人後見事業
【実施主体：阿南市社会福祉協議会】
　⑤生活困窮者自立支援事業
【実施主体：あなんパーソナルサポートセンター】

●本年も補助金及びバザー収益金を財源として、ありがとう弁当やクリスマス
ケーキ等の差し入れ活動をすることにより、顔の見える関係を築いている。

●認知症サポーター養成講座を４回実施，111名が受講，生活支援体制整備に
は，専任担当者を置き地域の課題を発掘し，改善に取り組んだ。また，地域包
括ケアシステムも出来上がり，より内容の充実が図られた。

●医療，保健，福祉の連携・調整を図り，住民の視点に立ったサービスの提供
に努めた。

●事業所・地域・学校等で計８回認知症サポーター養成講座を開催し，認知症
サポーターを176人養成した。見守り事業者は1事業者増えて64事業者とな
り「日常業務の範囲内で自分たちに何ができるのかについて意見交換会」を開
催し，生活支援体制について協議し顔の見える関係づくりを実施した。介護予
防を目的とした体操教室を月２回，短期集中型の教室を1カ所開催し，体操の
自主グループは１カ所増えて１７カ所になった。

市・町関連施策

●高台に移転した美波病院又津波への対策がされた医療保健セン
ターを活用し，美波町における総合的，継続的な保健医療福祉
サービス提供体制の確保を図る。

●医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
「地域包括ケアシステム」の構築を図るとともに，中山間地域に
おける「小さな拠点（集落活動センター）」の整備を検討する。

●高台移転した県立海部病院等と連携し，地域医療の充実を図る
ためには医師の人材確保が不可欠である。牟岐町内医師流出を抑
える施策を継続しながら連携強化を推進する。

●町全体での見守り支援として，認知症サポーターの増加，生活
支援体制を整備するとともに，医療と介護の連携を推進し地域包
括ケアシステムの構築に向け内容の充実を引き続き図る。

●阿南医療センターの医師確保を図ることにより、救急医療体制
を確立するとともに、災害拠点病院としての機能維持及び安定し
た経営基盤の確保に向け、必要な支援を行う。

●すべての住民が住み慣れた家庭や地域社会で共に助け合い，し
あわせに暮らすことができるよう，住民との協働のもとに地域福
祉の体制の整備を図るとともに，ノーマライゼーションの理念に
基づき，誰もが住みやすいまちづくりを推進する。
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【プラン４】地域との協働による安全・安心な暮らしの確保

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

2,000人以上 2,000人以上 2,000人以上 2,000人以上

2113人

'19(R1)達成度

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　ＨＡＣＣＰ講習会の開催や徳島県ＨＡＣＣＰ認証制度の周知，また関係団体と連携してＨＡＣＣＰアドバイ
ザーの育成に努めることで，食品等事業者の自主的な衛生管理能力の向上を図り，県民の食の安全安心確保に
つながった。
　「とくしま政策研究センター」では，外国人観光客の受入態勢の整備に向けた外国人観光客の消費行動に関
する満足度調査を行い，当事者間におけるトラブル事例や不満，要望などの課題を把握，分析するとともに，
対応策を検討した。県南を訪れた外国人観光客の消費行動に対する不満や要望，トラブル事例について情報を
収集することで，インバウンド受入の課題が明確になり，人材育成や環境整備等，今後の受け入れ体制の充実
につなげることができた。
　児童虐待防止対策としては，要保護児童対策地域協議会の，実務者会議やケース会議を積極的に活用し，連
携体制を強化。地域で児童虐待の予防や早期発見・早期介入が出来るよう，協議会参加者の意識の向上に努
め，こどもの安全確保につながっている。
　女性からのＤＶ等の相談や性暴力被害者支援については，警察や阿南市配偶者暴力相談支援センター等の関
係機関との連携により，一時保護や自立支援を行うとともに，若年層を対象とした性暴力被害やデートＤＶ防
止の啓発を行い，被害者の希望やニーズに合わせた支援を提供できた。

ア　食の安全・安心の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　消費者行政・消費者教育の推進
ウ　児童虐待防止対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　DV・性暴力被害に対する支援の充実

学校安全ボランティアの登録数
〈'17〉　2,686人　→　〈'22〉　2,000人以上

2,686人
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評価 担　　当

A

南部総合県民局
地域創生部
保健福祉環境部
安全衛生課

A

南部総合県民局
地域創生部
県立総合大学校本
部

■令和元年度取組
　「ワールドマスターズゲームズ2021関西」や「大阪・関西万博」の
開催など，南部圏域において今後，インバウンド需要の増加が見込まれ
る。「とくしま政策研究センター」において，外国人観光客の受入態勢
の整備に向けた外国人観光客の消費行動に関する満足度調査を行い，当
事者間におけるトラブル事例や不満，要望などの課題を把握，分析する
とともに，対応策を検討した。
■成果
　県南を訪れた外国人観光客の消費行動に対する不満や要望，トラブル
事例について情報を収集することができ，インバウンド受入の課題が明
らかとなった。

【施策①】
監視指導体制の強化による食品表示の適正化，徳島県ＨＡＣＣＰ
認証の普及，ＨＡＣＣＰアドバイザー育成による事業者の自主衛
生管理の推進に努めるとともに，リスクコミュニケーション機会
の提供による消費者と事業者間の相互理解の促進により，県民の
食に対する安全安心の確保に努めます。

【施策②】
　地域の課題解決につながる政策提言を行う「とくしま政策研究
センター」（県立総合大学校）において，「消費者行政・消費者
教育」をテーマとした調査研究を実施する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
・食品製造業者や流通業者を対象とした監視活動，また，飲食店営業者
を対象とした立入検査を実施し，産地偽装等不適正な食品表示の防止に
努めた。
・また，HACCP普及を推進するため，講習会を開催し，食品関係事業
者へ徳島県HACCP認証制度の周知を図るとともに，食品事業者団体と
連携し，HACCPの助言・指導のための人材（HACCPアドバイザー）育
成に努め，事業者の自主衛生管理を推進した。
■成果
・飲食店６軒に対し立入検査を実施。
・講習会には419名が受講し，HACCPについて理解を進めるととも
に，「徳島県HACCP認証」を新たに２施設が4認証区分で取得。また，
HACCPアドバイザーとして新たに11名を認定し，小規模事業者の自主
衛生管理を推進した。
　これらの取組により，県民の食に関する安全安心の確保につながっ
た。

（ア）

（イ）
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評価 担　　当

A

南部総合県民局
地域創生部
消費者くらし
政策課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策③】
　圏域内で市町に設置された見守りネットワークが実効性のある
活動を継続するための情報提供や研修，事業者の消費者志向経営
を推進するとともに，若年者の消費者教育の充実に努めます。ま
た，消費生活相談員の育成及び市の消費生活センター相談員の資
質向上への支援による相談体制の強化に努めます。

■令和元年度取組
　多様化する高齢者等の消費者被害防止を図るため，見守りネットワー
クの活動をさらに活性化させることを目的とした研修会を開催し，ケー
ススタディや情報共有等を行った。
　消費者志向経営推進シンポジウムやセミナーを開催し，事業の取組を
発表するとともに，消費者志向自主宣言事業者数の増加に努めた。
　若年者の消費者教育については，高校生向け教材「社会への扉」や徳
島発「中学生向け消費者教育教材」を活用した公開研究授業を行ったほ
か，徳島発「小学生向け消費者教育教材」等を作成し，令和４年度から
の成年年齢引下げに対応した消費者教育を推進した。
　消費生活相談員の育成に向け消費生活相談員等養成講座を開催したほ
か，市の消費生活センターと日頃から情報交換を行うとともに，相談員
懇談会を開催するなど，相談体制強化に向けた取組を推進した。
■成果
・R2.1.17に見守りネットワーク研修会（南部）を開催し，参加者の見
守り活動のスキル向上につながった
・県内の消費者志向自主宣言事業者数が前年度比４増の３３事業者と
なった。
・消費者教育の推進により，学生の消費者行動への理解促進につながっ
た。
・消費生活相談員養成講座を計１６回開催し，受講者の中から１４名が
合格した。また，相談員懇談会の開催(R1.7.1)，阿南市消費生活セン
ターの訪問(R1.7.12)などにより県市の連携が図られ，消費者の相談体
制が強化された。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　各市町の要保護児童対策地域協議会を中心として，関係機関で連絡を
取り合いながら，こどもの安全確保や支援に繋げた。また，県と市町の
役割分担を明確にするとともに，関係機関での連絡・連携を強化し，児
童や保護者に対する支援のあり方に関して，理解を深めた。
■成果
　虐待ケースについて,一時保護等の対応が迅速に出来るようになり、こ
どもの安全確保につながっている。

【施策④】
　妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援を行うために，要
保護児童対策地域協議会を中心とした関係機関との連携を密に
し，子どもの安全を最優先にした対応を図る。

主要施策・主要事業

（ウ）

（イ）
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評価 担　　当

A 教育委員会

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策⑤】
　地域住民の積極的な参加による防犯・交通安全・防災の総合的
な学校安全ボランティア活動の支援を行い，幼児，児童，生徒の
安全確保を図る。

■令和元年度取組
　全ての小学校区に学校安全ボランティアを配置し，危険箇所の確認や
立哨による交通指導など，登下校時の見守り活動を中心に取り組んだ。
■成果
　幼児，児童，生徒の安全確保が図られ，地域での重大事故・事件等は
発生していない。

【施策⑥】
　DVの早期発見や発生防止を図るため，講座やパネル展など啓
発活動を実施するとともに，阿南市配偶者暴力相談支援センター
やDV被害者等支援ネットワーク等関係機関との一層の連携を図
る。また，DV被害者の視点に立った相談・保護を実施し，自立
支援を促進するとともに，児童相談と連携し，DVのある家庭で
育つ子どもへの支援を図る。

■令和元年度取組
　若年層を対象としたデートＤＶ防止や性暴力被害防止の啓発用動画・
リーフレット（H30作成）を活用し，養成した「こころの居場所づくり
メンター」（24名）とともに，高校・高専文化祭（富岡東高校羽ノ浦
校，阿南高専）や阿南市人権フェステイバル等での広報啓発活動を実施
した。
　また，阿南市配偶者暴力相談支援センターや関係機関との連携強化を
図るため，「ＤＶ被害者等支援ネットワーク研修会」を開催し，ＤＶ被
害者の現状や支援のあり方について理解を深めた。
　さらに，ＤＶ家庭の母子については，児童相談担当と連携し，必要に
応じて情報共有を行いつつ，相談・保護・自立支援を実施した。
■成果
　ＤＶ被害者等支援ネットワーク研修会では、南部圏域の関係機関等担
当者38名が出席。DV被害者への切れ目ない相談・支援のため，グルー
プワーク等でそれぞれの役割に応じた緊密な連携についての共通認識が
図られ，迅速・適切な支援につながった。

【施策⑦】
　性暴力被害者支援センター「よりそいの樹とくしま（南部）」
の定着を図るため，相談窓口の周知に努めるとともに，支援を担
う関係機関と連携してスタッフのスキル向上に取り組み，被害者
支援機能の強化を図る。

■令和元年度取組
　性暴力被害の潜在化を防ぎ，迅速，的確な支援に繫げるため，学校や
医療機関等の関係機関に対し「よりそいの樹とくしま（南部）」の広報
周知に努めた。
　また，性暴力被害者支援研修や全国研修会に積極的に参加し，相談に
対応する職員の資質向上と相談支援スキルの向上に努めた。
■成果
　管内中学校へ若者向け啓発リーフレットを配布（20校 2,523名）
し，性暴力被害者の相談先が身近にあることの周知が進んだ。
　相談へのハードルが高く，潜在化しやすい性暴力被害者に寄り添い，
関係機関と連携しながら，被害者の希望やニーズに合わせた支援を提供
できた。

主要施策・主要事業

（ウ）

（エ）

（エ）
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評価 担　　当

A 男女参画・人権課

市町名

牟岐町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●老人クラブ会員による小学生登校時の見守り活動とあいさつ運動を実施。

【施策⑧】
　配偶者等からの暴力の防止の視点に立って，若年層を対象に，
「デートDV防止セミナー」などの啓発を推進する。

■令和元年度取組
　若年層を対象にデートＤＶやＤＶ等の防止に関して理解と関心を深め
てもらうために，高校１校で「デートＤＶ防止セミナー」を開催し，40
人が受講した。
■成果
　ＤＶ防止についての理解が深まるとともに，若年層に対しデートＤＶ
防止を啓発できた。

●老人クラブ会員による，小学生の登下校時の通学路の不審者対
策及び交通安全のための，見守り活動とあいさつ運動を実施す
る。

市・町関連施策

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（エ）
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２　世界を魅了する観光地域づくり

【プラン５】自然・文化・スポーツ等による新たな魅力の創造とレガシーの創出

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

'19登録 － － －

登録

4,000人 6,000人 9,000人 11,000人

4,928人

推進 推進 開催 －

推進

5回 7回 9回 11回

5回

25%以上 25%以上 25%以上 25%以上

35%

2,386人

(1) 地域の強みを活かしたインバウンド戦略の展開

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　DMOを核とした持続可能な観光地域づくりの推進　　　　　　　　　　　　 イ　文化資産の継承と新たな魅力の創造
ウ　参加型の体験プログラムの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　アウトドアイベントの強化・拡充
オ　国際スポーツ大会開催の機運醸成，レガシーの創出　　　　　　　　　　　カ　生涯スポーツの拠点づくり

プラン評価（評価部会委員）

　「一般社団法人四国の右下観光局の日本版ＤＭＯ法人登録」，「外国人延べ宿泊者数」，「来訪者の満足
度」などの重要な主要業績指標を達成おり，サイクルツーリズムに関する「海外への情報発信」，地域と連携
した県南ならではの「コンテンツのブラッシュアップ」などの取組みも順調に進められた。
　ワールドマスターズゲームズ2021関西についても，「受入態勢整備に向けたテストイベントの開催」，「参
加者向けの体験プランの造成と販売開始」，「機運醸成のためのスポーツ教室の開催」等，大会効果を最大限
に享受し，レガシーを創出する取組を着実に進められた。
　また，拠点づくりとしては，南部健康運動公園については，トラック・フィールド部の基盤工事を完成さ
せ，夜間照明施設及び園路整備に着手したほか，橘港小勝・後戸地区については，ソフトボール場４面目の整
備を進め，令和２年度の完成・概成に向け着実に事業を推進している。

一般社団法人四国の右下観光局の日本版ＤＭＯ法人への
登録
〈'17〉　－　→　〈'19〉　登録

南部圏域内における外国人の延べ宿泊者数（暦年）
〈'17〉　2,386人　→　〈'22〉　11,000人

ワールドマスターズゲームズ2021関西の競技開催に向
けた体制整備
〈'17〉　推進　→　〈'21〉　開催

国際スポーツ大会開催への地元機運醸成に向けた「ス
ポーツ教室」等の実施（累計）
〈'17〉　1回　→　〈'22〉　11回

来訪者の満足度（７段階評価中最高評価の割合）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　25%以上

－

1回

推進

－

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

'19(R1)達成度

◎

◎

－

◎

◎
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

推進 完成 － －

推進

推進 概成 － －

推進

評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「四国の右下」における観光客の受入態勢を再構築し，地方創
生の切り札であり，訪日外国人観光客の増加による成長が期待で
きる「観光産業」により地域の活性化を図るため，観光地域づく
りの舵取り役を担う日本版ＤＭＯの母体となる一般社団法人四国
の右下観光局を平成３０年３月に設立し，７月に日本版ＤＭＯ候
補法人として登録された。今後は，更なる観光振興に取り組むと
ともに，平成３１年度中の日本版ＤＭＯ登録を目指す。

■令和元年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局の日本版ＤＭＯ本法人としての登録を
目指し，ＤＭＯ四国の右下観光局評価会議での評価を基に，「日本版Ｄ
ＭＯ形成・確率計画」の見直し等を行った上で，観光庁に日本版ＤＭＯ
法人登録を申請し，令和2年1月14日付けで日本版ＤＭＯの登録を受け
た。
■成果
　インバウンド誘客や広域観光等に係る関係省庁事業の活用，観光地域
づくりに関する相談支援を受けること等が可能となり，組織運営面での
充実につながった。

【施策②】
　「一般社団法人四国の右下観光局」を中心に，サスティナブル
ツーリズムの視点に立ち，豊かな自然や伝統文化，郷土料理など
様々な地域資源の”そのままの形”を守り，地域の魅力へと昇華
させることで，継続的な観光客の呼び込みを実現し「儲かる観
光」による持続可能な観光地域づくりを推進する。

■令和元年度取組
・一般社団法人四国の右下観光局等と連携し，台湾はじめ海外での提案
営業やファムツアー受入れにより海外からの旅行商品造成に向け取り組
んだほか，地域の祭りや郷土料理などを紹介する多言語パンフレット
（英語・繁体語）を作成し，海外での旅行博や提案営業などでＰＲを
行った。
・また，四国の右下観光局サイトを多言語化により，県南の魅力を広く
海外に向け発信した。
■成果
・令和2年度の台湾からのツアー11本が造成され，インバウンド誘致に
つながった。
・観光情報サイト「四国の右下観光局」の外国人ユーザー数1,023人。

橘港小勝・後戸地区の緑地整備
〈'17〉　ソフトボール場2面供用　→　〈'20〉　概成

南部健康運動公園陸上競技場の整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'20〉　完成

ソフトボール場
2面供用

工事施工中 －

－

'19(R1)達成度

（ア）

（ア、イ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

A 文化資源活用課

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部

【施策⑥】
　県南の特色あるアウトドアイベントについて，英語版のホーム
ページなど，海外への情報発信を強化するとともに，民間主催の
イベント誘致に取り組む。

■令和元年度取組
　国・四国４県で連携し，アジア圏をターゲットとしたプロモーション
事業（ブロガー・メディア招聘，イベント出展）を実施し，県南のサイ
クリング環境をＰＲするとともに，一般社団法人四国の右下観光局ＨＰ
の英語対応を実施した。
■成果
　プロモーション事業による効果的な情報発信が出来たことで，県南へ
のインバウンド誘客促進につながった。
　ブロガー・メディア招聘事業成果（香港・台湾・タイ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）
　　・記事掲載本数：32本
　　・媒体接触者数：244,543人

【施策③】
　これまで取り組んできたアウトドアスポーツや農林漁家体験を
題材にしたプログラムに加え，地域色豊かな「祭り」や「伝統
食」に触れるプログラムの開発や，「へんろ道」の保全活動ボラ
ンティアツアーなど，地域課題を題材にした体験プログラムの開
発に取り組む。

■令和元年度取組
・農村舞台での「木偶人形操作体験」や「かきまぜ作り体験」など県南
ならではの伝統文化や郷土料理などに触れることができる体験プログラ
ムを地域と連携して企画し，モニターツアーによりブラッシュアップを
図った
・ＪＲ四国と連携し「遍路道」を地元ガイドと散策する着地型旅行商品
の造成に取り組み誘客促進を図った。
■成果
・モニターツアーのアンケートを踏まえ，改善点など事業主体にフィー
ドバックすることでコンテンツの磨き上げが図られた。
・JR四国と連携して企画した「駅からウォーク」では，124名がツアー
に参加し，県南への誘客促進につながった。

【施策④】
　「四国八十八箇所霊場と遍路道」を将来の世代へ保存・継承し
ていくため，四国他県や関係団体と連携して，世界遺産登録を目
指した取組みを加速する。

■令和元年度取組
　切幡寺，藤井寺，藤井寺道・焼山寺道の総合調査を実施するととも
に，クラウドファンディングによって，太龍寺道、雲辺寺道の修復作業
と神山町，海陽町の遍路小屋にWi-Fiを整備した。
■成果
　札所寺院と遍路道の調査が進捗するとともに，遍路道の環境と利便性
の向上につながった。

【施策⑤】
　旅先の文化や歴史体験への参加ニーズの高まりを受け，地域の
お祭りの体験プログラムなど，ここでしか体験できない付加価値
の高い体験プログラムを整備し，文化資産を観光資源として活用
する。

■令和元年度取組
　農村舞台での「人形操作体験」や「襖からくり公演」など，県南なら
ではの伝統文化に触れることができる体験プログラムを地域と連携して
企画し，県内在住の外国人を対象としたモニターツアーの実施によるブ
ラッシュアップを通してインバウンド受入態勢の整備を図った。
■成果
　モニターツアーのアンケートを踏まえ，改善点など事業主体にフィー
ドバックすることでコンテンツの磨き上げが図られた。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ、ウ）

（イ）

（ウ）

（エ）

（イ、ウ）
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評価 担　　当

A にぎわいづくり課

B

南部総合県民局
地域創生部
国際スポーツ大会
課

A
南部総合県民局
地域創生部

【施策⑦】
　南部健康運動公園等を活用し，社会人や学生の団体が行うス
ポーツ合宿を誘致する。

■令和元年度取組
　平成１７年度から県観光協会と連携を図り，旅行代理店との情報交換
を実施するなど，大会やスポーツ合宿の誘致活動を進めてきた。
　また，県外からのスポーツ合宿の問い合わせに対するワンストップ
サービスを実施し，スポーツ施設と宿泊施設に観光を組み合わせたプラ
ンの提案を行うとともに，初めて合宿で来県した団体等に対し，直接合
宿所へ出向き，県の特産品の差し入れにより，本県の魅力を発信，想い
出づくりのサポートを行っている。
■成果
＜南部圏域対象実績＞
南部健康運動公園，美波町立日和佐総合体育館，まぜのおかオートキャ
ンプ場
県外宿泊件数　16件　県外宿泊人数　2,662人

【施策⑧】
　東京２０２０オリンピック正式種目である「野球」における
キャンプ地誘致に向けた活動を促進するとともに，ワールドマス
ターズゲームズ２０２１関西の実施競技となった「トライアスロ
ン」，「アクアスロン」，「カヌー（スラローム）」，「サー
フィン」，「軟式野球」において，市町及び関係機関と連携し，
大会の開催に向け情報発信や機運の醸成，大会運営に携わる人材
育成・組織づくりなどの受入態勢整備を進める。

■令和元年度取組
・東京2020オリンピックでのキャンプ地誘致に向けて，関係者と協議
を行うとともに，ワールドマスターズゲームズについては，イベント実
施による認知度向上だけでなく，多くの県民の目に留まる場所での広報
など，様々な取組みを行った。さらに，「ひわさうみがめトライアスロ
ン」「四国の右下サーフィンゲームズ」の支援を行った。
・国際スポーツ大会開催の効果を最大限享受するため，一般社団法人四
国の右下観光局等と連携し「事業者向けのセミナー」，「新たな観光プ
ランの造成」，「海外向けプロモーション」などインバウンド誘客・受
入態勢整備に向けた取組を推進した。
■成果
・本番に向けたテストイベントにより，運営上の改善点を把握し，効率
的な大会運営に具体的な議論が進められた。
・事業者向けのセミナー開催によりインバウンド受入に対するスキル
アップが図られた。

【施策⑨】
　トップアスリート等を講師とした実技講習会によるワールドマ
スターズゲームズ２０２１関西の出場機会の創出や，小学生を対
象としたサーフィンスクールの開催により，地域を巻き込んだ
「四国の右下」ならではのスポーツレガシーの創出を行う。

■令和元年度取組
　ワールドマスターズゲームズ2021関西の県南での開催競技である
「トライアスロン」「アクアスロン」「サーフィン」について，オリン
ピックアスリートによる「トライアスロンクリニック」，県内小中学生
を対象とした「サーフィンスクール」を開催した。
■成果
　トライアスロンクリニックに19名，サーフィンスクールには15名の
方々に参加いただき，大会参加への機運醸成と大会レガシー創出に寄与
した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（エ）

（オ）

（オ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

市町名

阿南市

那賀町

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　南部健康運動公園については，トラック・フィールド部の基盤工事を
完成させ，夜間照明施設及び園路整備に着手した。
　橘港小勝・後戸地区については，ソフトボール場４面目の排水路工事
を実施した。
■成果
　施策の達成に向け，順調に進捗した。

【施策⑩】
　圏域における生涯スポーツの拠点づくりのため，南部健康運動
公園や橘港小勝・後戸地区において，スポーツ・レクリエーショ
ン振興を目的とした陸上競技場や緑地等の整備を進める。

●林業者の伝統を活かした「木頭杉一本乗り大会」を７月に開催
する。川口ダム湖でのカヌー，木製サップを活用した地域振興。
南つるぎ登山道の魅力情報発信に努める。

市・町関連施策
●７月１日から8月下旬まで，海水浴場（北の脇海水浴場，淡島
海水浴場）の開設を行い，集客に努めるとともに観光地引き網事
業や蒲生田海岸での親子シーカヤック体験事業への支援など，海
自然の魅力の情報発信に努める。また，若者同士の情報交換の場
として，市のイメージアップや若者層の定住人口増加をめざし，
羽ノ浦健康スポーツランド内のスケートボード場，阿南市屋内多
目的施設（あななんアリーナ）をＰＲし，多くの若者の交流を図
る。

●西日本生涯還暦野球大会，あかつき野球大会，野球のまち阿南
少年野球全国大会，５００歳野球大会等の開催充実，阿南市屋内
多目的施設（あななんアリーナ）を利用しての社会人野球や大学
野球部の合宿，県外高校野球合宿の誘致受入を行う。また，野球
と観光をセットにした「野球観光ツアー」の実施，大会や情報発
信などにより，周辺を含めた地域の活性化を図る。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●海水浴場のPRを行い開設した結果，淡島海水浴場では約3,000人（７月１
日から８月20日），北の脇海水浴場では約28,000人（７月１日から８月25
日）を集客することができた。さらに観光地引き網事業やあなんマリンフェス
ティバル事業への支援など，海自然の魅力についても情報発信することができ
た。また、若者同士の情報交換の場として，市のイメージアップや若者層の定
住人口増加を目指し，羽ノ浦健康スポーツランド内のスケートボード場等をＰ
Ｒした結果、スケートボード場では約2,000人，阿南市屋内多目的施設（あな
なんアリーナ）では約13,900人の利用があり，多くの若者の交流を図ること
ができた。

●第12回西日本生涯還暦野球大会（28チーム），第7回野球のまち阿南少年
野球全国大会（31チーム），第５回西日本500歳野球大会（18チーム）等を
ＪＡアグリあなんスタジアムで開催。
　合宿では、中国深圳市の少年野球チーム、大阪の少年野球チーム受け入れや
三菱重工広島硬式野球部，京都大学硬式野球部、立命館大学軟式野球部、石川
県の小松大谷高校の合宿の受け入れを行った。

●昭和30年代まで木頭杉の搬出手段であった丸太流しの技術をイベントとし
て行った。今回で32回を迎え講習会及び大会を実施することにより，伝統技
術の継承と伝搬をはかり「那賀川の清流」を広くアピールし，多くの人に河川
の保全，森林保護の関心を持ってもらうことが出来た。参加人数県内外から
100名，イベントとして歌謡ショー，水中宝探し，名人芸披露 。

●春と秋のイベント開催に併せて，川口ダム湖において木製サップ体験を実施
した。

●南つるぎ地域活性化協議会の活動を助成することにより，各種イベント開催
や登山道の整備活動，環境保全活動を通じた南つるぎ登山道の魅力情報発信に
寄与した。

主要施策・主要事業

（カ）
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市町名

牟岐町

美波町

●商工会や観光協会が核となって取り組む物産のＰＲ活動や，県
内外の地域産品フェアへの参加，百貨店，商店街等での催事・見
本市等における販売促進事業の支援を行う。

●地域資源と既存の移住交流支援施設や体験施設を生かした着地
型観光（体験ツアー）を進めるとともに空き家，空き家店舗等の
利活用を模索し，よくばり体験拠点等を拡充する。

●道の駅日和佐のチャレンジショップ，イベント支援用付帯設
備，自転車ラック等を誘客促進を図る。
　また，地元食材を用いた新商品の開発に取り組み，道の駅日和
佐や由岐ふれあいホール「ぽっぽマリン」などでの販売を行う。

●南阿波よくばり体験推進協議会の取り組み拡充に努力するとと
もに，町内農林漁家民泊の受入態勢，体験メニューや組織の充実
等に取り組む。

市・町関連施策
●宿泊商品（民宿・旅館・民泊）・体験観光（サーフィン・ＳＵ
Ｐ・シャワークライミング・山登り・クルージング・あんどん体
験・かずら工芸・草木染他）・一次産業（農業体験：農業手伝
い・漁業体験：釣り、はえ縄、天草・林業体験：炭焼き体験、樵
木体験、狩猟体験）を自由に組み合わせて牟岐町を満喫していた
だく仕組みづくりを進める。

●南阿波よくばり体験推進協議会が実施する教育旅行の取り組み
拡充に努める。

●観光協会や観光ガイドの会と連携して出羽島（重要伝統的建造
物群保存地区）や遍路道などを活用した着地型観光プランメ
ニューを企画し，歴史的文化価値の継承や保存と経済循環を図
る。

●牟岐町の産物を他町の宿泊施設を備えた食事提供施設で，料理
提供と産品生産者の紹介を行い産品の販売拡大と牟岐町の認知拡
大を目指す。

●宿泊商品（民宿・旅館・民泊）体験メニューを造成し、インバンウンドマッ
プ（2000部）を作成し、近隣の宿泊施設に配布した。

●南阿波よくばり体験
　自然体験・マリンスポーツアウトドア・漁業体験・農林業体験・味覚体験・
歴史文化体験等の受け入れ数、教育旅行9校、688人（894人泊）、大阪・京
都・茨城・広島・台湾など個人客は37人（33人泊）。

●観光協会や観光ガイド会と連携した出羽島や遍路道の着地型観光メニューを
企画。
　出羽島ガイドを実施（63名）八坂八浜の遍路道ガイド（15名）

●牟岐町の魚を使った食事イベントを他町の宿泊施設を備えた食事提供場所で
行った。（30食）
徳島県内の重伝建地区を有する各地域（美馬市、三好市）と情報交換会を行い
ガイド会や保存地区審議委員、行政、観光事業者等に牟岐町の食材・生産者の
紹介を行った。

●美波町商工会は，９月15日に大阪で行われた徳島県人会近畿連合総会，９
月21日から３日間行われた阿波ふーどフェア，11月26日・27日に行われた
大阪天神橋筋商店街にて美波町のPRを行った。

●観光協会と由岐海藻部が予定していた「明けの春姫」収穫体験ツアーは，高
水温化がなどが影響し生育不良のため中止した。門前町の空き家活用（桜屋）
は決定者が辞退したため令和２年度に再募集を予定している。 

●道の駅にて11月24日に日和佐漁協などと連携して、チャレンジショップや
付帯設備を利用し伊勢エビ食べ尽くし祭りを開催した。次回以降の開催時は現
在開発中の新商品を販売し、誘客促進を図る。

●南阿波よくばり体験推進協議会では，特に利用者からの評価も高いSUP体験
をはじめとするマリンスポーツと美波町特有のウミガメのふれあい体験など地
域性を生かした取り組みを推進し誘客を図った。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
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市町名

海陽町

市・町関連施策
●「海部川風流マラソン」の開催，「まぜのおかオートキャンプ
場」・「海陽町海洋自然博物館」での各種イベント・行事を拡
充・充実し，交流人口の拡大を図る。

●「蛇王運動公園（野球場）」における四国アイランドリーグ等
の大会開催を誘致する。

●R2.2.16 第12回海部川風流マラソン開催。参加者2,062人

●まぜのおかオートキャンプ場にて星空観察やしょうぶ園イベント，そば打ち
体験，イルミネーションイベント等を実施した。

●R1.10.27 海陽町マリンスポーツフェスティバル及びマリンジャム祭り同時
開催。マリンスポーツフェスティバル参加者167人

●四国アイランドリーグ徳島インディコソックス公式戦をR1.8.3に開催し
た。3月には練習試合を開催したが，コロナの影響により町民には周知できな
かった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
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【プラン６】世界に向けた魅力発信の強化

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

1,000ユーザー 1,200ユーザー 1,400ユーザー 1,600ユーザー

1,023ユーザー

評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

B
南部総合県民局
地域創生部

【施策②】
　ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催に向け，「四
国の右下」で開催されるトライアスロン，カヌー，サーフィン，
軟式野球の参加者や家族等の誘客を促進するため，商談会に参加
するなど海外でのプロモーションを強化する。

■令和元年度取組
　過去大会で参加者数の多いオーストラリアを中心に，現地での旅行
博・商談会の機会を活用し，「B to B」，「B to C」双方に対するプロ
モーションを実施した。
　また，一般社団法人四国の右下観光局では，ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西参加者限定の特別体験プランを造成し，大会組織委員会
ＨＰ内での販売を開始した。
■成果
　一般社団法人四国の右下観光局において，ワールドマスターズゲーム
ズ2021関西参加者限定の特別体験プランを造成し，２月より大会組織
委員会HP内での販売を開始した。

プラン評価（評価部会委員）

　主要業績指標である,観光情報サイト「四国の右下観光局」の外国人ユーザー数の目標を達成しており，旅行
博・商談会の機会を活用したプロモーション，インフルエンサーの招聘などにより，海外向けの情報発信も十
分に実施できており，令和２年度の台湾からのツアー造成につながった。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「四国の右下」の魅力の効果的な情報発信を行い，ファンづく
りを推進するため，一般社団法人四国の右下観光局において，情
報の一元化や地域の魅力を体感することができる商品企画，プロ
モーションを行う。

■令和元年度取組
　「四国の右下」ホームページにおいて,モデルコースや体験プログラム
など，「行ってみたい」と思わせる情報の充実や英語サイトの構築を
行った。
　また，海外向けプロモーションとして台湾の旅行会社を対象としたＦ
ＡＭツアーを実施し，「四国の右下」のもつ強みや魅力をＰＲした。
■成果
　令和2年度の台湾からのツアー11本が造成され，インバウンド誘致に
つながった。

観光情報サイト「四国の右下観光局」の外国人ﾕｰｻﾞｰ数
〈'17〉　－　→　〈'22〉　1,600ユーザー

－

'19(R1)達成度

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　海外プロモーションの強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　動画・SNS等による情報発信の強化
ウ 「スマート回廊」における先端技術・科学体験の展開

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

（ア）

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

市町名

阿南市

那賀町

牟岐町

●関西地区6社で「メディアキャラバン」を実施し，ＡＭＡ地域の春の観光情
報と食を中心にＰＲを行った。
　AMA10周年イベントを、大阪市阪急梅田駅販売仮展示コーナーにおいて３
市特産品販売、観光PRを実施した。

●道の駅公方の郷なかがわ，光のまちステーションプラザでの観光パンフレッ
トの配付。
　ホームページ（あまナビ）のリニューアルにかかるシステム構築を阿南高専
に依頼し，ホームページが完成した。

●町内のドローンフライトスポットをまとめた「那賀町ドローンマップ」のデ
ジタルアース版を東京大学と共同研究を実施し，インターネット上に公開し、
空撮アテンドを民間企業がワンストップサービスとして実施している。また，
ドローンマップを活用した動画・静止画コンテストを実施し，参加者数は動画
19人，静止画6人で入賞者には町特産品を送り，作品をweb上及び「なかま
つり」にて公開した。

●移住交流サイト「MUGIZINE」で情報発信を行い、新たに人々のくらしがイ
メージできる動画を作成し公開した。「MUGIZINE」のサイトから今まで作成
した動画が視聴できるようになった。

●関西圏の牟岐町出身者に情報発信し，天神橋筋2丁目商店街で「関西むぎの
日」イベントを行い，ふるさと会員に向けた，牟岐の情報をもらいたい方が約
100名訪れ，68名の方が住所等の連絡先を教えてくださった。今まで交流の
あった近畿牟岐会の会員以外にも，イベントに参加してもらえた。

●那賀町「徳島ドローン特区」として，那賀町の山，谷，川，ダ
ム，豊かな自然を活用した空撮アテンドのワンストップサービス
の実施やドローンマップを活用したコンテストを開催し，集客を
図る。

●牟岐町の自然や産業など，魅力を町外へ発信することにより，
交流人口の増加を目指すとともに，教育や文化，産業の新たな発
見と充実をめざし地域の活性化を図る。　

●関西圏を中心とした牟岐町出身者に対して，牟岐町の情報を掲
載したパンフレットを配布する。あわせて，作成するHP，SNS
の情報ツールを活用していただけるようサポーターの仕組みをつ
くり，故郷回帰ツアーなどの情報を発信し，牟岐町を訪れる取り
組みをする。

市・町関連施策
●ＡＭＡ（Ａ阿南市，Ｍ室戸市，Ａ安芸市）を広くアピールする
ために，関西地区でのメディアキャラバンを実施する他，広域観
光ルートの開発や旅行会社，雑誌社に対して観光及び特産品等の
情報発信を行う。また，定住自立圏観光圏を形成して，圏域の魅
力等を紹介する。

●道の駅公方の郷なかがわ，光のまちステーションプラザでの観
光パンフレットの配布及び映像施設を利用した観光情報の発信，
YouTubeによる動画配信サイトの利用，ＡＭＡ（あま）ナビ等
による動画情報の発信を行うとともに，ＡＭＡ観光ＰＲイベント
の実施により，四国東南部への集客を図る。

【施策③】
　ＦＩＴ（海外への個人旅行）誘客を促進するため，「四国の右
下」の自然や食などを体感するモデルコースや観光スポットを動
画を積極的に活用しＳＮＳ等で発信する。

■令和元年度取組
　県南の伝統文化やアウトドアスポーツの魅力を伝えるプロモーション
動画を作成し，一般社団法人四国の右下観光局サイト等で発信した。
■成果
　多言語表記したプロモーション動画を新たに作成することで，海外に
向け南部エリアの魅力発信が可能となった。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）
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市町名

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●観光協会と協同し「土佐街道」の利活用について協議した。

●四国の右下観光局と連携し，観光プロダクトの開発を進めた。

●まぜのおかオートキャンプ場にて音楽イベント「ブルーフェスキャンプ」や
B＆Gで愛あいクラブと連携した水中運動教室や水泳合宿，各種スポーツ合宿
や教育事業，研修等を実施した。

●「ふるるん」が県内１１ヵ所のイベントに参加し，海陽町のPRを行った。　

●町の宝物発掘アンケート実施（調査対象：海陽町民）。
R1.8.30 インスタグラム海陽町公式アカウント「slow_life_kaiyo」を開設
し，情報発信力を強化。3月末フォロワー800人

●「まぜのおかオートキャンプ場」・「蛇王運動公園」・「B＆
G海南海洋センター」などの複合的スポーツ・レジャー施設の機
能を最大限に利用した，企業・大学などのイベント・スポーツ合
宿等の積極的な誘致活動やＰＲ活動を行う。

●町のキャラクター「ふるるん」を用いて県内外のイベント等に
積極的に参加し，海陽町の魅力等のPRを行う。

●地域に埋もれている歴史的・文化的・自然的資源を掘り起こ
し，地域の魅力として発信し，観光資源につなげる。

●地域に埋もれている歴史文化資源を観光プロダクトとして掘り
起こし，地域の魅力として発信する。

●ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催を機に、美波
町に訪れる外国人に対して観光プロダクトを販売する。

市・町関連施策
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【プラン７】ストレスフリーな旅行環境の整備

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

25%以上 25%以上 25%以上 25%以上

35%

評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部
県土整備部

【施策①】
　外国人旅行者の多くはインターネットを通じて地域ならではの
食や体験，宿泊などの情報を入手するため，無料Wi-Fi（無料公
衆無線ＬＡＮ）の整備や利用場所を周知する取組を推進します。

■令和元年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局において，南部圏域におけるWi-Fi整
備，多言語対応，キャッシュレス決済導入等に係る実態調査を実施する
とともに，インバウンドの受入環境整備に係る経費を助成する「徳島県
訪日外国人受入環境整備事業助成金」の積極的な活用を，県南の飲食店
や宿泊施設に対し働きかけるとともに，個別に制度説明や事業者訪問を
行った。
■成果
　実態調査により各市町及び業種ごとのWi-Fi整備状況が把握でき，整備
の必要性や未整備施設に対する助成金の周知が図られた。

－
来訪者の満足度(７段階評価中最高評価の割合)〈再掲〉
〈'17〉　－　→　〈'22〉　25%以上

'19(R1)達成度

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　無料Wi-Fi，他言語表記の整備促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　キャッシュレス決済，手ぶら観光の普及促進

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　県管理道路において，道路標識の多言語表記を改善したほか，圏域内の店舗等のキャッシュレス決済，Wi-
Fi，多言語対応等のインバウンド受入態勢を点検し，現状を把握したうえで，事業者向けの研修会を実施する
など戦略的に受入態勢整備を推進し，旅行者の利便性が向上した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策②】
　外国人旅行者が「四国の右下」を訪れた際，案内表示や表記が
不十分なため観光地としての魅力が十分に伝わらないことから，
旅行者にとって分かりやすい観光・地点案内表示など多言語表記
の整備を促進します。

■令和元年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局において，県南の観光協会や各施設へ
多言語表記について助言を行うとともに，多言語観光パンフレットを徳
島空港はじめ県内外の主要施設に配布し，外国人旅行者が周遊しやすい
環境の整備に努めた。
　また，県管理道路において，道路標識の多言語表記の改善を7基実施し
た。（美波管内7基）
■成果
　多言語パンフレット配布により，外国人旅行者の利便性向上が図られ
た。
　外国人旅行者にとって，道路案内標識の分かりやすさが向上した。

プラン評価（評価部会委員）

（ア）

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部

市町名

牟岐町

美波町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●阿南高専の留学生・観光協会と連携して，町内の店舗，病院などの情報を記
載した多言語マップに，より長く滞在して町を楽しむことができる体験情報を
取材し，多言語マップに記載した。県内大学や阿南高専の留学生・ALT，道の
駅，町内飲食店・宿泊施設等に配布した（2000部）

●牟岐町の遊び，食，宿泊などの体験ツアーを実施し，食だけでなく体験観光
と合わせた交流事業を実施した。また，インバウンド対応を行い，インバウン
ドマップに体験メニュー１４件を掲載した。

●地方創生推進交付金を活用し，観光案内所へ英語対応の出来る職員を配置し
た。また由岐地区に点在するお遍路案内看板を二カ国語表記に改修した。

●ワールドマスターズゲームズ2021関西トライアスロン競技に海外から訪れ
る選手や家族に対応するため，各種案内の英語表記やトイレの洋式化等の整備
の他，翻訳機の整備を実施した。

●観光協会が中心となり町内飲食店へのヒアリングを実施。ベジタリアン，
ビーガン等の問い合わせがあった場合，対応可能なお店への誘導を行った。

●道の駅日和佐にある観光案内所に非常用電源設備を整備し（平成30年
度），災害時における外国人観光客の情報収集等の環境を整備した。

【施策③】
　外国人旅行者が買い物しやすい環境を提供し「四国の右下」で
の消費を促進するため，観光施設や店舗でのQRコード等の
キャッシュレス決済の導入を推進する。

■令和元年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局において「キャッシュレスセミナー」
を実施するとともに，県南のキャッシュレス決済導入状況の把握，未導
入店舗への個別説明を行い，導入推進を図った。
■成果
　キャッスレスセミナーに観光関係事業者等110名が参加し，キャッ
シュレス決済の導入促進につながった。

【施策④】
　歩き遍路の方々が荷物なく手軽に「四国の右下」を楽しむこと
ができるよう手ぶら観光を推進するとともに，外国人対応ができ
る取扱店舗を拡大する。

市・町関連施策
●阿南高専の留学生・観光協会と連携して、町内の店舗、病院な
どの情報を記載した多言語マップに、より長く滞在して町を楽し
むことができる情報を取材し、多言語マップに記載し情報を発信
する。

●牟岐町の遊び，食，宿泊などの体験ツアーを実施し，食だけで
なく体験観光と合わせた交流事業を実施する。また，ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対
応を行い，多様な方々に参加していただけるような取組を行う。

●外国人観光客誘致促進のため，ホームページ、パンフレットの
多言語化、観光案内所への通訳者の配備，Ｗｉ-Ｆｉ環境整備，
多言語案内板整備を実施する。

●ワールドマスターズゲームズ２０２１関西を見据え，様々な関
係者と連携を強化し，外国人対応力の向上に努める。

●増えている欧米系の外国人お遍路のニーズ（ベジタリアン，
ビーガン）に対応出来るよう，町内飲食店と連携を図る。

●観光案内所における外国人旅行者の災害時のおける携帯電話等
の充電，災害情報の伝達環境を整備し，安心して旅行できる環境
を整える。

■令和元年度取組
　徳島県の「手ぶら観光サービス」において，南部県域で令和元年度中
に新たに1件が取扱施設に追加され，令和2年6月末時点で１１施設が登
録されている。
■成果
　歩き遍路をはじめとする観光客の周遊促進や利便性向上が図られた。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）

（イ）
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海陽町

●既存パンフレットの写真等の構成を一部見直すなど現状にマッチしたPRが
行えるようにした。
また、海陽町観光協会と協力し，観光協会発行の既存パンフレットを英訳。英
訳を海陽町観光協会HPに掲載。

●町内の観光スポット・宿泊施設・飲食店案内のパンフレット等
を作製し，道の駅等で配布するとともに，ホームページに掲載す
る。また，外国語版のパンフレット作成について検討する。
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(２) 交流が広がる交通体系の構築
【プラン８】道路ネットワークの整備促進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

促進
部分供用 部分供用

促進

促進

促進

促進

促進

事業着手　促進

事業着手　促進

4車化完成　促進

4車化完成　促進

促進

促進

推進

推進

'19(R1)達成度

－

－

－

－

◎

－

－

那賀川大橋周辺
2.1kmの4車線化

工事施工中

工事施工中

調査設計中

四国横断自動車道（徳島JCT～阿南）の整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'22〉　工事促進中
（<'20>部分供用　徳島東～津田間）
（<'21>部分供用　徳島JCT～津田間）

阿南安芸自動車道（桑野道路）の整備
〈'17〉　～　〈'22〉　用地取得促進

阿南安芸自動車道（福井道路）の整備
〈'17〉　～　〈'22〉　用地取得促進

阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備
〈'17〉　調査中　→　〈'22〉　調査設計促進中

一般国道55号阿南道路の整備
〈'17〉那賀川大橋周辺2.1kmの4車線化工事施工中　
→　
〈'22〉一般国道195号から橘町青木（一般国道55号）
　　　　調査設計促進中

一般国道55号牟岐バイパスの整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'22〉　工事促進中

阿南ICへの追加ランプ設置（阿南勝浦線）
〈'17〉　調査設計中　→　〈'22〉　工事推進中

工事施工中

用地取得促進

用地取得促進

調査中

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　四国横断自動車道，阿南安芸自動車道の整備促進　　　　　　　　　　　　　　　イ　一般国道，県道等の整備促進

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　四国横断自動車道の徳島JCT～阿南間について，用地買収及び工事を促進した。
　阿南安芸自動車道の桑野道路，福井道路については，用地買収を促進した。また，海部野根道路について
は，新規事業化され，同道路の全区間で現地測量を完了した。
　一般国道５５号阿南道路の那賀川大橋周辺2.1km区間の４車線化が完了し，交通渋滞の緩和が図られた。
　地域間交流の促進や防災力の強化，渋滞緩和等に寄与する一般国道１９３号，一般国道１９５号，阿南小松
島線などの主要幹線道路において，道路整備を促進した。
　いずれも事業計画の達成に向け，順調に進捗している。
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

推進

推進

推進

推進

評価 担　　当

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

市町名

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
「海部野根道路」については，事業化となり今年度，住民説明会をおこなっ

た。海部～牟岐間については，要望活動を行い引き続き事業化に向けて取り組
んでいく。

－

－

'19(R1)達成度

調査設計中

主要地方道阿南小松島線　持井工区の整備
〈'17〉　用地買収中　→　〈'22〉　工事推進中

用地買収中

■令和元年度取組
　R2.3.14に那賀川大橋周辺の2.1km区間の４車線化が完了
■成果
　交通渋滞の緩和が図られた。

【施策④】
　一般国道５５号牟岐バイパスの整備を促進する。

■令和元年度取組
　牟岐バイパスの用地買収及び調査・解析業務を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備と合わせた宍
喰地区地域防災公園へのアクセス道路の整備（久尾宍喰
浦線）
〈'17〉　調査設計中　→　〈'22〉　工事推進中

●｢四国の８の字ネットワークのミッシングリンクの解消｣に向
け，平時の救急救命や災害発生時における｢命の道｣として必要な
｢海部野根道路｣について，早期事業化を関係町・県と連携し，国
に要請する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策①】
　近畿及び四国内の交流基盤となる四国横断自動車道（徳島ＪＣ
Ｔ～阿南間）の整備を促進する。

■令和元年度取組
　徳島JCT～阿南間について，用地買収及び工事を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

市・町関連施策

【施策②】
　高規格幹線道路と一体となって，高速交通ネットワークを形成
する地域高規格道路である阿南安芸自動車道（桑野道路，福井道
路，海部野根道路）の整備を促進する。

■令和元年度取組
　桑野道路，福井道路については，用地買収を実施した。
　海部野根道路については，新規事業化され，同道路の全区間で現地測
量を完了した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策③】
　一般国道５５号阿南道路那賀川大橋周辺２．１ｋｍの４車線化
工事及び一般国道１９５号から一般国道５５号（橘町青木）まで
の間の整備を促進する。

【施策⑤】
　阿南安芸自動車道の整備効果を県南部に波及させる阿南勝浦線
などの関連道路，地域間交流の促進や防災力の強化，渋滞緩和等
に寄与する一般国道１９３号，一般国道１９５号，阿南小松島線
などの主要幹線道路の整備を促進する。

■令和元年度取組
　一般国道１９３号，１９５号，阿南小松島線などの主要幹線道路にお
いて，用地買収及び拡幅工事等を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

（ア）

（ア）

（イ）

（イ）

（イ）
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【プラン９】次世代に向けた新たな地域公共交通ネットワークの構築

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

策定 － － －

策定

開発準備 開発・推進 推進 推進

開発準備

推進 導入 － －

推進

評価 担　　当

A

南部総合県民局
地域創生部
次世代交通課
海陽町

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア 「次世代地域公共交通ビジョン」の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　DMVや鉄道等のイベントによる新たな人の流れの創出
ウ　DMV導入に向けた施設等整備

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　今後の地域公共交通の将来構想を示した「次世代地域公共交通ビジョン」を令和元年１２月に策定すること
で,県内の地域公共交通における現状と課題を把握し，公共交通の最適化に向けた徳島ならではの「革新的な公
共交通ネットワーク」の構築を推進した。
　ＤＭＶについても，ハード整備に加え，バスモードの「運行ルート（案）」を示すなど，導入に向けてハー
ド・ソフト両面の取組を進めるとともに，「あさチェン推進会議」を中心として魅力ある観光コンテンツ開発
に向けて着実に前進した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「革新的な公共交通ネットワーク」の構築に向け，多様な担い
手によるモーダル・ミックスを中心に，まちづくりと連携した交
通網を形成し，利用者の増加につながる好循環を生み出せるよ
う，未来に向けた「地域公共交通の羅針盤」として「次世代地域
公共交通ビジョン」を策定する。また，国・県・市町村，バス・
鉄道事業者で構成する「徳島県生活交通協議会ワーキング部会」
において，「公共交通の最適化」に向けて取り組む。

■令和元年度取組
　各交通モードの持つ特性を十分に理解したうえで，適切な役割分担の
もと，「まちづくり」の視点と「二次交通の確保」なども考慮した「乗
り継ぎの円滑化」や「利便性の向上」を図りつつ，既存の公共交通機関
の持つポテンシャルを最大限に発揮できるよう，今後の地域公共交通の
将来構想を示した「次世代地域公共交通ビジョン」を令和元年１２月に
策定した。
　また，国・県・市町村、バス・鉄道事業者で構成する「徳島県生活交
通協議会ワーキング部会」を開催し，南部地域における公共交通ネット
ワークの将来のイメージや課題について協議するなど，公共交通の最適
化に向けた取り組みを推進した。
■成果
　次世代地域公共交通ビジョンの策定過程において，関係機関が連携，
協議を行う体制が構築された。

「次世代公共交通ビジョン」の策定
〈'17〉　－　→　〈'19〉　策定

ＤＭＶを活用した観光コンテンツ
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

阿佐東線へのＤＭＶ導入
〈'17〉　－　→　〈'20〉　導入

－

－

－

'19(R1)達成度

◎

－

－

（ア）
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評価 担　　当

B
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部
次世代交通課

A

南部総合県民局
地域創生部
次世代交通課
海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策②】
　（一社）四国の右下観光局や（株）阿佐海岸鉄道など関係機関
と連携し，観光周遊ルートづくりをはじめとするＤＭＶを活用し
た魅力ある観光コンテンツを開発する。

■令和元年度取組
　（一社）四国の右下観光局や阿佐海岸鉄道（株）と連携しながら，
「あさチェン推進会議」を中心とし，宿泊プランや沿線マップ等，魅力
ある観光コンテンツの開発に向けて取り組んだ。
■成果
・あさチェン推進会議が設置され，2020年のコンテンツ開発に向け具
体的な議論を進めることができた。
※あさチェン推進会議
　（一社）四国の右下観光局が事務局。県南エリアに加え高知県東洋町
の商工会や観光協会，地域の観光・宿泊事業者などをメンバーとし，Ｄ
ＭＶを活用した観光コンテンツの開発等に取り組む。

【施策④】
　阿佐東地域へ，国が一定の評価を示し実用化が可能となったＤ
ＭＶの導入や鉄道活性化に向けた取組みを促進する。

■令和元年度取組
　ＤＭＶの導入に向けて，阿佐海岸鉄道（株）と連携して車両の製作，
駅舎の改築に取り組むとともに，安全性の検証や運行ルートの地元合意
形成を進め，ハード・ソフト両面から着実に事業を推進した。
■成果
・車両全３台の完成，甲浦駅の坂路工事完成
・「阿佐東地域公共交通会議」におけるバスモード運行ルート案の合意

【施策③】
　阿佐東線に２０２０年導入予定のＤＭＶ等を活用し，中学校の
総合学習、各種イベントによる利用促進と地域のにぎわいづくり
に取り組む。また，四国の右下５５フリー切符等の企画切符につ
いても，各種イベントでのＰＲにより，利用促進を図り，観光振
興に繋がるよう取り組む。

■令和元年度取組
　企画列車の運行や子ども向けイベントの開催及び県内外の大規模イベ
ントでのＤＭＶ展示など，利用促進と地域のにぎわいづくりの取組を推
進した。
　また，ＤＭＶや「四国の右下５５フリー切符」について国内外での商
談会や旅行博でＰＲを行い，県南の観光振興に繋がるよう取り組んだ。
■成果
・四国のみぎした５５フリーきっぷ販売実績：770枚
　（対前年：125.4%）

主要施策・主要事業

（イ）

（イ）

（ウ）
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市町名

阿南市

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●阿南市地域公共交通協議会を開催し，運行計画について協議するとともに，
国庫補助（地域公共交通確保維持改善事業）を活用し，運行事業者に対して市
補助金を交付し，路線の確保維持を行った。　
　・令和元年度利用者数　8,416人（前年度比20.7％減）

●７５歳以上の高齢者に対しタクシー利用料金助成事業を実施
　　　配布率　47.8％（うち使用率　56.9％）

●令和元年１０月から病院連絡バスの運行体制を２系統化し，さらなる充実強
化を図った。高齢者タクシー助成事業についても引き続き実施しており，着実
に成果をあげている。

●持続可能な公共交通体制を確立するため，年に一度，地域公共交通会議を開
催している。なお2019年度は，ＤＭＶ導入協議会や阿佐等地域公共交通会議
も開催し，2020年度ＤＭＶ運行開始に向け，県と連携しながら取り組んでい
る。

市・町関連施策

●人口減少が進む現状において，関係町・県と連携し，持続可能
なJR・阿佐海岸鉄道・徳島バス南部・町営バス等の公共交通
ネットワークの再構築を検討する。

●７５歳以上の高齢者を対象としタクシー料金助成制度継続及び
徳島バス南部への補助を継続することで，地域住民の生活交通の
確保を図る。

●日常的な交通体系の整備にあわせ，観光的な交通体系（レンタ
ルサイクリング・シータクシー）を模索・検討する。

●美波病院連絡バスの運行体制の強化を図るとともに，拡充した
高齢者タクシー助成事業を引き続き実施し、住民の生活交通の確
保と美波町の交通体制の構築を図る，

●民間バス事業者が運行する，市中心部と那賀川・羽ノ浦両町を
結ぶ循環バス「ナカちゃん号」の運行支援を行う。
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３　成長産業化による豊かな地域づくり
(1) 地域産業の担い手の育成と確保
【プラン１０】次代を担う人材の育成

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

4件 8件 12件 16件

5件

101人 116人 131人 146人

103人

20人 24人 28人 32人

17人

70人 80人 90人 100人

71人

30件 40件 50件 60件

31件

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　創業人材の育成・誘致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　観光人材の育成
ウ　新規就農者の育成と自立支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　若手林業グループや「林業アカデミー」等と連携した担い手の育成
オ　「漁業アカデミー」等と連携した担い手の育成

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　観光人材育成のための研修会等を目標を超える回数開催。多くの事業者の方が参加し，旅行者の受入環境を
整えることができた。
　農業関係では，農業次世代人材投資事業等を活用した就農後のサポートを実施するとともに，「きゅうりタ
ウン構想」の取組みや「けんなんニューファーマー育成講座」の開催等により，令和元年度に17名の新規就農
者を育成した。「きゅうりタウン構想」の取組では，１名の新規就農者を育成し，累計17名（14経営体）が就
農したことにより，産地の担い手確保と海部地域の活性化が図られた。
　林業関係では，「緑の雇用」事業の活用や，充実した林業就業体験や林業技術研修を実施した結果，担い手
の確保・育成が進んだ。「とくしま林業アカデミー」での即戦力となる人材の育成や那賀高校「森林クリエイ
ト科」，徳島大学「生物資源産業学部」など教育機関が充実したことにより，さらに担い手の確保が期待でき
る。　
　水産関係では，「とくしま漁業アカデミー」や就業間もない青年漁業者の経営安定化に向けた支援等を行う
ことで，浜を支える意欲ある担い手の育成・確保が進んだ。

観光人材を育成するための講座・研修の実施（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　16件

新規就農者数（累計）
〈'17〉　72人　→　〈'22〉　146人

施設キュウリ栽培における新規就農者数（累計）
〈'17〉　9人　→　〈'22〉　32人

◎

◎

新規林業就業者数（累計）
〈'17〉　55人　→　〈'22〉　100人

小中高校に対する森林・林業学習の実施（累計）
〈'17〉　10件　→　〈'22〉　60件

55人

'19(R1)達成度

10件

◎ー

72人

9人

◎

○
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

85人 96人 107人 118人

81人

30人 30人 30人 30人

45人

評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
地域創生部

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　「海部きゅうり塾」の新たな塾生を確保するため，移住フェア等にお
いて，ＰＲを5回（東京３回，大阪2回）実施した。
■成果
　県外より１名の候補者を確保し，令和2年５月に６期生として入塾し
た。
　これまでに塾生24名のうち17名（14経営体）が就農（R1は５期生
１名が就農）し，産地の担い手確保につながった。

■令和元年度取組
　那賀町林業従事者会「山武者」や森林組合，林業事業体などのサポー
トを得ながら，フォレストキャンパス那賀等を活用して，那賀高校森林
クリエイト科をはじめとした地域の小中高校の生徒を対象とした森林・
林業体験を実施した。
■成果
　森林・林業体験を，美波管内４回（185人参加），那賀管内６回
（184人参加）実施した。

■令和元年度取組
　地域の事業者の方を対象としたおもてなしセミナー，キャッシュレス
セミナー等を開催し，観光人材の育成や受入環境整備を推進した。
■成果
　おもてなしセミナーに観光関係事業者等１１０名が参加し，インバウ
ンド受入のスキルアップにつながった。

主要施策・主要事業
【施策①】
　海部地域において，施設キュウリ栽培の担い手を確保するた
め，ＪＡや地域の篤農家と連携し，実践的な技術指導を行う「海
部きゅうり塾」を開講し，移住者等の新規就農・自立を支援す
る。

【施策②】
　若手林業従事者「山武者」や「もりもり」など地域林業関係者
との連携を図り，小中高等学校および大学生を対象とした森林・
林業体験を実施し，森林・林業への理解を深めるとともに，林業
の担い手の確保につなげる。

【施策③】
　四国の右下を訪れる観光客の満足度を高めるため，一般社団法
人四国の右下観光局が行う観光人材育成事業を通じて，おもてな
しの心で接する観光ガイドや，地域の魅力を体感する体験インス
トラクター，国際スポーツ大会での外国人対応する通訳ボラン
ティアなど観光人材の育成に取り組む。

◎

◎

'19(R1)達成度

62人

20人

新規漁業就業者数（累計）
〈'17〉　62人　→　〈'22〉　118人

県内高校生等の漁業体験者数（年間）
〈'17〉　20人　→　〈'22〉　30人

（ア、ウ）

（イ）

（ア、ウ）（ア、ウ）

（ア、エ）

（ア、ウ）（ア、ウ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局 
農林水産部

■令和元年度取組
　ＵＪＩターン者等に対して広報活動や情報提供によって，新規就農へ
の意欲を喚起した。就農後の定着を図り地域の担い手を育成するため，
農業次世代人材投資事業を実施した。
　農業次世代人材投資事業受給者等に対して，簿記研修会，経営研修
会，地元農業青年クラブ員との情報交換会（県南ニューファーマー
フォーラム等）を開催するとともに，ＪＡ部会活動や個別の要望に応じ
て技術指導を行った。
■成果
　農業次世代人材投資事業（経営開始型）を，農業者36名（美波管内
13名，阿南管内23名）が活用し，地域の担い手育成が図られた。

■令和元年度取組
　「那賀町林業テクノスクール」は平成30年の開講後「那賀高校森林ク
リエイト科」の他，一般の林業従事者に対しても様々な林業に関する技
術講習を行っている。
■成果
　令和元年度では那賀高校から246名，一般から130名の受講実績があ
り，林業就業者の技術支援を行っている。

■令和元年度取組
　和食県有林内の「フォレストキャンパス那賀」を活用して，「那賀高
校森林クリエイト科」を対象に，伐木実習や植栽実習また林業機械の操
作実習を実施。
■成果
　「那賀高校森林クリエイト科」から4名が現場技術者として南部圏域の
林業事業体に就業した。

【施策⑥】
　「那賀町林業テクノスクール」との連携により，新規就業者を
対象にした林業技術研修を段階的に実施し，新規就業者のレベル
アップと定着化が図られるよう，林業事業体等を支援する。

【施策④】
　ＵＪＩターン者等に対して新規就農への意欲喚起と就農後の定
着を図り，青年就農者の大幅な拡大を図るため，「農業次世代人
材投資事業」を実施する。

【施策⑤】
　就農希望者等を対象とした営農基礎研修「けんなんニュー
ファーマー育成講座」を通じて，農業の基本的な栽培技術から関
連制度まで，広範囲で基礎的な知識，技術の習得を図るととも
に，経営バランスのとれた人材を育成し，就農と地域への早期定
着を支援する。

■令和元年度取組
　「けんなんニューファーマー育成講座」を，令和元年6月～令和２年1
月まで15回の講座を実施した。
■成果
　９名が講座を修了した。そのうち，過年度までに就農した３名をはじ
め，令和元年度に2名が就農し，令和2年度には2名が就農予定である。
　今後も，講座修了生が就農後に地域で定着できるよう支援に努める。

【施策⑦】
　和食県有林にある「フォレストキャンパス那賀」を拠点に，
「とくしま林業アカデミー」を対象にした現地研修や「那賀高校
森林クリエイト科」を対象にした林業実習を実施することによっ
て，即戦力となる人材を育成する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）
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評価 担　　当

A 教育委員会

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

【施策⑩】
　「とくしま漁業就業マッチングセンター」の開設や，誰もが学
べる「とくしま漁業アカデミー」の開講等を通じ，地域漁業の未
来を担う青年漁業者を確保・育成する。

■令和元年度取組
　「とくしま漁業就業マッチングセンター」や，誰もが徳島の漁業を学
べる「とくしま漁業アカデミー」等を通じて新規漁業就業者の育成・確
保に取り組んだ。
■成果
　南部管内で新たに７人が就業し，次代を担う漁業就業者の確保に繋
がった。
　※中林(１)，椿泊(２)，東由岐(１)，鞆浦(１)，宍喰(２)

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策⑧】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。

■令和元年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全衛生特別教育（チェーンソー，伐木）」の資格講習の受講，
企業見学研修や中国四国農政局の出前授業を実施するなど，林業教育の
充実を図った。また，地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等
の設備を有効活用し，スマホスタンドなど商品開発に取り組んだ。
■成果
　国公立大学への進学や林業職の公務員，地域の林業関連産業への就職
など，林業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成した。

■令和元年度取組
　南部管内の漁業協同組合の協力の下，45人の高校生を対象に，「海部
の魚」の漁獲から出荷，調理，試食までの「まるごと体験会」を４回実
施した。
　※R1.11.8 日和佐（一本釣り漁業　19人参加）
　　R1.11.27 鞆浦（大型定置網漁業　8人参加）
　　R2.2.7 日和佐（一本釣り漁業　8人参加）
　　R2.2.11 宍喰（小型定置網漁業　10人参加）
■成果
　体験講習会に地元漁業者が一丸となって取り組み，新規就業者の受け
入れに向けた漁村地域の意識向上が図られた。

【施策⑨】
　料理教室やＳＮＳなどによる情報発進を通じて魚食普及活動を
行っている椿泊地区の若手漁業者団体「魚っＳＵＮ's」を支援す
る。

■令和元年度取組
　「魚っSUN's」による小学生や一般の方を対象にした魚食普及のため
の料理教室の開催を支援した（R1.8.25，阿南市椿公民館，参加人数19
人）。
■成果
　消費者に地元の魚をより身近に感じてもらうとともに，漁業および漁
村地域への関心を高めることができた。

【施策⑪】
　県内高校生を対象に，漁協と連携して，海士や小型定置網等の
実践的な体験漁業に取り組むことによって，漁村地域における就
業希望者の積極的な受け入れに向けた意識の醸成を図る。

（エ）

（オ）

（オ）

（オ）
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市町名

那賀町

牟岐町

海陽町

●海部次世代園芸産地創生推進協議会で農業体験ツアーを実施し，20名の参
加があった。また，明治大学の学生を対象にきゅうりの作業体験を実施した。
移住就農者支援対策として家賃補助制度を設けている。

●起業支援としては，「海陽町ふるさと創造戦略補助金」の起業支援部門にお
いて，１件の事業採択を行い，創業に係る経費について100万円の補助金を交
付した。

●全国の希望者を対象に，短期（1週間）～中期（1ヶ月）間程
度，一次産業に従事し，就業体験（インターンシップ事業）を行
い，一次産業の後継者不足の解消と，移住・定住の促進を図ると
ともに，起業に係る各種助成制度を創設し，新規就業者に対する
支援を行う。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●国内の商談会，第16回こだわり商品展示会（東京丸ビル），アグリフード
ＥＸＰＯ東京2019（東京ビッグサイト），第8回中国・四国イオン会合同見
本市（コンベックス岡山），スーパーマーケットトレードショー2020（幕張
メッセ）に参加。木頭ゆずを使用した６次化商品の開発や食品見本市出展等に
より，認知度向上や販売拡大に取り組んだ。イオンとのコラボレーションとし
て「木頭ゆず」を使用した商品が全国販売された。
　国外ではANUGA2019見本市（ドイツ），パリ農業祭2020（フランス）
に参加。若い農業者等が希望と夢をもって農業に取り組むことのできる，国内
だけでなく海外輸出で稼ぐことを実現するため，さらなる輸出拡大及びＰＲを
図った。
　国内外において，地理的表示（ＧＩ）を利用した他産地との差別化や輸出に
向けた有利な販売及びＰＲを展開した。
　その他，木頭学園とイオンと連携し，イオンモールにて物販体験を実施。販
売やＰＲを通して，未来の担い手ともとれる地元学生に｢木頭ゆず｣のブランド
としての誇りや意識向上等を図った。

●ハナエチゼンの買取金額増加は実現できている。関西方面へのPRと販路拡
大として，兵庫県の関西スーパーで試食販売を実施した。今後も継続していく
ことでブランドとしての確立を目指す。

●牟岐の農業を守る会と徳島文理大学食物栄養学科との連携によりもち麦の
パッケージ作成やもち麦を使ったレシピ集の作成を実施。また，大塚製薬社員
食堂への納品できるようになるなど販路も拡大している。
　今後もさらなる販路拡大と安定供給できるようもち麦の作付け面積の拡大を
図る。また，もち麦を使った新たな商品としてもち麦うどんやパスタ等の商品
開発にも取り組む。

●「牟岐実生ゆず」としてのブランド化を図り，フランスの三ツ星レストラン
に向けてPRを実施。今後はフランス等への輸出を実施し，「牟岐実生ゆず」
ブランドを確立することでさらなる付加価値をつけ，販路拡大を図る。

●牟岐町ハナエチゼン栽培研究会，JAかいふ，徳島県と連携
し，とくしま安２GAPの取得などこれまで行ってきた「はなえ
ちぜん」のさらなるPRとブランド化，そして県外への販路拡大
を図る。

●牟岐の農業を守る会と株式会社泉源の商品である牟岐の米と魚
を用いた特産品のプッシュアップを進め，6次産業化による消費
拡大及び販路開拓を図る。また牟岐町特産品のブランド化を図
る。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

●「木頭ゆず」の更なるブランド化を推進する為，フランスなど
海外において商談会への出展・ゆず産地PRを図るとともに，農
作業お助けセンターを核として，新たな雇用環境の仕組みづくり
を検討し，担い手の育

市・町関連施策
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【プラン１１】担い手を育む地域の育成

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

400人 600人 800人 1,000人

710人

1件 2件 3件 4件

1件

4件 8件 12件 16件

5件

評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

ア　地域おこし協力隊の活動支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ 「きゅうりタウン構想」の推進
ウ 「農の里」づくりによる産地強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　林業成長産業化モデル地域（県南）における林業担い手の定着促進
オ　外国人材活用に向けた体制の整備

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

－

プラン評価（評価部会委員）

'19(R1)達成度

◎

◎－

－ ◎

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　「きゅうりタウン構想」の取組みのＰＲや，取組み成果の表彰受賞によるＰＲ効果により，「交流拠点施
設」を核とした体験交流ツアーや施設受入れ等の実施では，参加者数の累計が目標を上回る710名となった。
　「農の里」に取り組む地域の支援では，「阿南・那賀未来の農業づくり協議会」を中心として，産地や地域
住民主体の担い手確保やもうかる農業を実践する「ゆずの里」づくりに取り組み，今後の産地の核となる新規
就農者２名を確保した。
　観光分野では，外国人モニターツアーで得られた意見を関係者間で共有。また，人材育成研修会に多くの方
に参加いただいたことにより，外国人旅行者の受入環境整備が進んだ。

ＪＡかいふの「交流拠点施設」を核とする体験交流ツ
アーや施設受入れ等の参加者数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　1,000人

「農の里」に取り組む地域数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　4件

観光人材を育成するための講座・研修の実施（累計）　
（再掲）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　16件

■令和元年度取組
　美波町内にＪＡかいふが整備した「交流拠点施設」を活用し，県内外
から344名（H30・R1の累計：710名）の体験交流ツアーおよび視察
を受入れた。
　また，新規就農者の自立・定着に向け，令和元年度に就農した１名を
含む17名（14経営体）に対して，就農後の栽培技術・経営力向上のた
めのサポートを実施した。
■成果
　「交流拠点施設」を活用した体験交流ツアー等により，県内外に向け
た情報発信の強化と交流促進が図られた。

【施策①】
　海部地域の特産品「施設きゅうり」を核とした地域創生をめざ
す「きゅうりタウン構想」の実現のため，「交流拠点施設」を中
心に生産者や消費者への全国に向けた情報発信を行いつつ，移住
促進による担い手確保と新規就農者の定着化を促進する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局 
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和元年度取組
　阿南市那賀川町芳崎地区や長生町宮内地区など，圃場整備事業実施予
定地区を農地中間管理事業の重点推進地区として捉え，担い手への農地
集積を推進した。
　今後，費用負担によらず基盤整備を実施することができる農地中間管
理機構関連農地整備事業を推進する上で，受け手として必要となる集落
営農法人をはじめとする担い手の育成を推進する。
■成果
　農地中間管理事業等を活用し，集落営農法人など担い手への農地集積
が図られた。

■令和元年度取組
　南部地域では，海陽町（まぜのおかオートキャンピング内），阿南市
（牛岐城趾公園管理事務所の「あなんテレワーク推進センター」内や阿
南市役所あなんフォーラム内，トヨタカローラ徳島 阿南店内）と那賀町
（地域子育て支援センター及び林業ビジネスセンター内，相生森林文化
公園あいあいらんど）に，「木育の拠点」が整備されており，木材の良
さを体験できる場を提供した。
■成果
　南部地域の「木育の拠点」は７箇所となっており，各施設における木
育広場の利用促進を図ることで，「木育」の輪が広がった。

■令和元年度取組
　「那賀町林業テクノスクール」では，「那賀高校森林クリエイト科」
及び一般合わせて累計650人を対象に技術研修を実施し，林業担い手の
定着につなげた。
　また，小中学生に対しても林業体験学習を3回（10月～12月）実施し
た。
■成果
　中学生や高校性､一般者に対する幅広い就業体験を継続的に行うこと
で，林業への理解を深めることができた。

■令和元年度取組
　那賀町において，産地担い手確保研修会や「木頭ゆずローカルベン
チャー育成研究会」の開催，新農業人フェアへの参加等，「ゆずの里」
づくりに取り組んだ。
■成果
　「木頭ゆず」産地において，2名（大阪府，徳島市）の新規就農者を確
保することができた。また，産地や地域住民主体の担い手確保やもうか
る農業に取り組む気運が高まった。

【施策②】
　阿南・那賀地域において，ブランド品目の生産力の維持・産地
強化を図るため，産地や地域住民が主体となり「担い手確保」と
「もうかる農業」を実践する「農の里」づくりを推進する。

【施策④】
　県民が木材の良さやその利用の意義を学ぶ教育活動である「木
育」を推進するため，木とふれあい，木に学び，木でつながるこ
とができる「木育の拠点」を整備する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策⑤】
　林業成長産業化地域創出モデル事業の実施や，「那賀町テクノ
スクール」との連携，小中高生に対する林業体験に取組み，林業
担い手の定着を推進する。

【施策③】
　担い手の高齢化，後継者不足の対応策として，地域農業の生産
性向上や農業生産活動の維持を図るため，営農の全部又は一部を
協動で行う集落営農組織の育成及び担い手農家への農地集積を推
進する。

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

市町名

阿南市

那賀町

美波町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●「あなんの魅力再発見」をテーマとしたイベントとして，本年度はパンのお
店が大集合。また、生鮮野菜の販売など，地元食材のＰＲ支援を行った。

●農林業新規従事者募集については，実施には至らなかったが，農業に関して
の研修会，町外からの視察の受入，四国大学生との連携事業を実施。町外等で
成功を収めている６次化起業事業者等を招待し，経営力のスキルアップ，情報
の共有化，新たなローカルベンチャーの発掘等を図り，生産者，６次化企業
等，自ら今後のゆず生産者を確保，育成，起業等推進を図った。大学生等を招
待し，特産「木頭ゆず」を主に，地域の良さ，問題点等を実際に体験等を通し
て知ってもらい，若者視点からの意見等をもとに就農や6次産業化，新たな
ローカルベンチャーの発掘等に繋げることを図った。
●林業分野では「林業体験３Days」を11月に実施し，都市部からの新規就業
希望者の体験就業を実施した。

●令和元年度は5組の方がチャレンジショップを利用され，美波町での新たな
事業の展開を模索した。

●赤松地区で，今後の営農継続と農地の保全管理のため，集落営農法人の設立
などを検討した。

市・町関連施策

■令和元年度取組
・海外メディア・インフルエンサーを対象としたファムツアーや圏内在
住の外国人を対象としたモニターツアーを実施し，改善点などを関係団
体に共有した。
・一般社団法人四国の右下観光局において、事業者向けの「おもてなし
セミナー」を開催することなど，インバウンド受入態勢の強化を図っ
た。
■成果
・海外メディア等ファムツアー（受入3名）やモニターツアー（受入5
名）により，観光資源の磨き上げやおもてなしや多言語対応などの受入
環境整備につながった。
・おもてなしセミナーに観光関係事業者等110名が参加し，インバウン
ド受入のスキルアップにつながった。

●「活竹祭」において阿南の特産品販売をするなど阿南のＰＲに
努める。また，「竹」をテーマにしたイベントを開催し，産業の
発展と振興及び地域全体の活性化を図る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策⑥】
　インバウンドの取組を強化するため，外国人目線での観光資源
の発掘や，ＨＰ・ＳＮＳなどの多言語化を図るとともに，国際ス
ポーツ大会で外国人の対応を行うボランティアの育成に取り組み
ます。

●道の駅日和佐の物産館入り口脇の，ワンデイシェフ的な活用が
出来るチャレンジショップを利用し，集客の向上に加え，飲食関
係事業等の新たな展開を模索する。

●農家の後継者不足解消及び農地保全に向けて、モデル地区を設
定し、農作業を請け負う仕組みを研究する。

●高校生・大学生等の新規就業者と都市等からの那賀町移住希望
者を対象に，町と連携する雇用業者が農林業新規従事者募集を実
施する。併せて，既存空き家屋等を雇用事業者が借り上げるシス
テムづくりを推進する。そして，借り上げた家屋を居住用に使用
するにあたって改修が必要な場合，町はその改修費用の補助を雇
用事業者に対して行う。これら施策により農林業新規雇用の増進
を図る。

（オ）
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(２) 生産を増やし、需要を拡大する「もうかる農林水産業」の推進
【プラン１２】世界にはばたく農畜産物のブランド化・６次産業化等の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

31t 34t 37t 40t

28.2t

4商品 6商品 8商品 10商品

４商品

4商品 6商品 8商品 10商品

5商品

評価 担　　当

A
南部総合県民局 
農林水産部

◎
ゆず・阿波尾鶏等の海外輸出量
〈'17〉　19t　→　〈'22〉　40t

「GＩ木頭ゆず」の６次化商品開発数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　10商品

19t

－ ◎

令和元（'19）年度実施状況及び成果

南部の女性ネットワークを活用した６次化商品開発数
（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　10商品

■令和元年度取組
　長生西部地区において，48haのほ場整備工事を実施。
　また，国営付帯県営農地防災事業の那賀川今津地区・那賀川平島地
区・那賀川南岸地区において，用水路の改修工事を2.15km実施。
■成果
　管内のほ場整備率が82.5％となり，ブランド産地を支える汎用性の高
い農地の整備が進むとともに，良質な農業用水の安定供給が図られた。

【施策①】
　那賀川流域を中心とした汎用性の高い農地の整備や，良質な農
業用水の安定供給に努めることにより，ブランド産地を支援す
る。

－

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　地理的表示（GI）を活用した「木頭ゆず」の商品開発や販路開拓が進んだ。また，海部郡の女性農業者を中
心として，NPO法人やＪＡ職員，輸出事業者など多様な事業者の持つ視点を活用するネットワークを構築し，農
業者と女子大学生や輸出事業者等が連携した商品開発を推進したことにより，６次産業化の取組事例が増加し
た。
　「木頭ゆず」・「阿波尾鶏」等の海外輸出については，海外食品見本市への出展等により販路拡大に取り組
み，輸出量は28トンとなり，目標の9割に到達した。
　また，農業者のＰＲスキル向上により，単独で商談ができる農業６次化人材を育成できたほか，町と連携し
た担い手育成の支援により，ケイトウ生産者が５名増加した。

ア　農地整備や農業用水の安定供給によるブランド産地支援　　　　　　　　　 イ 「木頭ゆず」・「阿波尾鶏」の販路拡大・６次産業化の推進
ウ　６次産業化に取り組む女性ネットワークの活動支援　　　　　　　　　　　 エ 「農水連携」での６次産業化の推進
オ 「ストーリーテラー（商品の語り部）」の育成　　　　　　　　　　　　　　カ　ケイトウなど那賀町特産花きの新たな需要拡大

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

'19(R1)達成度

◎

主要施策・主要事業

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

【施策④】
　南部ならではの魚類，海藻類やキュウリ等の農水産物を活用し
た６次産業化の推進のため，６次産業化に取組む女性や関係事業
者等とのネットワークを構築し，女性視点の魅力ある商品の開発
と販路拡大を支援する。
　また，多様な女性の視点と情報網を持つネットワークを活か
し，南部地域を代表する特産品となり得る「農水連携」による新
たな６次産業化商品の開発・ＰＲ等を推進する。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　海部郡の施設キュウリや那賀町のケイトウなど産地の核となる若手農
業者の育成や，高性能林業機械導入による生産性向上，漁協施設設備の
充実強化，さらには「木頭ゆず」の国内外への販路拡大など，次世代に
向けた農林漁業者の取組を支援した。
■成果
　農山漁村未来創造事業（県単）等を活用し，生産現場の強化が図られ
た。
　また，ＪＡアグリあなんハウスすだち部会が，県内初となるＪＧＡＰ
の団体認証を取得し，ブランド力向上や販路拡大に向けた産地強化が図
られた。

■令和元年度取組
　「木頭ゆず」については，地理的表示（GI）を活かした商品開発・販
路拡大を支援するとともに，輸出体制を構築するため，海外輸出に対応
した栽培管理指導やミカンバエ未発生調査の支援を行った。
■成果
　「木頭ゆず」については，選果こん包施設での輸出検査の対応強化が
図られるとともに，新たな商品開発・販路開拓が進んだ。
　※R1新商品開発数：２商品
　　　　　　　（木頭ゆず あまざけ，木頭ゆずゼリー(伊予柑入り)）
　また，「阿波尾鶏」については，香港に加えて他地域への輸出が行わ
れた。

■令和元年度取組
　女性農業者を中心として，NPO法人やＪＡ職員，輸出事業者など多様
な事業者の持つ視点を活用するための交流会を開催し，連携を行う事業
者のネットワークを構築した。また，次代の消費を担う女子大学生との
連携を推進することで若い方の視点を取り入れた商品開発を推進した。
■成果
　女性農業者を中心としたシンガポールへの輸出の取組みがスタートす
るとともに，女子大学生が商品パッケージをデザインした「もち麦（精
麦）」，JA女性部の「もち麦味噌」，輸出事業者等と連携した「実生柚
子果汁」など，新たな品目を用いた商品開発が行われた。

【施策②】
　TPP11や日EU・EPA（EUとの経済連携協定）などの経済グ
ローバル化にも対応し，南部圏域の基幹農業である施設園芸や土
地利用型農業において，次世代に向けた生産・流通でのに構造改
革を推進するとともに，ブランド品目及び育成品目等を中心とし
た「攻め」と「守り」のきめ細やかな支援により，産地の「体質
強化」を実現する。

【施策③】
　丹生谷地域の「木頭ゆず」については，地理的表示（GI）を活
かし，他産地との差別化やEU等への青果・加工品の輸出促進な
ど，販路拡大を推進する。
　また，「阿波尾鶏」の輸出拡大に向けて，「地域商社阿波ふう
ど」等と連携を図りながら，重点的な輸出先である香港での販売
促進や他国・地域への販路拡大を支援する。

（ア、イ、ウ、エ、カ）

（イ）

（ウ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策⑤】
　商品と地域の「物語」をバイヤーや消費者に伝える「ストリー
テラー（商品の語り部）」を育成し，商品とその背景にある地域
のＰＲを強化することで，６次産業化商品の販路拡大やインバウ
ンドの誘客促進に繋げる。

【施策⑥】
　那賀町の特産品「ケイトウ」を中心とした花き産地の再生・活
性化を図るため，スポーツイベントのビクトリーブーケとして提
案するなど，新たな需用拡大を図るとともに，生産供給体制の強
化や人材育成に取組む。

■令和元年度取組
　県南地域で開催された「四国の右下サーフィンゲームズ2019」「第
20回ひわさうみがめトライアスロン」にて，「勝利の花」ケイトウをＰ
Ｒするとともに，なにわ花いちばの「なにわ花まつり」でケイトウの新
たな活用案を提案。
　また，那賀町等と連携し，新規生産者への資材費の助成やベテラン農
家によるマンツーマン指導を実施した。
■成果
　ケイトウの新たな需要として，ビクトリーブーケに加え，アレンジメ
ントや花束需要に向けた可能性が生まれた。また，新規生産者が５名増
加した。

■令和元年度取組
　「売れる商品づくりセミナー」を開催し，地域の農業者や連携してい
る地域外の大学生・商工業者に向けて，商品等の売り込みにおける「物
語」の重要性の認識を深めた。また，農業者自らが商談会・イベントで
直接バイヤーや消費者へ売り込みを行う機会を創出し，ＰＲスキルの向
上を図った。
■成果
　その結果，６次産業化に取り組む農業者で単独で商談ができる人材を
育成することができた。

（オ）

（カ）
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市町名

那賀町

牟岐町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●〈再掲〉プラン１０に記載

●木沢シカ肉等加工所，（株）四季美谷温泉とコラボし，ジビエフェスタ（木
沢地区），ビジネスチャレンジメッセ（徳島市），阿波地美栄狩猟フェスタ
（徳島市）にて無料試食，販売会及びアンケート調査を実施。地域産業として
捕獲鳥獣のジビエ利用には大きな可能性が秘められており，ジビエに関してア
ンケート調査を実施し，ジビエに対する意見等の情報を収集した。地域料理店
やその情報を元に今後の那賀町での普及，推進のあり方，又地域料理店や販売
店等の販路開拓や商品開発に繋げていく。
　また，令和2年2月20日に農林水産省にて鳥獣被害防止や捕獲した野生鳥獣
の食肉（ジビエ）の利活用等に取り組み，地域に貢献している個人及び団体を
表彰する「鳥獣対策優良活動表彰」，また式典終了後に鳥獣関係者の情報提供
の場として「第7回全国鳥獣被害対策サミット」が開催され，受賞者からの取
組事例の報告の他，テーマに合わせた全国の取組事例の発表，パネルディス
カッションや鳥獣対策に係る研究成果，技術情報，製品情報，人材育成等の取
組に係るポスターセッション，資機材・カタログの展示などが行われた。参加
し，全国の優良取組事例等を参考に情報等を収集し，今後，新たな施策等，効
果的な取組活動の参考とする。
　ジビエとしてのシカ肉供給の安定化を図り，地場産業として定着化を目的
に，有害鳥獣捕獲獲物をジビエジュニアで運搬し，加工頭数を増加させること
の推進を図った。昨年度より加工されたシカの頭数は増加し，達成出来たの
で，今後も同様に推進を図る。

●ハナエチゼンの買取金額増加は実現できている。関西方面へのPRと販路拡
大として，兵庫県の関西スーパーで試食販売を実施した。今後も継続していく
ことでブランドとしての確立を目指す。

●牟岐の農業を守る会と徳島文理大学食物栄養学科との連携によりもち麦の
パッケージ作成やもち麦を使ったレシピ集の作成を実施。また，大塚製薬社員
食堂への納品できるようになるなど販路も拡大している。今後もさらなる販路
拡大と安定供給できるようもち麦の作付け面積の拡大を図る。また，もち麦を
使った新たな商品としてもち麦うどんやパスタ等の商品開発にも取り組む。

●「牟岐実生ゆず」としてのブランド化を図り，フランスの三ツ星レストラン
に向けてPRを実施。今後はフランス等への輸出を実施し，「牟岐実生ゆず」
ブランドを確立することでさらなる付加価値をつけ，販路拡大を図る。

市・町関連施策
●「木頭ゆず」の更なるブランド化を推進する為，フランスなど
海外において商談会への出展・ゆず産地PRを図るとともに，農
作業お助けセンターを核として，新たな雇用環境の仕組みづくり
を検討し，担い手の育成を図る。〈再掲〉

●鹿肉加工商品を開発販売し，ブランド化することにより，地場
産業として定着化させ地域の雇用創出を図る。

●牟岐町ハナエチゼン栽培研究会，JAかいふ，徳島県と連携
し，とくしま安２GAPの取得などこれまで行ってきた「はなえ
ちぜん」のさらなるPRとブランド化，そして県外への販路拡大
を図る。

●牟岐の農業を守る会と株式会社泉源の商品である牟岐の米と魚
を用いた特産品のプッシュアップを進め，6次産業化による消費
拡大及び販路開拓を図る。また牟岐町特産品のブランド化を図
る。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

〈再掲〉

〈再掲〉
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市町名

美波町

海陽町

●前年度の「駅弁・惣菜開発」をベースにして新たな商品の開発を模索し，他
の関係団体との連携を図った。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●商工会や観光協会，漁業協同組合，ＪＡかいふ，場合によって
は民間事業者や大学等とも連携を模索し，新たな技術や装置の試
験導入も試みながら，既存産品をベースとして或いはいくつかの
産品を組み合わせて新たな産品を創出し，販路開拓を試みる。

市・町関連施策

●有機作物栽培の元気農業研究会（勉強会）の実施。海陽町野菜
のブランド化を行うとともに消費者へ向けた野菜の価値をPR
し，消費拡大，新規販売ルートの開発を目指す。

●勉強会を4回開催し栽培技術向上を図った。
物産販売イベントに町内外合計15回参加（うち徳島マルシェ11回）し，海陽
町野菜のPRを行った。
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【プラン１３】県南ならではの水産物のブランド化等の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

4商品 6商品 8商品 10商品

4商品

19箇所 21箇所 23箇所 25箇所

21箇所

9件 10件 11件 12件

9件

51件 57件 63件 69件

53件

評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

8件

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

水産加工品の開発数（累計）
〈'17〉　1商品　→　〈'22〉　10商品

プラン評価（評価部会委員）

◎

■令和元年度取組
　水産物の品質向上による漁家経済の安定・向上を図るため，農山漁村
未来創造事業（県単）を活用した漁協の施設整備を支援した。
■成果
　牟岐町漁協における漁獲物吊上ホイスト，浅川漁協における全自動製
氷機，鞆浦漁協における網捌機付トラックの導入が行われた。

水産物出荷・流通施設の整備箇所数(累計）
〈'17〉　13箇所　→　〈'22〉　25箇所

　種苗放流による水産資源の維持・増大や水産物出荷･流通施設の整備による漁獲物の付加価値向上等に取り組
んだ結果，県産水産物のブランド力強化が図られるなど，目標達成に向け，順調に進んでいる。

'19(R1)達成度

◎

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

◎

◎

13箇所

魚・貝類の種苗放流の実施件数（累計）
〈'17〉　41件　→　〈'22〉　69件

１商品

■令和元年度取組
　「とくしま海部水産物品質確立協議会」が行う講習会の開催，現地視
察やイセエビのＰＲ動画作製を支援するなど，海部郡内の水産物の産地
強化に向けた取組みを推進した。
■成果
　かいふ水産ブランド「海部の魚」の知名度向上が図られた。

ア 「海部の魚」のPR・販売促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ　大学等高等教育機関や企業と連携した新たな漁業の創出
ウ　低利用・未利用素材などの水産物の６次産業化商品の開発支援　　　　　　エ　種苗放流や藻場造成など「資源管理型漁業」の推進

【施策①】 
　海部郡の全12漁協，関係町等で組織する「とくしま海部水産
物品質確立協議会」を中心に，海部郡内の水産物の産地強化を支
援するとともに，ブランド化，６次産業化を推進し，漁家所得の
向上，漁協経営の安定を図る。

水産関係の６次産業化の取組件数（累計）
〈'17〉　8件　→　〈'22〉　12件

41件

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策②】
　漁協の冷凍冷蔵庫，活魚出荷施設など，出荷・流通施設整備を
支援し，品質向上による漁家経済の安定・向上を図る。

（ア）

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部
美波町

A

南部総合県民局
農林水産部
海陽町
美波町

A
南部総合県民局
農林水産部

市町名

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　美波町の漁業者等で組織する「美波の海の恵み研究会」によるワカメ
の養殖試験を指導するなど，新しい漁業の創出に向けた取組みを推進し
た。
■成果
　早どりの養殖ワカメ「明けの春姫」のブランド化が進んだ。

市・町関連施策

●美波の海の恵み研究会は，養殖ワカメを使った栄養ドリンク「ハルヒメ」を
商品化し，漁業者の新たな収益を確保する6次産業化を推進するため町内3ヶ
所で販売した。

●R1.12.15「とれとれ市」を開催。延べ1,200人が来場した。新商品につい
ては，ウツボの加工品を異業種間で連携して販売促進に繋げるためのマッチン
グ相談会に参加した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　水産資源の増大や漁場機能の回復を図るため，国や県単独の補助事業
を活用し，自治体や漁協が実施するアワビ・トコブシの種苗放流の取組
みを支援した。
■成果
　アワビ種苗放流3件（伊島漁協，牟岐東漁協，牟岐町漁協），トコブシ
種苗放流2件（浅川漁協，宍喰漁協）の実施により，水産資源の増大が図
られた。

■令和元年度取組
　低利用魚であるアイゴの加工など，漁業関係者等による新商品の開発
に向けた活動を支援した。
■成果
　新たに２商品（アイゴのフライ，ウツボの大和煮）が開発され，平成
29年度からの累計開発数は４商品となった。

【施策④】
　漁業関係者と大学等が連携して，地元食材，低利用・未利用の
素材を用いた新商品の開発などの活動を支援する。

●美波の海の恵み研究会等が、海藻養殖事業にてブランド化した
早摘みワカメ“明けの春姫”とワカメめかぶを配合した植物発酵
エキス配合飲料“ハルヒメ”の販路拡大を支援する。

●アワビ輪採制による初めての収穫年の予定だったが，モニタリングによると
生育が遅れており，大型台風の影響もあったことから収穫を１年遅らすことと
なった。カキの養殖については，マガキは好調だったが，イワガキは不調だっ
た。頻繁している貝毒の影響もあり一旦実証事業は中止するが，浅川の既存事
業者に教えを請いながら天然カキの可能性について研究をしていく。

●アワビまつりは２日間実施し，約2,000人の来場があったことからPRを含
め効果があった。

●町内3漁協（浅川，鞆浦，宍喰）合同で「とれとれ市」（鮮魚
販売）を漁協主体により開催する。また，冷凍加工設備を使用
し，地元食材を学校給食に提供するとともに新商品と販売ルート
の開発を行う。

●広域浜プランの取組みのひとつである，アワビ輪採制事業で収
穫したアワビや，両漁協青年部で実証を進めているカキの養殖事
業による新商品やブランド化を模索する。

●「アワビまつり」において，漁協と連携してアワビをはじめと
する地元鮮魚・魚介類の販売や海を活かしたPRを実施すること
で，交流人口の増加を図る。

【施策⑤】
　自治体や漁協が実施する種苗放流および増養殖場整備など，資
源増大や漁場機能の回復を図る取組みを支援する。

【施策③】
　海藻，貝類の養殖拡大を視野に入れ，大学や企業と連携し，新
しい漁業の創出を図る。 （イ）

（ウ）

（エ）
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【プラン１４】県南林業の成長産業化の推進

プラン評価（事務局案） 評価困難

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

20.9万㎥ 22.4万㎥ 23.8万㎥ 26.3万㎥
集計中（8月確定）

80ha 85ha 90ha 95ha

集計中（8月確定）

評価 担　　当

A
スマート林業課
南部総合県民局
農林水産部

－

－79ha

県産材の生産量
〈'17〉　15.2万㎥　→　〈'22〉　26.3万㎥

主伐後の再造林面積
〈'17〉　79ha　→　〈'22〉　95ha

15.2万㎥

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　競争力・生産性の高い林業・木材産業の推進　                           イ　伐採・再造林による循環型林業の促進
ウ 「新たな森林管理システム」の本格運用　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　森林環境譲与税を活用した林業の成長産業化の推進
オ　計画的な路網整備の促進

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　令和元年度からスタートした「スマート林業プロジェクト」により，これまで取り組んできた搬出間伐に加
え，主伐による県産材の増産を図るため，ハーベスタなどの主伐に対応した先進林業機械の導入やドローンの
有効活用を進め生産性の向上を図るとともに，コンテナ苗木などを活用した再造林を進めた。
　また，令和元年度から始まった「新たな森林管理システム」の構築を支援するとともに，「森林環境譲与
税」の活用を図るなど，森林資源の循環利用と持続的な林業を展開している。
　今後も先進機械の導入や，「とくしま林業アカデミー」及び「那賀高校森林クリエイト科」と連携した人材
育成を図り，県産材生産量の拡大に努める。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　令和元年度からスタートした「スマート林業プロジェクト」では，令
和６年度の木材生産量を60万㎥に高める取組みを行っており，令和元年
度は，林業生産の基盤となる高性能林業機械の導入（6台）や林内路網の
整備はもとより，「とくしま林業アカデミー」により即戦力となる15名
の林業技術者を育成するとともに，新たな需要となる木質バイオマス発
電所が安定的に稼働を推進した。
■成果
　木材の増産体制の充実が図られた。

'19(R1)達成度

主要施策・主要事業
【施策①】
　年々充実を続ける森林資源の積極的な活用を図る「スマート林
業プロジェクト」を推進する。

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局 
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

【施策③】
　これまで取り組んできた搬出間伐に加え，主伐による県産材の
増産を図るため，先進的な林業機械の導入や効率的な路網の整備
等により，生産性の向上を図るとともに，主伐後の再造林も積極
的に行い，森林資源の循環利用と持続的な林業を展開する。

■令和元年度取組
　新林業生産システムについては，高性能林業機械の導入や作業路網の
開設を支援した。また，伐採後の再造林を積極的に行うなど，森林資源
の循環利用と持続的な林業の展開に取り組んだ。
■成果
　南部管内で高性能林業機械を６台導入するとともに，作業路網を開設
により，生産性向上に向けての効率化が図られた。

【施策②】
　「ウッドソリューションセンター」を中心に，事業地確保によ
る主伐等の推進に向けた取組みを展開する。

■令和元年度取組
　森林所有者への負担が大きい再造林について，森林環境保全直接支援
事業や環境林整備事業の「造林公共事業」を活用して，造林を実施し
た。
■成果
　伐採後の新植について、半数以上がコンテナ苗木による造林が行われ
ており，裸苗からコンテナ苗へ，低コスト造林への移行が進みつつあ
る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　林業における様々な課題を解決する「ウッドソリューションセン
ター」について，美波管内では，海部森林組合内に「海部ソリューショ
ンセンター」を設置し，主伐を中心とした事業地確保に取り組んでい
る。那賀管内では，「那賀町森林管理サポートセンター」による境界明
確化や機械化推進など，主伐実施に向けた取り組みを行った。
■成果
　森林整備の事業地確保が進んだ。

【施策④】
　主伐後の造林経費の負担軽減を図るため，植栽時期を選ばず，
年間を通じて植栽が可能となる次世代苗木（コンテナ苗）を活用
した造林を推進する。

【施策⑤】
　平成３１年度4月から施行された「森林経営管理法」に基づ
き，市町村が主体となった「新たな森林管理システム」の構築・
運用を支援するとともに，「森林環境譲与税」の積極的な活用に
よる森林の適正な整備・管理・担い手の育成，さらには木材の利
用を促進するなど，「林業の成長産業化」に向けた取組みを加速
する。

■令和元年度取組
　「新たな森林管理システム」の構築を支援するため，管内1市4町と
県，(公社)徳島森林づくり推進機構により「とくしま南部地域森林管理シ
ステム推進協議会」が設立され，これを母体として海陽町に「ハロー
フォレスト海部」が，那賀町に「ハローフォレスト阿南・那賀」が開設
され，森林所有者の持つ山の管理についての悩みや心配事に対応すると
ともに，所有者に対し林業経営の意向調査を実施した。
■成果
　適切な森林の整備・管理・担い手の育成，木材の利用を促進に取り組
む体制の整備が図られた。

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ、エ）（ウ、エ）（ウ、エ）（ウ、エ）
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評価 担　　当

A
スマート林業課
森林整備課

市町名

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

●日本森林学会の林業遺産として登録された樵木林業を，樵木林
業研究会と連携して技能継承による取り組みを実施し広葉樹の活
用を図る。

●森林環境譲与税並びに森林環境税を活用した新たな森林経営管
理を促進し，環境保全へとつながる間伐・択伐を推進するととも
に木材利用を図る。

●整備されていない広葉樹林帯から備長炭を作り，特産物，消臭
用材，濾過材，災害時燃料として利活用を推進する。また，木酢
液についても利活用を模索する。

●森林環境譲与税を活用し、森林整備をはじめ、担い手の確保や
林業就業者の育成を図る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

●海陽町産材活用住宅建築推進事業費補助金対象を拡充し，町産
材の活用を推進する。

市・町関連施策

【施策⑥】
　効率的な森林施業を実施するため，林道・林業専用道や作業道
等を適切に組み合わせたネットワークを整備するなど，計画的な
林内路網整備を推進する。

■令和元年度取組
　効率的な森林施業を実施するため，円滑な皆伐作業に必要な林道・林
業専用道や，間伐材搬出用の作業道等を整備延長する等，計画的な林内
路網の整備・配置を推進した。
■成果
　令和元年度に県内で164kmの林内路網が整備されるなど，効率的な
森林施業につながった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●市場調査等により(株)那賀ウッドで製造された木粉から二次製品として，木
粉簡易トイレ（災害時等の吸着剤），発煙筒，ネコ砂など新商品を開発し販売
を行った。

●木づかい住宅等支援事業：１件　15.63㎥

●里山再生を図るため0.91haの森林を伐採。令和2年度に広葉樹を植栽す
る。

●林業体験「３Days」や那賀高校クリエイト科の生徒を対象に伐倒体験や高
性能林業機械の試乗体験を実施し担い手確保に努めた。また，新たな施業シス
テムの研究･開発として，「ケーブルグラップル」の開発を行った。

●樵木林業研究会とともに今後の活用に向けた地盤づくりの検討を行う。

●とくしま南部地域森林管理システム推進協議会を立ち上げ，負担金により１
地区の意向調査を実施した。今後は，長期的な計画を作成し，森林保全を進め
るための境界明確化事業・間伐・人材育成を進める。

●西又地区で行っている備長炭作りを地域おこし隊並びに集落支援員が主と
なって支援し，中学生のシラタマ学級で体験を実施したり，農水林連携による
特産品のお米セットに活用したり，ウミガメ作業所と連携して，防臭用品とし
てかずら工芸と一体となった商品を開発した。

●森林環境譲与税を活用した林業の担い手への補助制度を創設し，徳島県南部
地域の市町が「新たな森林経営管理制度」に対応するために「とくしま南部地
域森林管理システム推進協議会」を設立した。

●本年度は新築住宅2軒，新築倉庫1軒の合計3件に交付。補助額2,283千
円，請負額47,858千円が地元建築業者で施工された

●木粉を材料とした二次製品の販路拡大に向けた市場調査等を支
援する。

●木づかいあんしん住宅支援事業により，町産材の活用を推進す
る。

●里山の高林齢化した未整備林を整備し、地域住民の生活圏周辺
の森林環境と生活環境の改善を図る。

●林業の担い手確保と育成を図るとともに、新たな施業システム
の導入に向けた研究・開発を推進する。

（オ）
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(３) 「超スマート社会」の実現
【プラン１５】「スマート農林水産業」の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

25t 28t 29t 30t

25t

実証試験実施 推進

実施済

2箇所 3箇所 4箇所 5箇所

3箇所

評価 担　　当

A
南部総合県民局 
農林水産部

　次世代園芸技術を導入したキュウリ農家の10ａあたりの収量については，「きゅうりタウン構想」の目標と
する30トンの実現に向けて着実に栽培技術が向上している。
　ドローンを活用したシカ防護柵の管理技術実証試験の実施の結果，ドローンの有効性が実証された。
　また，ICTを用いた海水温の観測機設置は，順調に進み，効率的な漁業の推進に寄与している。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ドローン活用した林業用防護柵の見回り地区数
〈'17〉　試験実施　→　〈'22〉　推進

ICTを用いた海水温の観測機設置箇所数
〈'17〉　－　→　〈'22〉　5箇所

23t

試験実施

－

主要施策・主要事業

プラン評価（評価部会委員）

ア　IoT技術導入等による先進農業モデルの構築　　　　　　　　　　　　　　　イ　ドローン等を活用した森林調査やシカ防護柵の見回り効率化
ウ　漁業におけるリアルタイム水温等情報配信システムの利用推進

■令和元年度取組
　IoT等の次世代園芸技術を導入した７経営体のうち，２経営体が目標収
量の25tを達成した。
■成果
　栽培経験の浅い新規就農者でもマニュアル（H30度作成）に即した栽
培管理を行うことで，さらなる生産性向上を図ることが可能であること
が明らかとなった。

年収1,000万円を目指し次世代園芸技術を導入したキュ
ウリ農家の10aあたりの収量
〈'17〉　23t　→　〈'22〉　30t

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

'19(R1)達成度

◎

【施策①】
　「きゅうりタウン構想」を実現するため．次世代園芸技術（養
液栽培．複合環境制御．ＩｏＴ技術）の導入・定着を図り，ベテ
ラン農家並の多収技術を確立することにより，新規就農者の生産
性向上を実装するモデルを構築する。

◎

◎

令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局 
農林水産部

A
南部総合県民局 
農林水産部
水産研究課

【施策②】
　林地において，ドローンを活用したシカ防護柵の管理技術の実
証や，森林調査の利用などを検討し，林地管理の効率化を促進す
る。

【施策③】
　ICT技術を用いて海水温等のデータを集積し，漁獲量との関連
性を調べるなど，「リアルタイム水質情報配信システム」の活用
を促進する。

■令和元年度取組
　南部地域の林業事業体を対象に，ドローンを活用したシカ防護柵の管
理技術実証試験を行うとともに，ドローン活用検討会を開催した。ま
た，モデル的に1林業事業体にドローン導入の支援を行い，ドローンの有
効活用を図った。
■成果
　管内での実証試験の結果，ドローンの有効性が実証され，１事業体
（海部森林組合）がドローンを導入した。

■令和元年度取組
　今津地先，椿泊地先及び伊座利地先の計３箇所に観測機器を設置し，
ICT技術を用いて海水温等のデータを集積する体制を整備するなど，「リ
アルタイム水質情報配信システム」の活用に向けた取組を促進した。
■成果
　ICT技術を用いた効率的な漁業の推進に寄与した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）

（ウ）
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【プラン１６】革新技術を活用した地域課題の解決

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

推進

推進

200 230 260 290

212

12 14 16 18

12

ア　集積するSO企業と連携したICT人材の育成　　　　　　　　　　　　　　　イ　コワーキングスペースの積極的活用
ウ　IoT・AI等を活用した，戦略的なインフラのメンテナンス＜再掲＞　　　　エ 「i-Construction」の取組みによる建設現場の生産性向上

プラン評価（評価部会委員）

LED新製品開発支援件数（県全体・累計）
〈'17〉 145件　→　〈'22〉 290件

－

◎

◎

'19(R1)達成度

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

  サテライトオフィス企業や地元企業，阿南高専など多様な主体で構成するコンソーシアムを組織し,「地域課
題の解決」と「新たなビジネスの創出」に資するコンテンツ開発に関する会議を開催することで，サテライト
オフィス，大学，地元企業，地域住民等多様な主体が連携した地域課題の解決への取組みを実施できた。
　インフラメンテナンスでは，ビデオカメラ等を搭載したパトロール車による路面点検の自動化やドローンに
よる橋梁点検といった新技術を活用した維持管理手法の確立に取り組み，新技術を活用した路面点検の自動化
が県下全域に展開できた。
　また，床上浸水対策特別緊急事業（和食・土佐地区）や河川改修事業（福井川）において，ICT土工により築
堤工事を実施し，作業の省力化や効率化が図られた。
　「LEDバレイ徳島」の世界展開に向けては，国際規格適合の成績証明書付与，国内外大規模展示会へのブース
出展による情報発信，教育機関・企業・県の共同研究による開発支援等により,県産LED製品の競争力向上に取
り組んだ。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

LED応用製品の海外市場開拓数（県全体・累計）
〈'17〉10ヶ国　→　〈'22〉 18ヶ国

10ヶ国

コワーキングスペースを活用した地域課題の解決や新し
いビジネス創出
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

－

145件

-62-



評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部
各市町

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

【施策③】
　土砂災害による被害から生命・財産を守るため，土砂災害警戒
区域に関する情報を広く住民に周知し，同区域の指定を進めると
ともに、きめ細やかな雨量情報を提供するＩｏｔ雨量計の設置を
推進する。〈再揭〉

■令和元年度取組
　土砂災害警戒区域等の説明会を実施し、警戒区域の指定を完了させ
た。（阿南管内1,289箇所、那賀管内959箇所、美波管内1,115箇所）
　また，IoT雨量計を設置する土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設等
の調査・検討を実施した。
■成果
　警戒区域に関する情報を住民に周知することにより，土砂災害の危険
性に対する認識の向上につながった。　〈再掲〉

【施策④】
　今後の労働力不足に対し、安全で魅力ある建設現場とするた
め、「i-Construction」の取組みを推進し、建設現場の生産性
向上を図る。

■令和元年度取組
　床上浸水対策特別緊急事業（和食・土佐地区）において，5箇所でICT
土工（測量業務・機械施工）により築堤工事を実施した。
　また，河川改修事業（福井川）において，ICT土工（測量業務）により
築堤工事を実施した。
■成果
　作業の省力化や効率化が図られた。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策①】
　水産研究課美波庁舎に設けたコワーキングスペース「ミナミマ
リンラボ」等において，サテライトオフィス，大学，地元企業，
地域住民等多様な主体が連携した地域課題の解決への取組みや
AI，IOTなどSociety５．０の革新技術に対応できる人材の育成
等を促進する。

■令和元年度取組
　サテライトオフィス企業や地元企業，阿南高専など多様な主体で構成
するコンソーシアムを組織し,「地域課題の解決」と「新たなビジネスの
創出」に資するコンテンツ開発に関する会議を開催。
　・ミナミマリンラボ（美波町）：３回
　・コワーキングスペース城山荘（海陽町）：２回
　また，「地域資源を活かした持続可能なまちづくりへの挑戦」をテー
マに開催したフォーラムにおいて，研究会の成果について発表。
■成果
　サテライトオフィス企業同士の相互理解や連携，地元企業等との協業
機会の創出や人材育成を図ったほか，サテライトオフィスの取り組みに
ついて地域に還元することができた。
　体験型観光VRコンテンツが３本開発され，地域の魅力発信，スポー
ツ・健康への動機付けにつながった。

【施策②】
　インフラの急速な老朽化による維持管理・更新費用の増大、担
い手不足の懸念から、ＩｏＴ・ＡＩ等を活用し、費用の平準化・
縮減や作業の省人化、効率化を図るため、予防保全等の計画的な
インフラのメンテナンスを推進する。〈再揭〉

■令和元年度取組
　加速度計やビデオカメラ等を搭載した道路パトロール車による路面点
検の自動化やドローンによる橋梁点検の実証実験を実施した。
■成果
　新技術を活用した路面点検の自動化が県下全域に展開できた。〈再
掲〉

主要施策・主要事業

（ア、イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）
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評価 担　　当

A 新未来産業課

A 新未来産業課

A 新未来産業課

【施策⑤】
　LEDバレイ徳島の世界展開を進めるため，LED関連企業の開
発・生産，ブランド化，販路開拓などを支援することにより，次
世代LED産業クラスターの形成を推進する。

■令和元年度取組
　県産LED製品の国際市場における競争力の飛躍的向上を図るため，国
際規格・ISO17025を満たす「LED測光試験所」である工業技術セン
ターにおいて，県内企業の製品に国際規格適合の成績証明書を付与し，
海外展開を後押しするとともに，県内企業の海外における販路開拓を支
援するため，「海外大規模展示会」に県ブースを出展し，高品質な県産
LED製品を発信した。
■成果
　LED応用製品の海外市場開拓数：12ヶ国（目標12ヶ国）

【施策⑥】
　徳島大学など県内高等教育機関，県内企業，工業技術センター
の共同研究の推進等により，LED応用製品の開発支援に取り組
む。

■令和元年度取組
　国内大手や海外企業の低価格製品に対抗するためには，より付加価値
の高い製品づくりが求められていることから，県独自の認証制度や共同
研究の推進により県内LED企業における応用製品の開発支援に取り組ん
だ。
■成果
　LED新製品開発支援件数：212件（目標200件）

【施策⑦】
　県内LED関連企業が開発・生産する高品質なLED応用製品を
大規模展示会から発信し，国内外市場における販路開拓を支援す
る。

■令和元年度取組
　新たな市場展開を目指す県内LED企業の情報発信や販路開拓を支援す
るため，国内外の大規模展示会や見本市への県ブースの出展事業に取り
組んだ。
※R1度　県ブース出展実績
　国内　徳島ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾚﾝｼﾞﾒｯｾ，機械要素技術展，おおた研究・開発ﾌｪｱ
　国外　欧州最大のｲﾝﾃﾘｱ産業見本市「ﾒｿﾞﾝ・ｴ・ｵﾌﾞｼﾞｪ・ﾊﾟﾘ」
■成果
　LED応用製品の海外市場開拓数：12ヶ国（目標12ヶ国）

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）
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市町名

阿南市

那賀町

美波町

●ドローンの活用により，農林業への利活用等地域課題の解決に
向けた社会実装を行う。

●サテライトオフィス、大学等と連携し、防災対策など地域課題
解決に向け取り組んでいる事業のさらなる発展と充実を図る。

市・町関連施策
●阿南市における「LED 光のまちづくり」の各種施策について
研究・検討する。

●阿南高専と連携して設置したインキュベーションセンターにお
いて，LED製品など新たな技術を開発する企業等を支援する。

●インターネット動画サービス等により，「青色LED発祥の地 
阿南」「光のまち 阿南」を世界に発信することで，新しい利用
の方向性を求める。

●「光のまちステーションプラザ」を核としたLED体験・体感の
充実を図る。

●ドローンに搭載したスペクトル（分光反射）カメラを使用し，ゆず園を撮影
したデータからゆずの木の生育状況の調査を実施した。

●“止まらない通信網”を活用した命をつなぐ減災推進事業において，平時か
ら健康増進に努めてもらうことで，災害時避難できる体力の向上に向けマイ
レージポイントを付加した事業を実施した。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●阿南市インキュベーションセンターに入所中の４社（うち１社は令和２年１
月から入室）において，新技術の研究を進めるとともに，「光のまち阿南」を
世界に発信するための意見交換会等も開催している。また，最新情報の入手の
ために県企業支援課との連携に努める。

●光のまちステーションプラザ及び活竹祭会場において，小学生を対象にLED
学習，工作教室を開催するなど，LEDを使った物づくりに興味がわくよう取り
組んだ。
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(1) 美しく豊かな自然環境の保全と継承
【プラン１７】多様な自然環境の保全

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

330人 340人 350人 360人

333人

3,800ha 4,200ha 4,500ha 4,900ha

集計中（8月確定）

420人 460人 500人 540人

409人

評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

主要施策・主要事業
【施策①】
　県南部の生物多様性の保護と「千年サンゴ」をはじめとする貴
重な自然資源を守り，次世代に継承するため地域住民等と連携し
た保護活動を推進する。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　千年サンゴと活きるまちづくり協議会や民間団体等と連携し，千年サ
ンゴの保全活動や環境保全啓発に取り組んだ。
　※千年サンゴ保全活動　　　４回
　　海と親しむ体験イベント　参加者約30人
　　各種イベントににおける情報発信活動
　　　　　　　　　　　　　　４イベントに参加，参加者約900人
■成果
　千年サンゴサポーター　　支援者333人

４　自然とともに歩む地域づくり

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　多様な自然環境の保全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　森林の公有林化の推進
ウ　地域特性を活かした多様で健全な森林への誘導　　　　　　　　　　　　　エ 「適正管理計画」に基づく野生生物の適正管理

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　南部圏域の豊かな自然環境を保全するため，間伐等による森林整備や，公有林化による森林の適切な保全・
管理が進んでいる。
　千年サンゴサポーター数は順調に増加している。今後も継続したサポータ募集・保全活動に取り組むととも
に，次世代を担う若年者への啓発活動を軸に，あらゆる機会を捉えて情報発信していく。
　狩猟免許新規合格者数（累計）は，９割以上の達成率であるが，新規試験合格者の約半数は60歳以上
（45％）である。南部地域の高齢化・人口減少が進行する中，若年層への狩猟啓発活動を一層強化し，受検者
数の増加を図っていく必要がある。

民間協働で取り組む自然資源の保護活動支援者（千年サ
ンゴサポーター）数
〈'17〉　321人　→　〈'22〉　360人

公的管理森林面積（累計）
〈'17〉　3,079ha　→　〈'22〉 4,900ha

狩猟免許新規合格者数（累計）
〈'17〉　333人　→　〈'22〉　540人

321人

3,079ha

333人

'19(R1)達成度

◎

－

◎

（ア）
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評価 担　　当

南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
鳥獣対策・
ふるさと創造課

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策④】
　｢徳島県ニホンジカ適正管理計画｣の達成のため，市町村が実施
する有害鳥獣捕獲に加え，指定管理鳥獣捕獲等事業による県が主
体となったシカの個体数調整捕獲を推進する。

主要施策・主要事業
【施策②】
　水源林をはじめとする環境や防災面で重要な森林について，所
有者の管理放棄や目的が明らかでない森林買収などに対応するた
め，公有林化（県版保安林，県・市町有林化等）を進め，適切な
保全を図る。

■令和元年度取組
　県有林化等推進事業や企業局の森づくり支援事業等により，森林を取
得したほか，徳島森林づくり推進機構による分収林の買取等を図るとと
もに，県版保安林の指定を行い，森林の公有林化や公的管理が進んだ。
■成果
　主要業績指標集計中

【施策③】 
　造林・間伐による人工林の適正な整備や，「樵木林業」による
広葉樹林の整備など，健全で豊かな森林の維持造成を図る。

■令和元年度取組
　南部圏域において，造林の実施に加え，下刈や間伐，さらに作業道開
設などの適切な森林整備を進めた。
■成果
　約1,100ヘクタールの間伐事業や約36千メートルの森林作業道の開設
など，公益的機能の維持増進のため，健全で豊かな森林づくりを推進し
た。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　｢徳島県ニホンジカ適正管理計画｣の達成に向け，阿南・海部海岸地域
を含む県内７地区で指定管理鳥獣捕獲事業を実施した。
■成果
　県内でニホンジカを805頭捕獲するなど，ニホンジカの個体数調整捕
獲を推進した。

【施策⑤】
　狩猟への関心を高めるため，各市町の鳥獣被害対策協議会や研
修会等において情報提供を行うとともに，働く世代が狩猟免許を
取得しやすいよう，日曜日に試験を実施することで，新たな狩猟
人材の確保を図る。

■令和元年度取組
　試験日は，受験しやすい日曜日に設定し，年3回実施。各市町の鳥獣被
害対策協議会や猟友会との連携を強化し，講習会等で試験概要等の周知
に努めた。
■成果
　29名の狩猟人材を確保した。
　※受験者数　31名（合格者29名・合格率約94％）

（イ）

（エ）

（ウ）

（エ）
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市町名

阿南市

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●「阿南市生物多様性ホットスポット」である伊島のササユリ保護活動につい
て，阿南高専と連携し，伊島ささゆり保全の会の運営によりササユリ生育地保
護ボランティア（1回、15名）を受け入れ，企業等からの活動支援を増やし，
ササユリ生育調査を実施，科学的な情報の収集を行うことができた。
　また、本市の豊かな生物多様性を計画的かつ適切に保全し、その持続的な利
用によって本市の活性化を図ることを目的として生物多様性あなん戦略を策定
し、第7回生物多様性フォーラム（参加者約１0０名）では，生物多様性あな
ん戦略の解説、活動紹介・課題共有等を行った。

●5月20日から8月20日までの間，夜間の大浜海岸への立入禁止とともに付
近の車両通行禁止を行った。
　また，同期間中にウミガメ上陸を知らせるｳﾐｶﾞﾒｰﾙの配信とﾊﾟﾄﾗｲﾄの点灯に
より，ウミガメの上陸を周知することで産卵観察を促した。

●海陽町内の河川7地点において前期・後期の年2回水質と底質調査を行っ
た。その結果，水質について問題はなく，底質についても，過年度と比較して
も安定した底質状態で特異な点はみられなかった。令和元年度において，海陽
町ふるさとの水を守る審議会は開かれていない。

●7/30.31，8/1の3日間　サンゴ産卵観測ツアー実施。

市・町関連施策
●「阿南市生物多様性ホットスポット」選定地の保全・活用の仕
組みづくりについて関係者及び関係団体等と共に検討し，課題を
共有する。

●「美波町ウミガメ保護条例」に基づき、「大浜海岸のウミガメ
及びその産卵地」の保全を図るとともに、イベント等を通じて自
然環境保護の重要性を啓発し、ウミガメと人間が共存出来る豊か
な自然環境を守る。

●「海陽町海部川保全条例」・「海陽町ふるさとの水を守る条
例」の制定により，きれいな水環境の実現を図る。

●竹ヶ島海中公園自然再生協議会を通じてエダミドリイシの採
卵，稚サンゴ育成と移植及びサンゴ育成モニタリング調査の実施
による保全・再生活動を行う。
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【プラン１８】総合的な環境教育・環境学習の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

100人 200人 300人 400人

133人

3団体 3団体 4団体 5団体

3団体

900人 900人 900人 900人

857人

30件 40件 50件 60件

31件

◎

◎

◎

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　生活排水対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　海洋漂着物や海洋プラスチックごみ問題の啓発
ウ　高校生等のボランティア活動への参加促進　　　　　　　　　　　　　　　エ　河川を対象とした環境学習やフィールド講座の実施

環境啓発イベント等に参加し，具体的な環境行動を宣言
する人数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　400人

「みなみから届ける環づくり会議」の「環境ボランティ
ア活動証明制度」を活用した環境ボランティア受入れ団
体数
〈'17〉　－　→　〈'22〉　5団体

牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等へ
の参加者数
〈'17〉　800人　→　〈'19～'22〉　年間900人

小中高校に対する森林・林業学習の実施(累計)〈再掲〉
〈'17〉　10件　→　〈'22〉　60件

－

－

800人

 「徳島のみずべ」の魅力を発信する環境学習やフィールド講座をはじめ，水質保全啓発キャンペーン，環境教
育など各種啓発活動を実施したほか，森林・林業体験により児童・生徒らの森林・林業への理解を深めるとと
もに，木育拠点を設置。
　業績指数はおおむね目標値を達成している。今後，環境への県民の関心をさらに呼び起こし，具体的な行動
に結びつけていくためには事業実施状況を点検し，ブラッシュアップや内容の見直し等を行い，効果的な事業
展開を推進する必要がある。

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

10件

'19(R1)達成度
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A 教育委員会

■令和元年度取組
　千年サンゴと活きるまちづくり協議会等の民間関係団体と連携し，体
験型イベントを実施したほか，各種イベントにおける啓発活動を展開し
た。
　※体験型イベント　ﾋﾞｰﾁｺｰﾐﾝｸﾞ，川の探検隊、親子ｼｭﾉｰｹﾘﾝｸﾞ体験
　　　　　　　　　　参加者計　約140人
　　啓発活動　　　　阿南市こどもﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等　参加者計　約600人
■成果
　環境保全の重要性が実感できるイベントを提供することにより，参加
者の環境行動宣言につなげた。

■令和元年度取組
　水質保全に係る環境教育の一環として，保護者と小学生等を対象とし
た「川の探検隊（川の観察・水質検査）」を開催するとともに，民間企
業と連携し，水質環境啓発ブースをイベントに出展した。
　※川の探検隊　２回実施（福井川・打樋川）　参加者　４３名
　　ブース展開　１回実施（阿南市こどもフェスティバル）　
　　　　　　　　参加者　約180名
■成果
　小学生等への環境意識の醸成が図られたとともに，小学生等でも気軽
に実行できる環境行動宣言につなげた。

【施策③】 
　
　若年層を対象に県南の海をフィールドにした体験型イベントや
講座を通じて海洋環境の現状を学び，保全のため自分たちが何が
できるか考える機会を創出し，具体的な環境行動を促します。

主要施策・主要事業
【施策①】
　地域の実情に適応した生活排水の適正処理を推進するため，水
質保全に関する啓発を行うとともに浄化槽キャンペーンや浄化槽
の維持管理に関する啓発・指導を実施する。

【施策④】
　牟岐少年自然の家を活用し，地域住民の参画を得て，地域の自
然や文化活動を活かした自然体験，交流体験，食育等を推進す
る。

■令和元年度取組
　牟岐少年自然の家を拠点とし，地域の特性を生かした活動を充実させ
るため，第三者運営委員会，運営協議会等を開催し，牟岐町渡船組合や
牟岐町商工会，漁協，婦人会，高校生等，地域住民の協力を得て，様々
な主催事業を実施。
■成果
　例年を上回るような参加者希望があった。後半は，新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため，２つの主催事業を中止とした。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　徳島県浄化槽月間（10月）において，水質保全及び浄化槽の啓発街頭
キャンペーンを実施したほか，新設浄化槽設置管理者への浄化槽教室の
開催や法定検査の受検指導等を実施した。
　※浄化槽水質検査未受検者への受検指導（10月）
　　浄化槽教室開催　６回
　　大規模浄化槽法定検査の受検指導（随時）
■成果
　受検指導により，水質検査未受検者の内約５％が受検し，受検率の向
上が図られた。

【施策②】
　みなみから届ける環づくり会議の水質ワーキングが中心とな
り，親子連れを対象とした水環境保全に関する環境教育を実施す
る。

（ア）

（ア）

（イ）

（イ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A 教育委員会

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和元年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全衛生特別教育（チェーンソー，伐木）」の資格講習の受講，
企業見学研修や中国四国農政局の出前授業を実施するなど，林業教育の
充実を図った。また，地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等
の設備を有効活用し，スマホスタンドなど商品開発に取り組んだ。
■成果
　国公立大学への進学や林業職の公務員，地域の林業関連産業への就職
など，林業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成した。
〈再掲〉

■令和元年度取組
　那賀町林業従事者会「山武者」や森林組合，林業事業体などのサポー
トを得ながら，フォレストキャンパス那賀等を活用して，那賀高校森林
クリエイト科をはじめとした地域の小中高校の生徒を対象とした森林・
林業体験を実施した。
■成果
　森林・林業体験を，美波管内４回（185人参加），那賀管内６回
（184人参加）実施し，林業の担い手の確保につなげた。　〈再掲〉

【施策⑦】
　河川環境保全への意識啓発を行うとともに，「徳島のみずべ」
の魅力を発信する環境学習やフィールド講座を実施する。

■令和元年度取組
　小学生を対象に環境学習やフィールド講座を実施した。（阿南管内：2
校）
■成果
　河川環境保全への意識の向上につながった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業

【施策⑧】
　若手林業従事者「山武者」や「もりもり」など地域林業関係者
との連携を図り，小中高等学校および大学生を対象とした森林・
林業体験を実施し，森林・林業への理解を深めるとともに，林業
の担い手の確保につなげる。〈再掲〉

【施策⑤】 
　みなみから届ける環づくり会議が策定した「環境ボランティア
活動証明制度」を活用して，高校生等が地域の環境ボランティア
に参加しやすい仕組みづくりを推進する。

■令和元年度取組
　県南地域の高校生等に対する環境ボランティア活動の場を提供するた
め，民間企業等と連携し，環境ボランティア受入団体の拡大に努めた。
　※受入団体数　３団体　（高校生等受入数　約50名）
■成果
　受入団体として３団体を確保し，高校生等約50名を受け入れすること
により，環境ボランティア活動への参加に対する意識の醸成が図られ
た。

【施策⑥】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。〈再掲〉

（ウ）

（ウ）

（エ）

（ウ），（エ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

市町名

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●学校や栄養士さんのとの連携により，学校給食に地元食材をより多く取り入
れていただき，子供たちに食べていただいた。
また，県立病院でも継続して使用していただいている。

【施策⑨】
　県民が木材の良さやその利用の意義を学ぶ教育活動である「木
育」を推進するため，木とふれあい，木に学び，木でつながるこ
とができる「木育の拠点」を整備する。〈再掲〉

■令和元年度取組
　南部地域では，海陽町（まぜのおかオートキャンピング内），阿南市
（牛岐城趾公園管理事務所の「あなんテレワーク推進センター」内や阿
南市役所あなんフォーラム内，トヨタカローラ徳島 阿南店内）と那賀町
（地域子育て支援センター及び林業ビジネスセンター内，相生森林文化
公園あいあいらんど）に，「木育の拠点」が整備されており，木材の良
さを体験できる場を提供した。
■成果
　南部地域の「木育の拠点」は７箇所となっており，各施設における木
育広場の利用促進を図ることで，「木育」の輪が広がった。〈再掲〉

【施策⑩】
　土地改良施設や農地等の保全及び農山漁村地域の活性化の推進
に対し，理解と熱意を有する地域のリーダーとなる「ふるさと水
と土指導員」の育成とその活動を支援する。

■令和元年度取組
　農山漁村地域の活性化を図るため，那賀町，牟岐町及び美波町の４名
の「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動（耕作放棄地への植栽
による景観保全，都市住民との交流活動，レンゲ米等の栽培による地域
活性化活動）を支援した。
■成果
　「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動の支援により，農山漁
村地域の活性化が図られた。

市・町関連施策

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

●食と健康のつながり，食の大切さを学ぶ「薬食同源」を推進す
るため，食育キャラクター（海陽戦隊ゲンキレンジャー）による
子どもへの食育啓発，関係機関とともに小学生を対象とした栽培
体験授業や思春期の子どもを持つ保護者を対象とした食育講演会
の実施，また，地元の主婦を対象として料理研究家を招き，地元
食材を使った料理等の開発や広報誌・HPで旬の農水産物とその
レシピの紹介を行う。

●農水産物の直産市の開催や学校給食・保健福祉施設等における
地域食材の積極的利用，地産地消協力店・生産者の登録・HPで
の紹介を行う。

（ウ），（エ）

（ウ），（エ）
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(２) 豊富な自然資源等の利活用
【プラン１９】自然と調和したまちづくりの推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

16集落 20集落 24集落 28集落

17集落

16地区 17地区 18地区 19地区

16地区

評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部

主要施策・主要事業
【施策①】
　侵入防止柵の設置などのハード整備とモンキードッグ育成や鳥
獣を寄せ付けない環境整備などのソフト対策を組み合わせ，集落
ぐるみで取り組む鳥獣被害対策を推進する。

　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のための共同活動（農地・農業用施設等の保全）に対し，交付
金による支援を行うことで，3,022haの地域資源の保全が図られた。
　また，新規に事業を予定している農業農村整備事業１地区の事業計画作成において，「徳島県田園環境配慮
マニュアル」に基づく，動植物の生育環境に配慮した事業計画を策定したほか，河川護岸工事において，コン
クリート粗面ブロック積工法で施工するなど，自然環境に配慮した工事を実施し，景観や生物多様性の保全が
図られた。
　県管理道路においては，道路照明灯のLED化を実施し，省エネルギー対策の推進につながった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

「徳島県田園環境配慮マニュアル」に基づく事業計画策
定地区数（累計）
〈'17〉　14地区　→　〈'22〉　19地区

集落ぐるみで鳥獣害対策に取り組むモデル集落数（累
計）
〈'17〉　7集落　→　〈'22〉　28集落

7集落

14地区

プラン評価（評価部会委員）

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　集落で取り組む総合的な鳥獣害対策の普及　　　　　　　　　　　　　　　イ　公共工事における環境配慮の実施
ウ　県管理道路における道路照明灯等のLED化の推進　　　　　　　　　　　　 エ　木製（間伐材）ガードレール等の整備・修繕を推進

'19(R1)達成度

◎

◎

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

■令和元年度取組
　那賀町横石地区では，大型シカ捕獲檻の実証等により，集落全体で鳥
獣被害に対する意識を高めた。那賀町木頭大城地区及び美波町山河内，
海陽町四方原地区では，鳥獣被害防止対策の研修会や集落点検による鳥
獣防止柵の点検・整備を実施した。牟岐町灘地区では，ソフトエアガン
を用いたサルの追い払い等を実施した。
■成果
　令和元年度は，モデル集落を５地区で育成し，集落で取り組む鳥獣被
害対策が実施された（H30：５地区，累計17集落）。

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

A
鳥獣対策・
ふるさと創造課

A
南部総合県民局
農林水産部
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

【施策③】 
　「阿波地美栄」の消費拡大やＰＲを推進するとともに，未利用
資源の利活用を推進する。

【施策②】
　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮にあたり，農地･
農業用水等の保全のための地域の共同活動により行われる取組み
や，中山間地域等における農業生産活動を推進する取組み等を支
援する。

主要施策・主要事業

【施策④】
　景観や生物多様性など自然環境の保全を図るため，「徳島県田
園環境配慮マニュアル」や「徳島県公共事業環境配慮指針」に基
づき，環境負荷の少ない計画や工法を採用した公共事業に努め
る。

■令和元年度取組
　農業農村整備事業の新規１地区において，自然環境調査に基づいた環
境配慮事業計画を策定するとともに，継続中の８地区で自然環境に配慮
した工事を推進した。
　また，道路河川兼用護岸において，ポーラスコンクリートブロック
（粗面ブロック）積工法で施工するなど，自然環境に配慮した工事を実
施した。
■成果
　環境負荷の少ない計画や工法を採用した公共事業により，景観や生物
多様性など自然環境の保全が図られた。

【施策⑤】
　省エネルギー対策を推進として，県管理道路における道路照明
灯等のＬＥＤ化を推進する。

■令和元年度取組
　県管理道路において，道路照明灯のLED化を215基実施。
　（阿南管内28基、那賀管内135基、美波管内52基）
■成果
　省エネルギー対策の推進につながった。

【施策⑥】
　県管理道路において、道路景観の向上のみならず、県産材（間
伐材）の利用促進に効果的で、木材産業の活性化に寄与する木製
（間伐材）ガードレール等の整備・修繕を推進する。

■令和元年度取組
　木製（間伐材）ガードレール等の整備・修繕に向け，調査・設計を推
進した。（国道195号、木沢上那賀線など）
■成果
　県産材（間伐材）の利用促進につながった。

■令和元年度取組
　多面的機能支払交付金を活用し，3,022haの農地に対する農業の多面
的機能の維持・発揮のための地域協動活動を支援するとともに，中山間
地域等直接支払交付金を活用し，758haの農地に対する営農活動を支援
した。
　これらの活動支援により「まちを支える地域づくり」を推進した。
■成果
　農地･農業用水等の保全のための地域の共同活動，中山間地域等におけ
る農業生産活動が促進された。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　野生鳥獣の利活用を推進するため，「阿波地美栄×狩猟フェスタ」や
「阿波地美栄料理レシピグランプリ」等を開催する等，「阿波地美栄」
の消費拡大やＰＲを推進した。
■成果
　「阿波地美栄」の消費拡大やＰＲが推進され，ジビエとしての利活用
が拡大した。

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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市町名

阿南市

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●令和元年度はＬＥＤ防犯灯47灯を新設した。
　なお，平成２８年度までに阿南市内の蛍光灯型防犯灯を全灯ＬＥＤへと交換
し，水銀灯型防犯灯を除く市内防犯灯のＬＥＤ化を完了している。

●千年サンゴ周辺の生物環境調査２回，サンゴ食害生物の駆除活動を２回実施
し，サポーター会員向けに広報ペーパーの発行を行った。

市・町関連施策
●阿南市内にある水銀防犯灯のＬＥＤ型防犯灯への交換を検討す
る。

●田井ノ浜，恵比須浜，沿岸域や沖合ダイビングスポット，日和
佐川中・上流域など，改善や拡充の余地を有する空間を再調査
し，観光協会や関係住民等と連携しながら集客スポットとして再
生又は創出する。

●県猟友会が実施する研修会や狩猟免許受験費用の一定額を助成
することで，新規狩猟免許取得者を確保し，有害鳥獣駆除従事組
織の持続に努める。

●駆除班員の手薄な地域等について，近隣市町駆除班からの応援
を受けることができるような仕組み作りを模索する。

●ウミガメを含む生物に悪影響のある光害に対して、関係機関が
連携し対策を模索する。

●海陽町産材活用住宅建築推進事業費補助金の対象を新築住宅だ
けでなく，増築・店舗・倉庫等にも対象を拡充し，町産材の活用
を促進することにより，町産材の流通を活性化し，未管理森林の
発生を防止し，健全で豊かな森林の維持・造成を図る。

●町内にある防犯灯を，新設又は更新するものから，順次ＬＥＤ
型防犯灯へと転換する。

●有害鳥獣の計画的な駆除及び集落単位での防護施設の整備等を
図る。

●観光協会と町内の観光事業者が連携し，由岐地区の田井ノ浜などでSUP等が
出来ないか協議をすすめた。

●美波町単独事業として，狩猟免許取得に要する講習会費と受験費用の半額に
相当する9,500円を新規資格取得者2名に補助し有資格者の増員を促進したほ
か，有害鳥獣侵入防止柵設置事業として電気柵等の設置に要する材料費の半額
補助として5件に対し総額564,000円を交付し鳥獣被害軽減に努めた。

●駆除班員の手薄な地域については，令和元年度においても他地域の駆除班員
が活動区域を広げて対応し一定の成果を上げている。

●ウミガメへの光害対策として，民間の宿泊事業者や寺院，及びテニスコート
利用者にご協力いただき，照明時間の短縮を行うなど減光対策を行った。

●本年度は新築住宅2軒，新築倉庫1軒の合計3件に交付。補助額2,283千
円，請負額47,858千円が地元建築業者で施工された。

●防犯灯新規設置5基。町内の防犯灯LED化を推進した。

●有害鳥獣の駆除件数　　総数　977頭
　イノシシ（成獣）300頭　（幼獣）50頭　　合計　350頭
　シカ　　（成獣）537頭　（幼獣）　3頭　　合計　540頭
　サル　　　　　　  87頭

●牟岐の自然を守り，次世代継承のため，地元住民，団体などに
よる連携のもと，自然と共存するまちづくりに向けた環境保全活
動，地域の活性化に繋がる活動を推進する。
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【プラン２０】自然エネルギー・水素エネルギー活用の推進

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

17,500人 17,800人 18,100人 18,500人

15,421人

推進 推進 推進 運行

推進

7件 8件 9件 10件

7件

評価 担　　当

A
自然エネルギー
推進室

◎

'19(R1)達成度

－

○

燃料電池バスの運行
〈'17〉－ 　→　〈'22〉運行

エコカーを活用した電力供給に関する普及啓発の実施数
（累計）
〈'17〉5件 　→　〈'22〉10件

－

5件

川口エネ・ミュー年間延べ体験者数
〈'17〉 17,370人    　→　〈'22〉 18,500人

17,370人

【施策①】
　「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」に基づき、温室効果
ガス排出削減や分散型エネルギーによる災害対策、地域の活性化
等を目的として、「自然エネルギー」の導入を促進する。

■令和元年度取組
　令和元年7月に「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」を改定し，そ
の具現化に向け，産学官金による「自然エネルギー立県とくしま推進プ
ロジェクトチーム」を設置し，11月に初会合を実施した。
　今後，本プロジェクトチームの下，更なる自給率の向上に努める。
■成果
　Ｒ元年11月，プロジェクトチームの初会合を開催，電力自給率の向上
等に向けて協議、方向性を確認した。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　自然エネルギー「地産地消」プロジェクトの推進　　　　　　　　　　　　イ 「自立分散型電源」の導入促進
ウ　水素ステーションの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　災害時電源確保モデルの展開

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」を，「2030年・電力自給率50％」という野心的な目標を掲げた戦
略に改定し，自然エネルギー導入促進を図るとともに，「水素グリッド構想」に基づく水素エネルギーの社会
実装に取り組んだ。
　「川口ダム自然エネルギーミュージアム（川口エネ・ミュー）」を核とした科学技術による人材育成や，川
口ダム湖畔を中心としたスマート回廊周辺地域のにぎわい創出に取り組んでいたが，新型コロナウイルス感染
症対策として，一時休館を行ったほか，魅力発信力のあるデジタルアート設備の一時休止や工作・実験教室等
のイベント中止などにより，体験者数の目標値未達に大きく影響した。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア）
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評価 担　　当

A 企業局

B 企業局

A
自然エネルギー
推進室

A
自然エネルギー
推進室

主要施策・主要事業

■令和元年度取組
　「徳島県水素グリッド構想」に基づき，地産エネルギー「副生水素」
を活用した県内の「水素供給拠点」構築に向けた取組みを進めるととも
に，「燃料電池バス」の実証運行（徳島空港線・鳴門公園線）を行うな
ど，本県における水素モビリティ導入拡大に向けた取組みを推進した。
■成果
　県内における水素エネルギーの積極運用が図られ，地方から水素社会
実現に向けた取組みが進展した。

【施策②】
　自然エネルギー活用の大切さを啓発するため，水力及び太陽光
等の発電や環境学習の拠点となる施設を整備し，「とくしま自然
エネルギー探検隊事業」などで活用する。

■令和元年度取組
　自然エネルギーの普及促進と次代を担う子どもたちの科学に対する関
心を高めるため，環境やエネルギーに関する学習の場として平成28年度
に整備した「川口エネ・ミュー」を活用し，太陽光・水力・風力・木質
バイオマス発電設備の見学，水素の活用，最新のデジタル技術を用いた
映像等の体験学習などに積極的に取り組んだ。
■成果
　自然エネルギー探検隊において75名の参加があったことや，「川口エ
ネ・ミューとあすたむらんどの２ヵ所を繋いだＩＣＴ授業を実施したこ
とにより，自然エネルギー活用の理解促進が図られた。

【施策③】　
　川口ダム自然エネルギーミュージアム「川口エネ・ミュー」と
その周辺施設が連携し，自然エネルギー活用，先端のデジタル・
ロボットテクノロジーや科学展等の体験による賑わいづくりに取
組みます。（再掲）

■令和元年度取組
　「川口エネ・ミュー」を核とした科学技術による人材育成や，川口ダ
ム湖畔を中心としたスマート回廊周辺地域のにぎわい創出に取り組んで
いたが，新型コロナウイルス感染症対策として，一時休館を行ったほ
か，魅力発信力のあるデジタルアート設備の一時休止や工作・実験教室
等のイベント中止などにより，体験者数の目標値未達に大きく影響し
た。
■成果
　川口エネ・ミュー年間延べ体験者数
　　＜目標＞17,500人 → ＜実績＞15,421人

令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策⑤】 
　地球温暖化対策の切り札となる究極のクリーンエネルギー「水
素」の利活用拡大のため，「水素ステーション」の整備を促進す
るとともに，「燃料電池バス」をはじめ水素モビリティの積極導
入を促進する。

【施策④】 
　地域防災力の向上を目指し、災害時の切り札となる自然エネル
ギーを活用した「自立分散型電源」の導入を促進する。

■令和元年度取組
　四国電力や金融機関と連携したワンストップ相談窓口を設け，補助金
や貸付金制度など，個人や事業者の「自立分散型電源」の導入を支援し
た。
■成果
　ワンストップの相談により，「自立・分散型電源」の導入を考えてい
る個人や事業者を支援することができた。

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）
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評価 担　　当

A
自然エネルギー
推進室

市町名

那賀町

海陽町

●平成31年度海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助事業を，予算額
1,600,000円（160,000円×10件分）で実施。
実績として申請件数２件で実績額320,000円（160,000円×２件分）と
なった。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

市・町関連施策

●町内の未利用地（工場跡地・土砂採石場跡地）等への企業によ
る大規模太陽光発電施設の誘致や，住民への住宅用太陽光発電シ
ステム設置費用の助成制度などにより，「地域自立型クリーンエ
ネルギー」の導入を促進する。

●地域の活性化とコミュニティーの再生を図るため「地域自立型
クリーンエネルギー発電事業」の可能性を調査する。

●三重大学舩岡教授が発明した相分離変換システムのパイロット
プラントを整備しリグノフェノール及びセルロース・ナノファイ
バーの製造実験を行う。
　製造されたリグノフェノール及びセルロース・ナノファイバー
は石油製品に替わる応用製品などに使用するため試験製造を行
う。

【施策⑥】 
　電気自動車など次世代エコカー（EV，FCV，PHV等）の優れ
た蓄電・発電機能を災害時の非常用電源として有効活用するた
め，県及び市町村の公用車を次世代エコカーに更新するととも
に，それを用いて防災拠点や避難所等へ電力を供給する取組
（V2Hの設置等）を推進する。

■令和元年度取組
　「走る発電所」として災害時の非常用電源に期待されるFCVを活用
し，「県総合防災訓練（阿南市）」をはじめとする県内イベント等で外
部給電のデモンストレーションを実施するなど，普及啓発に努めた。
■成果
　普及啓発により，環境性能だけではなく，災害時の非常用電源として
も有効な次世代エコカーへの理解が深まった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●平成27年度秋期から那賀町に建設されていたパイロットプラントは，那賀
町が加盟する技術組合（LIPS）の組合員である関西化学機械製作（株）に移設
された。その後、リグノフェノールの製造はほとんど行っておらず，代わって
リグノフェノールナノセルロース複合体(LNCC)の製造方法検討と用途開発が
進められている。令和元年度は、LNCCの精製方法の検討が行われ，残留クレ
ゾール及び硫酸の大幅な低減がなされた。製造したLNCCはPPなどのポリオ
レフィンに混練し強度など物性の向上が見られないか検討している。また，那
賀町においては，LIPSの資料室を旧水の花荘に設けた。

（エ）
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5　にぎわいと笑顔あふれる地域づくり
(1) 訪れたい，住み続けたい魅力的な地域の創造
【プラン２１】「四国の右下ファン」の創出・拡大

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

350人 400人 450人 500人

469人

250人 280人 320人 350人

349人

28社 30社 32社 34社

29社

500人 500人 500人 500人

1,146人

サテライトオフィスの誘致（累計）
〈'17〉　24社　→　〈'22〉　34社

南部圏域でのフィールドワーク参加学生数（延べ参加人
数）
〈'17〉　535人　→　〈'22〉　500人

24社

535人 ◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　大学生等と地域の協働による地域課題の解決　　　　　　　　　　　　　　イ　多様化する移住・定住希望者のニーズに対応した切れ目ないサポート
ウ　サテライトオフィス誘致の加速

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　平成２７年度に設置した「『四国の右下』若者創生協議会」において，県民局と圏域内市町が一体となり移
住・定住・交流促進，サテライトオフィス誘致に取り組んだ。
　圏域を網羅する「移住アドバイザー」を配置し，市町移住相談員のスキルアップと連携強化を推進。移住施策
の現状を共有した上で，圏域として足並みをそろえた施策を展開することができた。
　サテライトオフィス誘致では，開設に関心のある企業に対し，ワンストップで対応するコンシェルジュが相
談，視察受入れ等に一元的に対応し，新たに３企業のＳＯ認定企業登録につながったほか，ＳＯ企業を中心に多
様な主体が連携した研究会活動により新たなビジネス創出や地域課題解決に取り組み，ＳＯ定着を後押しでき
た。
　また，南部圏域でのフィールドワークを実施し，人材育成と交流人口拡大を図るとともに，地域おこし協力隊
や新規事業に取り組みたい方を対象にしたローカルベンチャースクールを実施し，地域資源を活用し自らしごと
を創出する人材育成，人材定着に努めた。
　これらの取組により，業績指標はいずれも目標を達成している。

県外からの移住者数
〈'17〉　380人　→　〈'22〉　500人

県外からの移住者数（45歳未満）
〈'17〉　282人　→　〈'22〉　350人

'19(R1)達成度

◎

◎

◎

380人

282人
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評価 担　当

A
南部総合県民局
地域創生部
各市町

A
南部総合県民局
地域創生部
各市町

【施策②】
　「ひと」と「しごと」が好循環する持続可能な「まち」の実現
に向け，県と市町で「『四国の右下』若者創生協議会」を設置
し，「大学生と地域の“密な”連携・協働による関係人口の拡
大・深化」，「地域ニーズに基づく人材誘致・育成による移住・
定住」及び「集積を活かしたサテライトオフィスの誘致」を促進
する。

■令和元年度取組
　県内３大学・県外５大学の学生が県南でフィールドワークを実施する
ことで，地域資源の発掘や若者の発想や視点を活かした地域活性化に向
けた取組みを推進した。
■成果
　参加学生は地域との交流を深めることで，地域への愛着を持つことが
でき，今後も地域と関わりをもつ「四国の右下」ファンを創出した。
　「空き家の利活用」や「商店街の活性化」などの地域課題について，
産官学が一体となり，解決への取組みが進められた。

■令和元年度取組
・大学生と地域交流によって課題を解決する「県南地域づくりキャンパ
ス事業」を実施した。
・「四国の右下」移住ナビHP等での効果的な情報発信を行った。
・移住アドバイザーの活用よる移住相談体制の充実を図った。
・サテライトオフィス総合相談窓口として，コンシェルジュを専任配置
した。
・サテライトオフィスの連携等の促進を目的とした「四国の右下」右上
がり研究会を実施した。
■成果
・「空き家の利活用」など産官学が一体となり地域の課題解決に取り組
むことができた。
・HPにおいて，空き家や仕事など情報発信を行い，移住に向けた関心の
醸成を図り，移住を促進した。
・移住アドバイザーによる研修会を実施することで，移住施策の現状を
共有し，南部圏域として足並みをそろえた施策を展開することができた
・コンシェルジュがサテライトオフィス企業や検討企業に対して相談，
受け入れ支援を行い，サテライトオフィス誘致を促進した。
・研究会を実施することで，サテライトオフィス同士の連携や新たなビ
ジネスの創出を推進した。
　以上のことから南部圏域における交流人口の拡大，人材環流及び地域
活性化を図ることができた。

主要施策・主要事業
【施策①】
　大学生と地域の交流による「四国の右下ファン」の創出や大学
生目線による地域課題の解決を目的に，南部圏域において県内外
の大学生によるフィールドワークを実施する。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア）

（イ）
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評価 担　当

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部

A
南部総合県民局
地域創生部
各市町

【施策④】
　ＳＮＳや移住者フェア等を活用し，市町の移住相談で多い相談
内容である空き家や仕事に関する情報などを全国へ発信し，県南
部への移住に向けた関心の醸成を行う。

■令和元年度取組
　「四国の右下」移住ナビにおいて市町の空き家，仕事など移住に関す
る情報提供を行った。
　HPで63件，フェイスブックで280件の記事を掲載した。
　また，都市部での移住フェア等に出展した際には，移住希望者が必要
としている空き家や就農をはじめとした地域に関する情報提供を行っ
た。
■成果
　移住に向けた関心の醸成を図り移住を促進した。

主要施策・主要事業
【施策③】 
　移住希望者を対象として，圏域内での担い手確保や新規創業を
促し，働く場や地域おこし協力隊等の働き方を発信するととも
に，地域の企業や働き方が現地で体感できる機会を創出し，人材
還流と地域活性化を推進する。

■令和元年度取組
・「四国の右下」なりわいつなぐコーディネーターを配置し，地域の企
業掘り起こしによる移住希望者受け入れ態勢を整備した。
・都市部移住フェアやセミナー等で移住希望者と地域の事業所等のマッ
チングを推進するとともにフェアやセミナー等で相談のあった移住希望
者に対し，移住体験ツアーを実施した。
・地域おこし協力隊等を対象に，新しい価値のあるビジネスを創出する
企業（ローカルベンチャー）の立ち上げについて学ぶローカルベン
チャースクールを実施した。
■成果
・なりわいつなぐコーディネーターが，地元の事業所に対し事業継承の
希望等の聞き取りを行うことで，仕事の掘り起こしを行い，移住フェア
等で地域ならではのやりがいのある仕事を紹介することができた。
・参加者の希望に添ったセミオーダー式の移住ツアーを2回実施し，1名
の移住につなげることができた。
・ローカルベンチャースクールの実施により，地域おこし協力隊等の今
後の活動の展開や任期終了後の事業プランの作成が円滑に行われた。

【施策⑤】
　市町や移住者受入れに積極的な住民団体を対象とした移住の受
入れに関する研修会を開催し，移住促進のためのスキルアップや
圏域内のネットワーク化を推進する。

■令和元年度取組
　市町担当者や移住支援員に対し，「移住アドバイザー」による移住研
修会を５回実施し，情報発信の方法や移住フェアでの対応方法など，移
住相談にあたる上で，必要なスキルの向上を図った。
■成果
　参加している各市町や住民団体における移住施策の現状を共有し，普
段から相談しやすい関係を構築するとともに南部圏域として足並みをそ
ろえた施策を展開することができた。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）

（イ）

（イ）
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評価 担　当

A

南部総合県民局
地域創生部
地方創生推進課
各市町

B

南部総合県民局
地域創生部
地方創生推進課
各市町

A
労働雇用戦略課

■令和元年度取組
　総合相談窓口としてコンシェルジュを配置し，サテライトオフィス企
業や検討企業に対して相談対応，受け入れ支援を行った。
　南部圏域独自のサテライトオフィス認定制度を活用し，費用面・情報
面の支援を行った。また，誘致イベントにおいてサテライトオフィス開
設に関心を示した企業に対して，圏域の魅力を実感してもらうため，希
望に沿ったきめ細やかな視察（ツアー）を実施した。
　※視察受け入れ：８３団体，４８５人
　　新規認定企業数：３社
　　視察実施（ツアー）：６社
■成果
　圏域内で新たに３つの企業をサテライトオフィス認定企業として登録
した。

■令和元年度取組
　地方にサテライトオフィスの進出を考えている県外企業と自治体間の
マッチングイベントにおいて，ショートムービー等を活用した。
　※マッチングイベントの実施：東京（５回），大阪（２回）
■成果
　県南の豊かな自然や新しい働き方をPRし，サテライトオフィス進出の
機運を醸成した。

■令和元年度取組
　「テレワークセンター徳島」では，テレワーク業務ができる「コワー
キングスペース」等を備え，個人・企業の方々が利用できる環境を整備
し，専用サイトによる情報発信や多様な働き方を広く紹介し，普及啓発
を行うイベントを実施するとともに，雇用型テレワークの普及を図るた
め，テレワーク導入企業等からの相談対応，助言を行う「テレワーク
コーディネーター」の養成及び企業への派遣など，認知度を上げる取組
みを推進し，普及啓発に取り組んだ。
■成果
　テレワークの普及に取り組んだ。

【施策⑦】
　美波町を舞台にサテライトオフィス誘致の創成期を描く映画
「波乗りオフィスへようこそ」のショートムービー等を活用し，
首都圏で県南の豊かな自然と新しい働き方をＰＲすることを通
じ，主要都市に本社を置く企業における南部圏域へのサテライト
オフィス進出の機運を醸成する。

【施策⑧】
　ワーク・ライフ・バランスの向上や勤務形態の多様化に適切に
対応するため，全国屈指の光ブロードバンド環境を活用し，企業
の従業員や個人テレワーカーが利用できる「テレワークセンター
徳島」を拠点とした企業のテレワーク導入に向けた施策を積極的
に展開するとともに、テレワーカー及びテレワークコーディネー
ターの養成を行うことで、テレワークの普及を図る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果
【施策⑥】
　全国屈指の光ブロードバンド環境や地域資源を活かし，さらな
る企業の誘致や新たな雇用の創出を図るため，「『四国の右下』
若者創生協議会」に，ワンストップで視察相談・案内に対応する
総合相談窓口（コンシェルジュ）を設置するとともに，オフィス
開設に関心のある企業に対する認定制度の活用や，圏域アクティ
ビティを組み合わせた視察ツアーの実施を行う。

（イ）

（イ）

（イ）
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市町名

阿南市

那賀町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●平成２７年度に移住交流支援センターを設置以降，移住に関するワンストッ
プ窓口として，相談業務，移住フェアやセミナーへの出展，移住関連サイトや
SNSを活用した情報発信等を実施している。また，平成２９年度からは，移住
促進コーディネーターを配置し，移住前から移住後までトータルでサポートし
ている。

●四国の右下若者創生協議会委託の移住促進コーディネーターや市内の移住支
援団体，地域おこし協力隊等と連携し，各市町の空き家情報を収集し，情報共
有を図っている。平成２９年度からは，移住相談者の希望物件情報を事前に登
録し，宅地建物取引業協会と連携して，マッチングを行う情報提供サービスを
運用している。

●かもだ岬温泉保養施設「かもだカフェ」の支援，富岡商店街等での「阿南ま
ちゼミ」，「あなんまちマルシェ」への支援など，地域住民の活躍と交流によ
り，地域の魅力が発信できるような環境整備等に努めた。

●JOIN主催の移住・地域おこしフェアにブースを出展し，来場者と移住相談
を行うとともに，地域おこし協力隊の募集を実施した。また，那賀町地域おこ
し協力隊による県内外での那賀町PR活動を実施した。

●那賀町の魅力発信と移住情報の提供のため，那賀町移住交流支援センターの
ホームページ（イイナカくらし）を制作。空き家情報や移住相談会情報，イベ
ント情報などを提供した。空き屋居住のために障害となる家財道具の処分費補
助など支援を行い賃貸借時の負担軽減をはかった。

●民家を借り上げ，那賀町での田舎暮らしを体験することができる｢おためし
ハウス｣の運用を実施した。新規移住希望者が気軽に体験移住して本格的移住
への足がかりをつくるための施設として活用した。

●移住交流支援センターの設置による，Ｕ・Ｉ・Ｊターン者等の
受入れの整備。

●利活用可能な空き家物件情報の把握に努める。また，定住自立
圏共生ビジョンの取組内容に基づき，圏域町と連携して空き家情
報の連携体制を検討した上で情報の共有に努める。

●かもだ岬温泉保養施設内「かもだカフェ」の支援，富岡商店街
での「阿南まちゼミ」への支援など，地域住民の活躍と交流によ
り，地域の魅力を発信する。

●那賀町における移住交流人口増加を図るため，移住交流推進地
としてブランド化させる，プロモーション活動を実施する。ま
た，那賀町地域おこし協力隊による新規移住交流推進事業を計
画・実施する。

●移住者の増加を図るため，那賀町での田舎暮らしの魅力を情報
発信するとともに，ＵＩＪターンの移住希望者に対し，移住に係
る障害の低減と増加する空き家屋の有効活用を進めるべく，売買
及び貸借費用の低減補助を行う。また各地域組織団体等での空き
家屋の紹介，移住者生活支援等の支援方法を検討する。

●那賀町への移住希望者に対し，那賀町での田舎暮らしを体験す
ることの出来る，「お試しハウス」を整備する。既存の田舎家屋
を借り上げ，体験生活が出来るよう改修する。ここで生活体験を
してもらうことにより，具体的な魅力を実感しＵＩＪターン希望
者の増加を促進する。

市・町関連施策
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市町名

牟岐町

美波町

海陽町

●牟岐町ＨＰと移住交流ＨＰ「ＭＵＧＩＺＩＮ」で空き家バンクの情報発信を
行い空き家バンク新規登録数６件，契約５件，改修４件行った。

●移住交流支援センターと移住アドバイザー等との連携により，移住相談会へ
積極的に参加し移住の推進に努めた。また，お試し滞在施設を利用いただくこ
とで移住への不安を少しでも取り除き移住へと繋げることができた。

●門前町再生や廻船問屋「たんにゃ」保存活用事業などに助言等の支援を行っ
た。

●町ホームページや窓口等で空き家バンク登録物件の情報を発信し，令和元年
度は新たに17件を登録した。合計13件（賃貸10件、売買３件）の契約が成
立し，移住・定住につながった。また，空き家改修支援補助金制度を利用した
空き家の改修を14件実施し，空き家の有効活用につながった。

●神野移住体験施設の暮らし体験をＨＰで紹介。なお，令和2年度からは宍喰
移住体験施設の紹介も追記している。

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●空き家バンクの内容（件数、種類）の充実と，HP,パンフレッ
トなどで情報発信を行う。あわせて，空き家及びその地域でのモ
デルとなるライフスタイルの提案と受入地域のコーディネーター
を育てる。

●住宅改修に係る助成制度を創設し，移住促進を図る。

●移住交流センターによる移住希望者のニーズにあった空き家情
報の提供やお試し滞在施設の活用など移住交流コーディネーター
及び地域づくり団体と連携し，移住の推進を図る。

●コミュニティビジネスの創出のためのノウハウや育成のための
助成を継続し，支援を行う。

●空き家を地域資源として捉え、空き家バンクの機能が最大限に
発揮できるよう、積極的な情報収集及び情報発信に努めるととも
に、各種助成制度により必要な支援を行いながら、移住の促進及
びサテライトオフィスの誘致を図る。

●移住体験施設を有効に活用し、まちの暮らしの体験を通して、
移住を促進する。

市・町関連施策
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【プラン２２】「地域の宝」を育む結婚・妊娠・出産・子育て支援

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

1箇所 1箇所 2箇所 2箇所

1箇所

113回 133回 153回 173回

119回

15箇所 16箇所 16箇所 16箇所

15箇所

30クラブ 30クラブ 30クラブ 30クラブ

28クラブ

評価 担　当

A
南部総合県民局 
県土整備部

プラン評価（評価部会委員）

13箇所

18クラブ

　「道の駅わじき」において，妊婦向け屋根付き優先駐車場スペースを整備し，子育て世代を応援する施設が充
実した。
　阿南市における「認定こども園」及び「放課後児童クラブ」の開設を支援するとともに，１市２町における
「病児・病後保育事業」を補助することにより，安心して子育てができる環境整備に資することができた。
　学校保健と連携し，小中高生を対象に高校文化祭や出前講座等の機会を利用して安全安心につながる心と体の
健康づくりに関する普及啓発・情報提供を行い，若い世代からのライフプラン教育が推進できた。

'19(R1)達成度

◎

◎

◎

◎

令和元（'19）年度実施状況及び成果

認定こども園設置数（累計）
〈'17〉     13箇所　→　〈'22〉 16箇所

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

－

79回

主要施策・主要事業

放課後児童クラブの設置数（累計）
〈'17〉    １８クラブ　→　〈'22〉  30クラブ

「道の駅」における子育て応援箇所数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　２箇所

小中高校生を対象としたライフプラン教育の実施回数
（累計）
〈'17〉　79回　→　〈'22〉　173回

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア 「道の駅」における子育て応援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　出逢い・交流の場づくり，結婚支援
ウ　安全・安心な妊娠・出産への支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　子育て世代の経済的・心理的負担軽減のための支援の充実

■令和元年度取組
　「道の駅わじき」において，妊婦向け屋根付き優先駐車場スペースを
整備した。
■成果
　子育て世代を応援する施設の充実化につながった。

【施策①】
　少子高齢化対策の一環として，既存の「道の駅」に子育て世代
を応援する施設の整備を推進する。

（ア）
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評価 担　当

A
次世代育成・青少
年課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
次世代育成・青少
年課

■令和元年度取組
   医療保険が適用されない体外受精・顕微授精に要する不妊治療費の一
部助成を実施。　
  ※R1度助成件数　103件
■成果
　申請者の経済的負担軽減が図られた。

【施策④】
　小中高校生を対象に安全安心な妊娠・出産につながる心と体の
健康づくりに関する基本的な正しい知識の普及啓発，情報提供等
を行い，若い世代からのライフプラン教育を推進する。

【施策⑤】
　乳幼児等の疾病の早期発見と早期治療を促進するとともに，安
心して子どもを産み育てられるよう，市町が実施する子どもはぐ
くみ医療費助成事業に対して助成する。

■令和元年度取組
　管内１市４町に助成を行い，子どもの健全な発育の促進と，安心して
子どもを産み育てられる環境の整備に努めた。
■成果
　子育てにおいて安心して医療にかかることができ、子どもの健全な発
育の促進が図られた。

【施策⑥】 
　人生経験の豊富な高齢者が子育て支援に参加することで，子ど
もやその親と世代間の交流が促進され，地域の子育て力の強化が
図られることから，圏域内の子育て活動を実施しているシニア団
体を支援するとともに，高齢者向けの研修会を実施する。

■令和元年度取組
　子育て支援活動を行うシニア団体・個人を表彰。
■成果
　子育て支援活動への協力意欲を高め，地域の子育て力の強化につな
がった 。

【施策③】
　不妊治療の経済的負担の軽減を図るため，医療保険が適用され
ず，高額の医療費がかかる配偶者間の不妊治療に要する費用の一
部を助成する。

■令和元年度取組
   高校生を対象に妊娠・出産・性感染症について講演会等を開催し，高
校文化祭において妊婦体験，子育て疑似体験コーナーやエイズ・性感染
症コーナーを設置し正しい知識の普及啓発に努めた。
  また，たばこやアルコールの出前講座により，心と体の健康づくりにつ
いて健康教育を行うなど，若い世代からのライフプラン教育の推進に努
めた。
■成果
　R元年度　26回
　次代を担う若い世代が，妊娠や子育て等に関する正しい知識を習得す
るとともに，心と体の健康に関心を持たせることができた。

【施策②】
　「とくしまマリッジサポートセンター（略称：マリッサとくし
ま）」を拠点とし，地域の特色を活かした魅力ある婚活イベント
を開催するなど，市町等と連携し独身者に出逢いの機会を提供
し，結婚を支援する。

■令和元年度取組
　結婚したい独身者の希望を叶えるため，「マリッサとくしま」を拠点
とし，ICTや縁結びボランティアを活用した，きめ細やかな支援を実施し
た。
　また，南部圏域では，阿南市において出張登録会を開催し，会員の増
加に努めた。
■成果
　市町等と連携した結婚支援の取組につながった。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）
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評価 担　当

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

【施策⑪】
　子育て環境の多様なニーズに対応するため，病児・病後児預か
りの受け入れ体制の強化を促進する。

【施策⑧】
　昼間に保護者が家庭にいない児童に適切な遊びと生活の場を確
保する放課後児童クラブの拡充を図るとともに，放課後児童クラ
ブ利用料無料化制度を推進する。

■令和元年度取組
　保育所等における第３子以降の保育料無料化の支援が，１市４町全域
で実施された。（令和元年9月末までは３歳から５歳までの第２子以降の
保育料無料化支援）
■成果
　多子世代における経済的負担の軽減につながった。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　在宅で０歳から２歳までの乳幼児を育児する家庭の負担を軽減するた
め，子育て支援サービスの利用料の支払いに使用できるクーポンを交付
する市町村に対し，補助を行った。
■成果
　在宅で育児をしている家庭の負担軽減につながった。

■令和元年度取組
　放課後児童クラブの実施主体である市町村に対し，開設及び運営等の
補助を行った。
■成果
　安心して子育てができる環境整備につながった。

【施策⑩】
　経済的負担軽減するため，保育所・幼稚園等保育料無料化制度
を推進する。

【施策⑦】
　すべての子どもに適切な保育を保障し，質の高い幼児教育を提
供できる認定こども園の設置を促進する。

■令和元年度取組
　阿南市の宝田こどもセンターの開設（R２年４月）に係る支援を行っ
た。
■成果
　質の高い幼児教育を提供できる環境整備につながった。

■令和元年度取組
　保護者の勤務形態の多様化に伴うニーズに応じた一時預かりサービス
を提供する市町に対し，補助を行った。
■成果
　安心して子育てができる環境整備につながった。

【施策⑫】
　保育所を利用せず，在宅で育児をしている家庭の負担を軽減す
るため，様々な子育て支援サービスを利用できるクーポンを交付
する事業に取り組む市町村に対して助成する。

【施策⑨】
　短期のパートタイム就労など，子育て家庭の様々なニーズに合
わせ，より一層利用しやすくなるよう，一時預かりサービスの拡
充を図る。

主要施策・主要事業

■令和元年度取組
　病児・病後児保育事業を行う１市２町に対し補助を行った。
　残りの２町についてもファミリ－・サポ－ト・センタ－において病児
預かりの体制が図られた。
■成果　
　安心して子育てができる環境整備につながった。

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）

（イ）
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市町名

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●ガイドブック作成には至らなかったが，那賀町暮らしの便利帳へ子育て支援
にかかる助成などの情報の掲示や那賀町子育てネットのQRコードを掲載し，
子育て施策を発信した。

●特別支援連携協議会を中心に，個々のケースについても専門機関より意見を
聞き支援につないでいる。中学校までしかない本町であるが，高校卒業後の見
守り支援体制づくりも図っている。
●ファミリー・サポート・センターの活動件数は134件。令和元年度は常時利
用する方がおり活動件数が増加した。事業周知のため保育園等での広報活動を
実施。

●妊娠届時に保健師・栄養士による面談を行い，状況把握や支援ニーズを踏ま
えて情報提供に努めた。また，母子保健事業と，医療・福祉・こども園・学
校・地域等各関係機関と協働・連携し，切れ目のない支援に努めた。

●子どもはぐくみ医療費助成を実施し，子育て支援制度の情報発信を行った。

●令和元年度については，南阿波定住自立圏連携事業として１市４町合同で婚
活イベントを那賀町にて１回開催。42名の方がイベントに参加し，３組の
カップル成立。

●令和元年10月より海部庁舎３階に子育て支援センター「あのね」を開所。
毎月様々なイベント等を開催し，子育て世代が交流や情報交換，相談ができる
地域の子育て拠点として多くの方が利用している。
令和元年度10月からの実績は，延べ899人の利用。

●那賀町における子育て支援施策について，ガイドブックを作成
し、那賀町の子育てにおける魅力を発信する。

●海陽町婚活実行委員会（コンカローレ海陽）主催による，地域
資源を活かした婚活イベントを開催するとともに，とくしまマ
リッジサポートセンターと連携して，独身男女に出会いの場を提
供し，婚姻率の向上を図ることにより，移住・定住を促進する。

●子育て世帯が交流や相談できる機会を充実させ，子育て世帯が
相互間また，子育て支援機関とのつながりを深めることにより，
子育てしやすいまちづくりに取り組む。

市・町関連施策

●特別支援連携協議会を中心に関係機関と連携し，幼少時から就
労に至るまでの支援体制の強化を図る。

●子育て支援事業としてファミリーサポートセンター事業を推進
するとともに，事業の中で子どもたちと地域住民との交流の場を
設ける。

●子育て世代包括支援センターの設置に向けた検討を進める。

●多様な出産・子育て支援制度の充実と情報発信を行う。

-88-



(２) だれもがいきいきと暮らし，かがやく地域の創造
【プラン２３】「地域の絆」によるまちづくりの推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

1回 3回 6回 9回

1回

3,000ha 3,000ha 3,000ha 3,000ha

3,022ha

評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

－

令和元（'19）年度実施状況及び成果

3,075ha

精神障がい者ピアサポーターによる交流会等の実施回数
（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　9回

ア　地域コミュニティの活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　精神障がい者ピアサポーターの養成・活動支援
ウ　障がい者の自立支援の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　生活困窮者の自立支援
オ　地域の共同活動促進による農地や農業用水等の保全　　　　　　　　　　　　　カ　企業・大学・NPOとの協働による農山漁村集落の活性化
キ　住民団体や企業等と連携した公共施設の新たな維持管理の推進

農地や農業用水などを保全するため共同活動に取り組む
地区面積
〈'17〉　3,075ha　→　〈'22〉　3,000ha

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　県健康福祉祭の南部サテライト大会を実施することで，地域の高齢者がより参加しやすい環境を整備し，生き
がいと健康づくりを推進した。
　実技を交えた勉強会の実施により，精神障がい者や関係者がピアサポートに活用できる技法を学ぶとともに，
参加者同士での交流を深めることができた。
　生活保護受給者の稼働年齢層（15歳から64歳）のうち，就労可能な者に対して各関係機関と連携して重点的に
就労支援を行い，保護脱却につなげた。
　農地等においては，農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のための共同活動（農地・農業用施設等の保
全）に対し，交付金による支援を行うことで，3,022haの地域資源の保全が図られた。
　県管理河川・道路においては，官民協働で約17haの草刈りを実施し，「新たな維持管理システム」づくりにつ
ながった。

主要施策・主要事業

徳島県南部圏域振興計画第５章

【施策①】
　ＮＰＯ法人等の充実した活動の展開及び地域住民の社会貢献活
動への参加・参画の促進を図り，ＮＰＯ法人等市民活動団体の活
性化と官民協働・連携の推進を図る。

◎

◎

'19(R1)達成度

■令和元年度取組
　県民環境政策課，とくしま県民活動プラザと連携し，県民局管内のＮ
ＰＯ法人等の活動の支援や活性化への支援を図った。
■成果
　ＮＰＯ法人３団体の設立認証をした。

（ア）
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評価 担　　当

A
次世代育成・
青少年課

A

南部総合県民局
保健福祉環境部
ダイバーシティ推
進課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A 障がい福祉課

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

■令和元年度取組
　高齢者の生きがいと健康づくりのスポーツの祭典として，県内に広く
定着している県健康福祉祭を，県南部地域や県西部地域の高齢者がより
身近で参加しやすい大会とするため，南部・西部サテライト大会を実
施。
○南部サテライト大会
・日時：令和元年10月５日ほか
・会場：那賀川河川敷明見グラウンドほか
・参加者数：８８４人（種目：グラウンド・ゴルフほか）
■成果
　生涯スポーツへの機運醸成が図られたとともに，高齢者の健康と生き
がいづくりの広域的な交流の機会を創出することができた。

【施策⑤】
　障がい者が高齢者等に対し，日用品等の移動販売や見守り活動
を行うことにより，働く意欲と特性に応じ活躍できる場を創出
し，地域に貢献する活動の推進を図る。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

■令和元年度取組
　「障がい者が繋ぐ地域の暮らし“ほっとかない”事業」として，中山
間地の高齢者等への買い物支援や見守り活動に係る移動販売車導入を支
援した。
■成果
　その結果，海部郡（牟岐町，美波町，海陽町）において，障がい者等
が移動販売による地域の見守り活動等を実施した。

【施策②】
　人生経験の豊富な高齢者が子育て支援に参加することで，子ど
もやその親と世代間の交流が促進され，地域の子育て力の強化が
図られることから，圏域内の子育て活動を実施しているシニア団
体を支援するとともに，高齢者向けの研修会を実施する。
〈再掲〉

■令和元年度取組
　子育て支援活動を行うシニア団体・個人を表彰。
■成果
　子育て支援活動への協力意欲を高め，地域の子育て力の強化につな
がった 。　　　〈再掲〉

■令和元年度取組
　生活保護受給者の稼働年齢層（15歳から64歳）の中から就労可能な
25人を選定し，重点的に就労支援。
■成果
　６人が就労を開始し，うち３人が保護脱却に至った。

【施策③】
県健康福祉祭において地域における高齢者が参加しやすい環境を
整備するとともに，高齢者の生きがいと健康づくりをさらに推進
し，より多くの「元気高齢者づくり」を目指すため，「県南部，
県西部サテライト大会」を開催する。

【施策④】
　地域の医療・福祉機関等と連携し，精神障がい者ピアーサポー
ターの養成・支援体制を整備する。

■令和元年度取組
　WRAP（元気行動回復プラン）体験コースを実施し，ピアサポートに
活用できる技法を学ぶとともに，参加者同士での交流を深めた。
■成果
　WRAP体験コース参加者28名　ピアサポーター養成の基盤づくりが図
られた。

【施策⑥】
　生活保護受給者をはじめ生活困窮者の自立を促進するため，ハ
ローワーク等関係機関と連携して就労支援を推進する。

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（ア）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

A
南部総合県民局
県土整備部

A
労働雇用戦略課

■令和元年度取組
　農山漁村地域の活性化を図るため，那賀町，牟岐町及び美波町の４名
の「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動（耕作放棄地への植栽
による景観保全，都市住民との交流活動，レンゲ米等の栽培による地域
活性化活動）を支援した。
■成果
　「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動の支援により，農山漁
村地域の活性化が図られた。〈再掲〉

【施策⑪】
　ワーク・ライフ・バランスの向上や勤務形態の多様化に適切に
対応するため，全国屈指の光ブロードバンド環境を活用し，企業
の従業員や個人テレワーカーが利用できる「テレワークセンター
徳島」を拠点とした企業のテレワーク導入に向けた施策を積極的
に展開するとともに、テレワーカー及びテレワークコーディネー
ターの養成を行うことで、テレワークの普及を図る。〈再掲〉

■令和元年度取組
　「テレワークセンター徳島」では，テレワーク業務ができる「コワー
キングスペース」等を備え，個人・企業の方々が利用できる環境を整備
し，専用サイトによる情報発信や多様な働き方を広く紹介し，普及啓発
を行うイベントを実施するとともに，雇用型テレワークの普及を図るた
め，テレワーク導入企業等からの相談対応，助言を行う「テレワーク
コーディネーター」の養成及び企業への派遣など，認知度を上げる取組
みを推進し，普及啓発に取り組んだ。〈再掲〉
■成果
　テレワークの普及に取り組んだ。

■令和元年度取組
　多面的機能支払交付金を活用し，3,022haの農地に対する農業の多面
的機能の維持・発揮のための地域協動活動を支援するとともに，中山間
地域等直接支払交付金を活用し，758haの農地に対する営農活動を支援
した。
　これらの活動支援により「まちを支える地域づくり」を推進した。
■成果
　農地･農業用水等の保全のための地域の共同活動，中山間地域等におけ
る農業生産活動が促進した。〈再掲〉

【施策⑦】
　土地改良施設や農地等の保全及び農山漁村地域の活性化の推進
に対し，理解と熱意を有する地域のリーダーとなる「ふるさと水
と土指導員」の育成とその活動を支援する。〈再掲〉

【施策⑧】
　過疎化や高齢化に悩む農山漁村集落と，社会貢献・地域貢献の
一環として農山漁村地域を応援したい企業・大学・ＮＰＯとの協
働による農山漁村の活性化に係る活動を「とくしま農山漁村（ふ
るさと）応援し隊事業」により支援する。

■令和元年度取組
　「とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業」により応援を求める
農山漁村集落と協働パートナーとの協働による農山漁村地域の維持保全
活動（９回140人参加）を支援。
■成果
　農山漁村地域の活性化と都市住民等との交流が図られた。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

【施策⑩】
　地域住民の河川・道路敷地の草刈り活動を支援し，その取組み
を一層促進するため，公共施設の新たな維持管理を推進する。

■令和元年度取組
　県管理河川・道路において，官民協働による草刈りを実施した。
（阿南管内：河川21団体・92,765㎡、道路5団体・8,400㎡）
（那賀管内：道路6団体・42,594㎡）
（美波管内：河川1団体・1,500㎡、道路9団体・25,800㎡）
■成果
　公共施設の「新たな維持管理システム」づくりにつながった。

【施策⑨】
　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮にあたり，農地･
農業用水等の保全のため，地域の共同活動により行われる取組み
や，中山間地域等における農業生産活動を推進する取組み等を支
援する。〈再掲〉

（オ）

（カ）

（キ）

（キ）

（キ）
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市町名

阿南市

那賀町

牟岐町

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●ボランティア活動や地域づくり活動の活性化を図るために，情報提供や活動
支援を行った。また，「ふるさとづくり基金」を活用し，４団体に対して市補
助金を交付した。

●四国の右下若者創生協議会委託の移住促進コーディネーターや市内の移住支
援団体，地域おこし協力隊等と連携し，各市町の空き家情報を収集し，情報共
有を図っている。平成29年度からは，移住相談者の希望物件情報を事前に登
録し，宅地建物取引業協会と連携して，マッチングを行う情報提供サービスを
運用している。〈再掲〉

●阿南市に200年以上前から伝わる阿波人形浄瑠璃の人形座「中村園太夫座」
による公演を実施。
　文化的伝統芸能の調査を行い，文化財指定に向けての取組を実施し，国・県
または市が文化財として指定する民俗芸能を，阿南市のホームページに一覧に
して掲載。

●コミュニティ助成事業を活用し，木頭まちづくり協議会に対し健康器具を購
入，譲渡した。また，町内まちづくり協議会12団体に対しての補助を行っ
た。

●那賀町内５箇所＜八面・拝宮・北川・鎌瀬・坂州＞(※辺川は台風のため中
止)の農村舞台において，人形浄瑠璃をメインとした農村舞台公演を行った。
県内外より延べ１３００人余りの観客が訪れ，各農村舞台の特性や地域性を活
かした公演内容で農村舞台ファンを楽しませた。また，既存の農村舞台を活用
した音楽公演(八面神社)を丹生谷清流座主催で継続して開催している。伝統文
化を継承しつつ，文化資源の更なる可能性を探っている。

市・町関連施策
●NPO法人との連携を図りながら，ボランティア活動の活性化
を図るための情報提供や，活動支援を行う。

●利活用可能な空き家物件情報の把握に努める。また，定住自立
圏共生ビジョンの取組内容に基づき，圏域町と連携して空き家情
報の連携体制を検討した上で情報の共有に努める。〈再掲〉

●阿南市内各地域の伝統芸能，伝統文化を掘り起こし，共有の財
産として後世に引き継ぐための施策を展開するとともに，広報あ
なんや市のホームページにより各地域の祭りを広く市民にＰＲす
る。

●出羽島交流施設「波止の家」貸館５回、来館者297人。

●コミュニティの維持・活性化のほか，産業の振興や後継者育成
など地域にあった活動を実施するまちづくり協議会に対して必要
な支援を行い，地域の特性を活かしながら，住みよいまちづくり
を目指すことを推進する。

●文化事業として，町内に多く存続する農村舞台で，「丹生谷清
流座」などが人形浄瑠璃を公演する。昨年，襖からくりの修繕を
行った辺川神社農村舞台も加え現在，公演が行える舞台（八面，
拝宮，川俣，北川，辺川，鎌瀬，坂州）の７カ所の農村舞台を活
用し，人形浄瑠璃を上演する。また，人形浄瑠璃以外の利用につ
いて模索する。

●出羽島集落において，重伝建事業による町並み保存と空き家の
多角的有効活用を並行して先行実施し，行政・地域・地域住民の
受け入れ体制整備を推進する。

●空き家を活用した交流施設の活用を実施する。
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市町名

美波町

海陽町

●集落右上がり事業「元気隊」により7,899千円の農産物を産直市等に集配
し，高齢者等の活力づくりと産業振興に務めるとともに，高齢者の見守り活動
を行った

●令和元年度は，地域おこし協力隊として4名が従事し，1名が年度末に任期
満了による退任をして，町内に移住し，起業する予定である。

●徳島県農地中間管理機構と通じて，農地の集積して耕作者を募った。
　（貸主登録　25件　　マッチング件数　2件）

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●定住促進対策条例，小規模事業起業支援制度等の有機的連携を
通じ，空き家や空き店舗等の再生による小さな経済の創出と集積
による地域活性化を模索する。

●少子高齢化が進行する地域において，介護予防をはじめ地域の
見守り等に取り組む地域づくり団体を支援する。また，既存公共
施設（美波町高齢者福祉センター）を改修し，高齢者をはじめ子
ども等が気軽に集い，地域で支え合う拠点整備に取り組む。

●地域コミュニティの維持，活性化のための地域おこし協力隊事
業や地域づくり団体への各種支援を実施すると共に長期にわたる
活動の実証や検証を行う。

●にぎやかな過疎→「にぎやかそ」のブランド化と魅力あるまち
づくりに向け、町と住民が一体となり取り組む。

●令和元年度には２件小規模事業起業支援制度を利用している。定住促進対策
条例も併用し，桜屋を改修、宿泊施設をオープンした。もう１件は，新分野を
起業するという，自然体験事業を山河内でオープンした。

●遊休施設であった美波町由岐老人福祉センターの１階部分を活用した「まっ
たりカフェ・みなみ」をオープンして３年が経過した。飲み物や軽食を振る
舞って地域の独居高齢者らの憩いの場として定着させ，令和元年度は，地域お
こし協力隊も招致し地域の活性化，高齢者の介護予防に努めた。

●地域おこし協力隊を町内各種団体等に３名配置し，地域活性化に取り組ん
だ。また，地域づくり団体１件の事業に対し助成を行い地域活動の後支えを
行った。

●町長や町議会議員をはじめ，町職員の名刺に「にぎやかそロゴ」を採用した
ほか，バッジを付けてもらうなど職員での意識統一を図った。

●海陽町元気になる「和」条例の基本理念の１つである「活力あ
る地域づくり」実現するため，「海陽町集落右上がり事業」によ
る，農水産物の出荷支援等の農水業振興と同時に買い物弱者対策
及び高齢者の見守りサービスを行い，農山漁村の活性化を図る。

●地域おこし協力隊事業を活用し，地域コミュニティの維持・活
性化を図る。

●耕作放棄地解消に向け，企業，NPOなどを含めた観光農業，
グリーンツーリズムなどの多面的な取組みを推進する。また，農
用地としての利用が困難な場合は，太陽光発電施設用地等として
の利用など，耕作放棄地の有効活用を図る。

市・町関連施策
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【プラン２４】だれもがかがやく未来に向けた学びの場の確保

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標 （上段：目標、下段：実績）

主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4）

20講座 20講座 20講座 20講座

25講座

900人 900人 900人 900人

857人

評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生部

【施策①】
　県立総合大学校南部校において，圏域の特性を活かした講座を
充実させ，将来を担う人材の育成を図る。

■令和元年度取組
　県立総合大学校南部校において，大規模災害に備えるため，地域防災
力の向上を図る「防災講座」や，県民が地域に愛着と誇りを持ち，地域
の魅力を再発見するとともに魅力を次の世代へ伝えていくことを目指し
た「南部の魅力再発見講座」を実施した。
■成果
　南部圏域における地域のビジネスや文化に関する講座を実施し，地域
に根付き，次世代の担い手となる人材を育成した。

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

ア　県立総合大学校南部校主催講座の充実・利便性向上　　　　　　　　　　　　　　イ　人口減少に対応した小中一貫教育の推進
ウ 「牟岐少年自然の家」体験活動拠点化の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　高等教育機関との連携強化

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

プラン評価（評価部会委員）

　６大学が圏域内の大学サテライトオフィスを拠点としてフィールドワークや公開講座を行い，地域の課題解決
や活性化に貢献したほか，県立総合大学校南部校において，大規模災害に備えるため，地域防災力の向上を図る
「防災講座」や県民が地域に愛着と誇りを持ち，地域の魅力を再発見するとともに魅力を次の世代へ伝えていく
ことを目指した「南部の魅力再発見講座」など，圏域の特性を生かした講座を実施し，将来を担う地域の人材を
育成することができた。
　牟岐少年自然の家等で海外大学生と県内外高校生が交流した「徳島グローバルキャンプ」，那賀高校森林クリ
エイト科における，国・県・町が連携した林業教育，地元企業と連携した商品開発など，地域資源を活かした人
材育成にも取り組んでいる。林業教育では，林業職公務員，地域の林業関連産業への就職へつながった。

'19(R1)達成度

◎

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

◎

県立総合大学校南部校主催講座数
〈'17〉　12講座　→　〈'22〉　20講座

牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等へ
の参加者数（再掲）
〈'17〉　800人　→　〈'19～'22〉　年間900人

12講座

800人

（ア）
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評価 担　　当

A
県立総合大学校本
部

A
県立総合大学校本
部

A 教育委員会

A 教育委員会

【施策②】
　県立総合大学校の主催講座等をオンデマンド配信するなど，県
民の生涯学習に関する利便性の向上や学習機会の充実を図る。

■令和元年度取組
　県立総合大学校のホームページにおいて，ワンストップサービスによ
る総合大学校の講座情報の提供や，主催講座のインターネット配信など
を行った。
　また，自宅などに居ながら総合大学校の単位を取得できる「放送・
ネット活用講座」を実施した。
■成果
　県民の生涯学習に関する利便性の向上や学習機会の充実が図られた。

■令和元年度取組
　高等教育機関との連携を強め，６大学（徳島大学，四国大学，鳴門教
育大学，徳島文理大学，明治大学，神戸学院大学）が，４市町（阿南
市，那賀町，美波町，海陽町）の７箇所のサテライトオフィスを活動拠
点として「フィールドワーク講座」や「地域住民を対象とした公開講
座」など，地域貢献活動を行った。
■成果
 　県内外の大学のサテライトオフィスの誘致が進み，大学の有する知
的・人的資源や社会貢献機能を活用して，地域の人材育成や課題解決が
推進された。

【施策③】
　大学との連携による地域の課題解決や活性化を図るため，「大
学等サテライトオフィス開設支援制度」を活用し，大学のサテラ
イトオフィスを誘致し，地域に密着した教育・研究活動や地域貢
献活動を支援する。

【施策⑤】
　牟岐少年自然の家を活用し，地域住民の参画を得て，地域の自
然や文化活動を活かした自然体験，交流体験，食育等を推進す
る。〈再掲〉

■令和元年度取組
　牟岐少年自然の家を拠点とし，地域の特性を生かした活動を充実させ
るため，第三者運営委員会，運営協議会等を開催し，牟岐町渡船組合や
牟岐町商工会，漁協，婦人会，高校生等，地域住民の協力を得て，様々
な主催事業を実施。
■成果
　例年を上回るような参加者希望があった。後半は，新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため，２つの主催事業を中止とした。　　〈再掲〉

【施策④】
　急激に人口減少が進む中，小規模化する学校をコストをかけず
に存続させ，かつ教育の質を保障するという「小中一貫教育（徳
島モデル）」を県内に普及するため，県南部においてＩＣＴを活
用した合同授業等に取り組む。

■令和元年度取組
　令和元年度における小中一貫教育実践地域の目標値であるパッケージ
スクール３地域，チェーンスクール７地域については，達成した。ま
た，県南部の阿南市立椿町中学校区においては，３校をつないだテレビ
会議システム（通称「ツバッキーＴＶ」）を活用し，合同学習や出前授
業の他，朝の学習活動，職員間の連絡などでも連携を図っている。
■成果
　このシステムの継続的な活用により，移動時間削減や，コミュニケー
ション力の向上などの成果がみられた。

主要施策・主要事業 令和元（'19）年度実施状況及び成果

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）
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評価 担　　当

A 教育委員会

A 教育委員会

市町名

牟岐町

美波町

●県内大学のほか，神奈川大学，芝浦工業大学等連携し，それぞれの分野にお
いて地域住民とのワークショップや活動など連携を深めたほか，新たに昭和女
子大学と町内の中高生によりＳＤＧｓの調査研究を実施した。

令和元（'19）年度実施状況及び成果

令和元（'19）年度実施状況及び成果
●空き家になった船戸荘を、徳島大学建築サークルAUTと地元事業者，連携
事業者が限られた予算で利活用を実施するための改修工事について現地研修を
行いながら施工した。

●平成27年度の小中学校へのキャリア形成支援事業（シラタマ活動）を，平
成28年度に高校生まで拡大（牟岐ローカルハイスクール），平成29年度は事
業の質を維持し職員異動があっても安定的に継続実施するため，中間支援組織
（牟岐キャリアサポート）を設立し，NPO法人格を取得。事業の企画，運営
及び地域住民，行政，学校，外部支援者（NPOひとつむぎ他）との中間的に
支援し，体制を整備強化しながら継続して町内小中高生への人材育成を実施。

市・町関連施策

主要施策・主要事業

●門前町の再生，道の駅の魅力向上や新商品開発，南海トラフ地
震・津波対策や事前復興まちづくり計画，点在集落の持続と活性
化など，多様な分野において，それぞれ専門性を有する大学や研
究者，学生等との連携を深める。

■令和元年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全衛生特別教育（チェーンソー，伐木）」の資格講習の受講，
企業見学研修や中国四国農政局の出前授業を実施するなど，林業教育の
充実を図った。また，地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等
の設備を有効活用し，スマホスタンドなど商品開発に取り組んだ。
■成果
　国公立大学への進学や林業職の公務員，地域の林業関連産業への就職
など，林業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成した。
〈再掲〉

【施策⑥】 
　外国人との交流や体験活動の機会を提供する際に，県南施設や
観光資源などを有効活用し，小・中・高校生を対象にした英語に
よるキャンプ等を実施し，グローバル人材育成の取組みを行う。

■令和元年度取組
　令和元年8月18日～24日の１週間，県立牟岐少年自然の家等で，県内
外の高校生38名対象に，海外大学生を招へいし，英語を通して多様な価
値観を持った国内外の同世代の若者と交流する「徳島グローバルキャン
プ」を実施。交流プログラムでは語学学習だけでなく，行灯作り・藍染
め・坐禅・海辺の町の散策など県南の伝統文化や自然体験を通して日本
人としてのアイデンティティを育み，異文化交流を深めることで，グ
ローバル人材育成の取組を行った。
■成果
　県南の伝統文化や自然体験を通して日本人としてのアイデンティティ
を育み，異文化交流を深めることで，グローバル人材育成を図った。

【施策⑦】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。（再掲）

●大学との共同研究により，建築に携わる学生の人材育成を兼ね
て空き家の利活用を進める。

●大学生，高校生，中学生が主体となり，多様な学びの場づくり
に取り組み，地域住民や外部支援者等との交流を通じて町を担う
人材を創出する。

（ウ）

（エ）
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●地域資源を活用した「山村留学」による小中学生による受け入れ事業ができ
ないかと農山村担当と協議したが実施には至らなかった。

●県南キャンパス事業として，明治大学及び徳島大学と連携し，それぞれ町の
課題解決につながる取り組みを行った。明治大学との連携事業では，町内の農
家や農業関連施設を訪問して聞き取りを行い，新規就農者の増加につながる手
段を検討するとともに，地元高校生と交流事業を行い，町の魅力発掘に取り組
んだ。徳島大学との連携事業では，浅川地区の建物悉皆調査を行い，その結果
をもとに大地震発生時の避難ルート検討を地域住民と行う講習会を開催した。

令和元（'19）年度実施状況及び成果市・町関連施策
●豊かな自然と地域資源（ストック）を活かして，教育機関と連
携し，「山村留学」による小中学生の受け入れを実施する。

●地域，大学及び行政の連携の下，地域をキャンパスに大学が授
業を実施し，若者の発想や視点を活かした新たな地域活性化のた
めの取組みを図る。
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